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助教 石井英真 B 教育方法学

助教 竹中菜苗 C 心理臨床学
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教育学研究科
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准教授 テ、ピッド・ダルスキー D 社会心理学

高等教育研究開発センター 准教授 田口真奈 D 教育工学

特定准教授 酒井博之 D 音響J心理学

特定准教授 及川恵、 D 教育J心理学

助教 河崎美保 D 教育J心理学

特定助教 石川裕之 D 比較教育学

特定助教 半津礼之 D 青年J心理学

教授 O 吉川左紀子 A 認知心理学

教授 船橋新太郎 A 認知神経科学

教授 カール・ベッカー D 倫理学、宗教学

こころの未来研究センター
教授 。河合俊雄 C 心理臨床学

教授 鎌田東二 A 宗教哲学、民俗学

助教 内田由紀子 A 社会J心理学

助教 平石界 A 認知心理学

助教 森崎礼子 A 認知心理学

教授 松沢哲郎 A 比較認知科学

准教授 友永雅己 A 比較認知科学

霊長類研究所
准教授 佐藤弥 A 認知心理学

助教 林美里 A 比較認知科学

助教 足立幾磨 A 比較認知科学

助教 伊村知子 A 比較認知科学

野生動物研究センター 准教授 田中正之 A 比較認知科学

COE助教 大塚結喜 A 認知心理学

COE助教 ルプレヒト・マッティク D 教育学

グローバノレCOE
COE助教 小野文生 D 教育哲学

COE研究員 小島隆次 B 認知心理学

COE研究員 虞瀬信之 A 実験J心理学

COE研究員 清水亜紀子 C 心理臨床学

所属・職階は平成22年3月末時点のものを示している。

。はリーダー職、 Oはリーダー以外の事業推進担当者を示す。
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はじめに

京都大学グローバノレCOEI心が活きる教育のための国際的拠点J (拠点番号

D-07)は、平成19年度文部科学省研究拠点形成費等補助金「グローバノレCOEフ。

ログラムj に採択され、平成19年6月より活動を開始し、現在4年目を迎えてい

る。本報告書は、 3年目に当たる平成21年度の活動内容を報告するものである。

平成21年度の重要な出来事として、 2009年6月30日にグローバノレCOEプログ

ラム委員会による中間評価を受けたことがあげられる。その評価結果は同年11

月30日に公表され、本拠点は、 「現行の努力を継続することによってミ当初目

的を達成することが可能と判断される」という高い評価を受けることができた。

また、その「コメントJにおいて、「大学の将来構想と組織的な支援については、

総長を中心とした全学的なマネジメント体制が充実しており、大学の将来構想、

の下で、拠点に対しての十分な支援がなされていると評価できる。拠点形成全

体については、世界的拠点として順調に事業を推進しており、評価できる。人

材育成面については、課程博士の授与数を高めるために集団指導体制を取入れ

ており、タコつぼ型教育に陥らないよう、「研究開発コロキアム」、 IEXラボ」

を設けて視野が広がるように工夫しており、評価できる。また、大学院学生の

インセンティブを高める努力が、大学院学生の国際学会の実績、研究実績の伸

びとなって現れていることも高く評価できる」という講評を得ている。もちろ

ん、心理学と教育学の連携融合の観点からの世界的拠点形成はまだ十分とは言

えない状態であり、今後の課題は多く、申請書に掲げた目標への努力を一層重

ねていく必要はあるが、中間評価における高い評価を糧として、残る2年間の事

業を継続、発展させていきたい。

研究面の活動では国際的研究拠点の形成を目標とし、 A.B・C・Dの4つ

のユニットごと、およびユニットが適宜連携して行う研究が進展している。そ

の成果公開の一つの姿として、 『心が活きる教育に向かつて一幸福感を紡ぐ心

理学・教育学Jl (ナカニシヤ出版)を編集し、 2009年6月に刊行した。

国際拠点形成の活動として、米ミシガン大学、英ランカスター大学、中国中

央教育科学研究所、北京師範大学、独ベルリン自由大学、英ロンドン大学教育

研究所などの世界的研究機関との間に築いてきた学術交流協定に基づく教育・

研究活動をさらに展開し、京都大学を世界中の心理学・教育学の研究者が研究
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の発展を求めて集まる拠点としている。

平成 21年度に本拠点が主催または共催して開催した行事は、講演会 17回、

シンポジウム 11回、ワークショップ5回である。国際的拠点の形成という点で

重要な講演会、シンポジウム、ワークショップを開催順にあげると、次のよう

なものを実施した。

・第4回グローバルCOE共催国際シンポジウム「ロンドン・プロジェクト-

医療と心理支援の多文化ナラティヴ方法の探求J(ユニット C: 2009年 6

月 29 日 ~7 月 3 日)於英国ロンドン大学

・第 7回グローバル COE主催ワークショップ「感情学affectologyの展望j

(ユニットA : 2009年 7月 11日)

・第 4回グローパル COE主催国際シンポジウム rKyoto-Lancaster J oin t 

International Symposium on Psychological Science: New Directions of 

Memory ResearchJ (ユニットA : 2009年 7月24日)

・第5回グローバルCOE共催国際シンポジウム「日韓の教育改革の行方J(ユ

ニット B : 2009年 7月 31日)

・第四回グローバル COE主催講演会 rpositiveorientation and optimal 

psychological functioning (ユニットA ・B・D : 2009年 9月 7日)

・第 5回グローバル COE主催国際シンポジウム rThethird International 

Symposium between the Institute of Education， University of London， 

and the Graduate School of Education， Kyoto U niversity. Happiness and 

Personal Growth: Dialogue between philosophy， psychology， and 

comparative educationJ (ユニット C : 2009 年 9 月 21 日 ~22) 於英国ロ

ンドン大学教育研究所

・第24回グローパノレCOE共催講演会「学士課程における科学教育の未来」

(ユニットD: 2009年 9月25日)

・第3回グローバルCOE主催シンポジウム「子どものこころの発達と教育:

最新の研究成果に学ぶJ(慶慮義塾大学グローパルCOE共催:2010年 1月

9日)

・第6回グローバルCOE主催国際シンポジウム「日韓メディア研究大学院生

セミナーJ(ユニット B: 2010年2月6日)

・第 7回グローバル COE主催国際シンポジウム rHappiness，Emotion， 

Language: Toward an International Comparative Study J (ユニットD:

2010 年 2 月 9 日 ~2 月 10 日)於ドイツ・ベルリン自由大学

人材育成面の活動については、平成21年度も次の4つの人材養成フ。ログラム

を公募して実施した。
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.20代、 30代助教を対象とする「若手教員支援研究費」を 10人に助成0

・博士課程大学院生対象の「海外留学資金」を4人に助成。

・博士課程大学院生対象の「大学院養成フ。ログラム研究費」を 22人に助成0

・博士課程大学院生が実施する課題探究型授業「研究開発コロキアム」経費

を10人に助成。

なお、 21年度も院生対象説明会を 2回 (2009年 4月および2010年 2月)開

催し、上記の公募の趣旨と内容の周知に努めた。

外国人講師が実施する外国語による授業科目と「国際教育研究フロンティア」

は、「国際教育研究フロンティアAJ (担当はニュージーランド・オークランド

大学准教授)、「国際教育研究フロンティアBJ (担当は韓国・ソウル大学校教授)、

「国際教育研究フロンティアCJ(担当は英国・ロンドン大学教育研究所教授)、

「国際教育研究フロンティアDJ(担当は中国・北京師範大学准教授)、「国際教

育研究フロンティア E1 Jおよび「国際教育研究フロンティア E11 J (担当は本

拠点ドイツ人助教)をそれぞれ開講した。

また、大学院修士課程1年生を主要対象に実施する IEXラボJ(Exchanging 

Laboratory Program)については、 21年度は下記の5プログラムを実施し、参

加者は 37人であった。

・「大学院生のための教育実践講座 2009J (高等教育研究開発推進センター、

8月)。

・「共生する地域社会を目指してJ(人間・環境学研究科、 9月)0 

・「記憶実験の体験ツアーJ(文学研究科、 9月)。

・「認知機能研究室見学J(こころの未来研究センタ一、 9月)。

・「鈴木晶子研究室見学一実験教育哲学-J (教育学研究科、 9月)。

修士課程1年生は在籍者61人であり、その約 52.5%にあたる 32人がEXラ

ボに参加した。なお、学生が参加に必要な経費は、拠点で負担している。

最後になるが、本拠点に参画し、本報告書の作成にご協力いただいたすべ

ての方に厚く御礼申し上げたい。
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拠点形成の目的

20世紀は、科学・技術・産業などが飛躍的進歩を遂げると同時に、貧困・犯

罪・テロリズム・地域紛争・戦争・環境破壊のような人類の宿病というべき矛

盾を克服することができず、 21世紀においても、近代社会の限界から生ずる個

人、社会、地球全体のさまざまなレヴェルにおける解決困難な課題が持ち越さ

れている。学校教育としづ場面に限定して考えても、いじめ、校内暴力、不登

校という学校関係者や保護者を悩ませる現象は、人間の心のあり方について大

きな問題を投げかけてきた。人聞が作り出すさまざまな制度や組織は、本来そ

こに生きる人間の心が活きるものでなければならないが、現実には制度や組織

が人聞を苦しめたり、心を萎えさせたりしている。

人間は、教育というものを通じて、知識と技能を獲得することによって自身

が何事かをなすことができるという「有能感j を得、自然や社会とつながるこ

とによってこの世界に生きているという「生命感Jを得る。さらに、この 2つ

の感覚を一定の目標に向けて十分に発揮することによって何かをなしえた「達

成感」というものが得られる。そこに、同時に「幸福感j というものを感ずる

こともできょう。反対に、このリンクの一部あるいは全部がうまく機能しない

とき、様々な問題が起こってくる。心と教育の諸問題に注目が集まる今日の社

会において、このような枠組みから「心が活きる教育」を研究する国際的教育・

研究拠点を構想し、その諸問題に取り組む人材を育成する拠点の設置が強く求

められており、本プログラムはそれに真正面から応えようとするものである。

拠点形成計画の概要

本プログラムは、 21世紀 COEr心の働きの総合的研究教育拠点J(平成 14
年度'"'"18年度)の多大な成果を基礎として、京都大学の心理学および教育学の

研究者が有機的に連携しながら、国際的に活躍する有為な人材育成のための新

たな拠点を形成するものである。具体的には、「心が活きる教育」とはどのよう

なものかを解明し、それをどのように理解し、あるいは実践していくかについ

て、教育学研究科(教育科学専攻、臨床教育学専攻)、高等教育研究開発推進セ

ンター(第一部門)、文学研究科(行動文化学専攻)、人間・環境学研究科(共

生人間学専攻)、および、平成 19年度に設置される「こころの未来研究センタ

ー」に所属する心理学および教育学の研究者が参加して研究拠点を形成し、拠

点リーダーが全体を統括しながら、 (A)r心が活きる」とはどういうことか、逆
に「心が活きていなしリ状態とはどのようなものかを研究する基礎過程、 (B)r心
が活きるJために必要な制度設計と、それを社会に説明し実際に運用する仕組
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みについて研究するシステム、 (C)r心が活きるJために有効な心理的サポート
や教育的かかわりのあり方について研究ならびに実践を行うサポート、 (D)以
上の各ユニットが提案する理論・実践を「心が活きる」という観点から評価し、

同時に国際共同研究として「幸福感の国際比較研究」を実施する開発評価、と

いう 4つの研究ユニットを中心に高度な水準のユニークな研究を進めてし、く O

人材育成の面では、心が活きる教育ということについて心理学・教育学の観点

から深く考えることのできる高度の専門性と幅広い視野を持ち、外国語による

論文の投稿や国際学会での発表など、国際的に情報発信ができる人材を育成す

るために、心理学・教育学の大学院教育を拠点全体で担う教育体制を一層整備・

充実すると共に、国際拠点形成の活動として、米ミシガン大学、英ランカスタ

ー大学、中国中央教育科学研究所、北京師範大学、独ベルリン自由大学、英ロ

ンドン大学教育研究所などの世界的研究機関との間に築いてきた学術交流協定

に基づく教育・研究活動をさらに展開し、京都大学を世界中の心理学・教育学

の研究者が研究の発展を求めて集まる拠点としてし、く O また、広い視野から深

く考え、心と教育に関する諸問題の解明・理解・実践に貢献しうる人材の進路

が、大学等の研究機関のほか、官庁・企業等にも広がるよう、その支援体制を

一層整備する。

博士課程学生を含む若手研究者のテニュア取得にいたるまでの支援としては、

大学院生に対する競争的人材育成経費(海外留学資金、院生養成プログラム研

究費、研究開発コロキアム)の支援、公募によるポスドク研究員 (4人)の採

用、国際的公募による助教の採用 (3人)、および、テニュア取得以前、あるい

は、テニュア取得からまだ年数の浅い 30歳代の若手教員に対する競争的研究費

の支援などを行う。

以上のような活動を通じて、心理学と教育学が交差する新たな教育・研究領

域の創成をはかり、京都大学の内部は言うにおよばず、学術全体における人文

科学の発展に貢献し、社会の改革や改良に資する学術的情報を提供し、自らも

有効かっ効果的な教育実践を行っていくものである。

心が活きる教育とは

20世紀は、科学・技術・産業などが飛躍的進歩を遂げると同時に、貧困・犯

罪・テロリズム・地域紛争・戦争・環境破壊のような人類の宿病というべき矛

盾を克服することができず、 21世紀においても、近代社会の限界から生ずる個

人、社会、地球全体のさまざまなレヴェノレにおける解決困難な課題が持ち越さ

れている。学校教育としづ場面に限定しでも、いじめ、校内暴力、不登校とい

う学校関係者や保護者を悩ませる現象は、人間の心のあり方について大きな間
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題を投げかけてきた。人聞が作り出すさまざまな制度や組織は、本来そこに生

きる人間の「心が活きる」ものでなければならないが、現実には制度や組織が

人聞を苦しめたり、心を萎えさせたりしている。

心の問題は、さまざまなフィールドで取り上げられるべきでものであるが、

中でも教育というフィールドは最も重要なものの代表格である。ただし、高度

に情報化された現代社会においては、教育が学校教育という狭いフィールドに

限定されるのではなく、時間的空間的に拡張された、人間の生きる包括的な文

脈での生涯学習あるいは生涯発達の視点が不可欠である。

人聞は、教育というものを通じて、知識と技能を獲得することによって自身

が何事かをなすことができるという「有能感」を得、自然や社会とつながるこ

とによってこの世界に生きているという「生命感j を得る。さらに、この 2つ

の感覚を一定の目標に向けて十分に発揮することによって何かをなしえたとい

う「達成感」が得られる。そこに、同時に「幸福感Jというものを感ずること

もできょう。反対に、このリンクの一部あるいは全部がうまく機能しないとき、 ー

様々な問題が起こってくる。

心と教育の諸問題に注目が集まる今日の社会において、このような枠組みか

ら「心が活きる教育」を研究する国際的教育・研究拠点を構想し、その諸問題

に取り組む人材を育成する拠点の設置が強く求められているのである。また、

本拠点で育成される人材像として、大学等の研究機関で活躍できる者は言うま

でもなく、少子高齢化社会において社会の活性化をはかるために期待されてい

る新たな教育産業の創生に貢献できるような、ユニークな人材をも視野に入れ

ている。
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Purposes of Forming Our Project Basis 
In the 20th century， despite the rapid progress that was achieved in 

science， technology and industry， conf1icts relating to poverty， crime， 

terrorism， local conf1icts， and wars， and environmental disruption became 

firmly entrenched as the major problems facing human beings. Unsolved 

tasks which are derived from the limitations of modern societies have been 

carried over to the societies of the 21st century at various levels， involving 

individuals， societies and the international community as a whole. In 

school settings， those who are involved in education， including parents and 

teachers have been suffering from such difficult challenges as bullying， 

violence and refusal of children to attend schools. These issues raise a 

serious question concerning the state of the human mind. Ideally， the 

human mind should be revitalized through social systems and organizations 

produced by human beings， but in reality， these social systems and 

organizations have sometimes tormented human beings and enfeebled our 

minds. 

Through education and through the acquisitions of knowledge and skills， 

human beings obtain a sense of competence， and through connection with 

nature and society， we obtain a vital sense of life， or the feeling that we are 

living on earth. Further， when we direct these two senses to the same 

direction to the fullest amount， we obtain a sense of accomplishment that we 

have achieved something and in this， we can also feel a sense of happiness. 

Conversely， if a part of this interconnectedness does not function properly， 

various problems occur. In contemporary society， in which problems 

concerning the mind and education are prominent， it is urgently needed to 

envision an international research base that explores revitalizing education 

for dynamic hearts and minds from these perspectives and to foster 

researchers who are capable of addressing these challenging topics. Our 

project will challenge these goals. 

An Outline of the Formation and Activities Plan for Our Project 
Basis 
Based upon the results of the program，“Center for Excellence for 

Psychological Studies，" the 21st Century CO E program of 2002・2006，our 

Global COE project center is to be established through dynamic collaboration 

between researchers in psychology and educational studies for the purpose of 
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developing talented researchers who can demonstrate their achievements on 

a global scale. More specifically， in order to conduct research on what 

constitutes revitalizing education for dynamic hearts and minds and address 

the issue of how to advance practice in relevant fields， the Center will involve 

the participation of researchers in psychology and educational studies from 

the following departments: the Graduate School of Education (Departments 

of Education and Clinical Studies of Education)， Institute for the Promotion 

of Excellence in Higher Education (Section 1)， the Graduate School of Letters 

(Department of Psychology)， Graduate School of Human and Integrated 

Studies (Department of Human Coexistence)， and the Kokoro Research 

Center， a center scheduled to be established in 2007. In a coordinated 

manner， we will promote high-quality research， centering on the following 

four research units: (A) Basic Processes Unit， which conducts research on the 

vital state of the mind， and conversely， the non-vital state of the mind; (B) 

Systems Unit， which conducts research into the design of the system 

necessary for revitalizing education for dynamic hearts and minds， and the 

scheme through which it is explained and applied to society; (C) Support 

Unit， which conducts research on the psychological support and educational 

commitments that are effective for revitalizing education for dynamic hearts 

and minds， and that puts them into practice; and (D) Development and 

Evaluation Unit， which conducts evaluation on the theory and practice 

proposed by each unit， and which has the task of implementing a project on 

“Cross-Cultural Research on the Sense of Happiness." 

We aim to develop researchers in psychology and educational studies 

who can think deeply， with high-level expertise and a broad perspective， 

about revitalizing education for dynamic hearts and minds; and who can 

publish in international， high quality academic journals and present papers 

at international conferences. To accomplish this task， an educational system 

will be developed that will enable graduate education' programs in 

psychology and educational studies to be provided by the Center as a whole. 

At the same time the Center will reinforce its position as an international 

center for research and education through official academic exchange 

agreements with high-level research institutions abroad， including the 

Uni 
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create at Kyoto University a meeting place for scholars in psychology and 

educational studies from all over the world. 

The Center will also promote further support system for the career 

development of researchers， attracting especially those who can think deeply 

and broadly， who can contribute to the analysis and understanding of 

problems concerning revitalizing education for dynamic hearts and minds， 

and who can put solutions into practice， so that their career paths can be 

extended not only to universities and other research institutions but also to 

governmental organizations and business corporations. 

The Center will encourage young researchers including doctoral 

students to get tenure through the following measures: financial support for 

graduate students through a competitive research fund; the employment of 4 

post-doctoral researchers recruited through public advertisement; the 

employment of 3 assistant professors by world-wide general advertisement， 

and we will also offer research funding for young professors in their thirties 

who have not yet or only recently received tenure. 

Through these activities the Center aims to create a new research and 

education field in which psychology and educational studies are integrated. 

Through this integration， it is hoped that (a) significant developments in the 

humanities discipline will be achieved within Kyoto University and in 

academia as a whole; (b) scholarly information and understanding will be 

promoted， which in turn will promote social reform and innovation; and (c) 

wider engagement in effective and fruitful educational practice will be 

facili ta ted. 

What is Revitalizing Education for Dynamic Hearts and Minds? 
In the 20th century， despite the rapid progress that was achieved in 

science， technology and industry， conflicts relating to poverty， crime， 

terrorism， local conflicts and wars， and environmental disruption became 

firmly entrenched as the major problems facing human beings. Unsolved 

tasks which are derived from the limitations of modern societies have been 

carried over to the societies of the 21st century at various levels， involving 

individuals， societies and the international community as a whole. In 

school settings， those who are involved in education， including parents and 

teachers have been suffering from such difficult challenges as bullying， 

violence and refusal of children to attend schools. These issues raise 
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serious questions concerning the state of the human mind. Ideally， the 

human mind should be revitalized through social systems and organizations 

produced by human beings， but in reality， .these social systems and 

organizations have instead sometimes tormented human beings and 

enfeebled our minds. 

The problems of minds should be explored by various disciplines; we 

believe that education should be the area that is most essential to the study 

of the state of the human mind. However， in a contemporary， highly 

information-oriented society， it is critical to remember that education should 

not represent a limited concept such as schooling， but rather education 

should be understood in a larger， more comprehensive context. This 

perspective should incorporate the perspectives of lifelong learning and 

lifelong development in the comprehensive context of how human beings live. 

Through education and through the acquisition of knowledge and skills， 

human beings obtain a sense of competence ， and through-connection with 

nature and society， we obtain a vital sense of life， or the feeling that we are 

living on earth. Further， when we direct these two senses in the same 

direction to the fullest amount， we obtain a sense of achievement and in this， 

we can also feel a sense of happiness. Conversely， if a part of this 

interconnectedness does not function properlぁvariousproblems may occur. 

Recently， the problem of minds and education has been a heated topic 

and， therefore， it is from this framework that we have formed the basis for 

the Revitalizing Education for Dynamic Hearts and Minds project， 

incorporating international perspectives to foster human resources to solve 

the problems of minds and education. In addition， we plan to foster not only 

the human resources that will play an active role at academic institutions， 

but also the diverse personnel who will contribute to other educational 

industries and will be invaluable in activating those education fields vital to 

activating the aging society. 
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各ユニットの成果の概要
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平成21年度の成果 (UnitA)

20年度に引き続き、 UnitAでは、計画課題と 6件の公募課題を推進した。以下にその成果

の概要を示す。

計画課題「幸福感に関する基礎的研究一幸福感の科学をめざしてJ(代表:藤田和生)

本研究計画においては、感情の総合的研究である「感情科学 MfectiveScienceJを一層発

展させ、「心が活きるj とはどういうことか、有能感、達成感、生命感から構成される幸福

感を達成するためにはどのような条件が必要なのか、これらを明らかにするための基礎資

料を、以下の5サブプロジェクトを推進することにより収集した。 (0印は責任者、*は協

力者)

1 )幸福感の発生 (0藤田、板倉)

幸福感を達成するための大きなカギの 1つである感情の進化と発達を明らかにするための

基礎的研究を継続した。フサオマキザルが、同種他個体の感情の原因となる物体を推理し

て、それに基づき適切に行動を調節していることを実験場面で示した。 1頭が他方に食物

を分配できる場面で、他者によい報酬を与えるためには、自身の報酬が確保されているこ

とが必要だが、ごく希には自身の報酬を犠牲にする場合もあることを示した。 3、4、5

歳児を対象に、「他者のために待つ」という社会的幸福感の発達を検討した。目前の報酬を

一定時間待てば他者が大きな報酬を受けるという課題で、 3歳児は待つとし1う宣言も実際

に待つこともできなかった口 4歳児は宣言はできたが、実際に待つことはできなかった。

5歳児は、待つという宣言通り、実際に他者のために待つことができた。

2)達成感に関する基礎的研究 (0苧阪、楼井、産田、葬藤)

本課題では、主として記憶と知覚の 2つの側面からその神経基盤を、認知科学的、神経科

学的に分析した。まず、記憶については、ユーモア理解の 2段階説を提案し、言語や画像

におけるワーキングメモリの役割が重要であること、さらに笑いが線条体などの社会脳の

報酬系を背景にもつ達成感のあらわれであることを明らかにした。また、自己と他者の認

知の神経基盤が同じ社会脳領域 (DMPFC)で作動していることを明らかにした。知覚につ

いては物体置き換えマスキングの方法が視覚的な意識や注意の検討に有効であることを明

らかにした。これは、美しさなどの認識や認知的達成ともかかわるものと考えられる。

3)生命観に関する基礎的研究 (0吉川、楠見、桑原、岡田、平石、内田、小島)

複雑な感情のコミュニケーションにおける、音声と表情の感情伝達機能に関する検討を行

った。「ありがとうJIすみません」は字義通りのメッセージは感謝、謝罪だが、言い方や
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表情によって f有難迷惑だJr私は悪くなしリといった、ことばとは裏腹のメッセージを伝

えることもできる。大学生の友人ペアと未知のべアを対象に、感謝、非難、謝罪、祝福等

の場面における 2者間の短い発話を収録して、表情と音声のそれぞれが伝える感情メッセ

ージの認知実験を行ったところ、言葉通りのメッセージは音声で、伝わりやすいこと、こと

ばとは裏腹の感情は、表情、音声のいずれでも伝わるが友人のほうがより正確にそうした

感情の認識が可能であることが示された。

4)有能感に関する基礎的研究 (0禁木、船橋、角野、山本)

注意機能、ワーキングメモリ機能の基礎研究では、視覚性ワーキングメモリの脳内表現に

関する機能的脳イメージング実験を進めた。視覚性ワーキングメモリの容量に比例した活

動を示す頭頂間溝領域がトポグラフィックな表象を持つことを明らかにし、現在、記憶が

トポグラフィックに表象されているかを解析している。注意機能の個人差に関して、視覚

的注意の諸課題と遺伝子多型の関連を解析し、アセチルコリンのニコチン受容体に関連し

た遺伝子多型と空間手掛かり課題、シーン認識課題の成績との間に有意な関連を見出した。

行動データのより詳細な分析、脳活動データの取得により遺伝子タイプと脳活動、行動の

連関をより詳細に検討する予定である。

5)計画研究「幸福感の文化史・教育史J(0辻本、小山)

辻本は、 4月にフランス・パリ第7大学での国際シンポジウム「近世日本における学びの

文化」において近世日本の文化史と教育史に関わる研究発表を行った。その成果は英文の

論文集として 2010年度中に刊行予定であるD また NHKラジオ放送で、『教育を「江戸j

から考える-学び・身体・メディア-~題する 11 回の講座を担当し、そのテキストを出版

して江戸儒学と教育文化について論じた口『矢口の伝達メディアの歴史研究』を辻本が編集し、

それに小山はメディアの中の女子教育について寄稿し、また論文「女性教員たちが集うと

いうこと」と題する論文を著し、その関係論文集が現在印刷中である。

公募課題1 (継続):動物観と幸福感一日独におけるヒトと動物の関係の分析を通じて (0

藤田、鈴木)

宗教的・文化的背景を著しく異にするが、自然への愛着という面では共通した傾向を示す

日独において、動物とヒトとの関わり方と幸福感の関連性を探る試みであり、ベルリン自

由大学との共同研究である。 20年度に引き続き、 21年度もベルリンと京都において、イヌ

の行動調査をおこなうとともに、調査に参加したイヌの飼い主に同じ質問紙調査を実施し

た。予備的分析によれば、日本ではイヌを家族と見なすことが多いのに対し、 ドイツでは

コンパニオンと見なされることが多い。ある程度、日本のイヌの方が甘やかされ、放任さ

れているようである。これに呼応するように、解決不能な問題場面にさらされたとき、 ド

q
t
u
 --



イツのイヌは比較的早く飼い主や実験者に援助をあおぐのに対し、日本のイヌは最後まで

自分で解決を試みることが多かった。他方、指さし理解では大きな差は見られていなし、。

資料はまだ十分ではないので、本年度も同様の研究を継続する予定である。

公募課題2 (継続):知覚、認知、行為に対する文化の影響:実験心理学的アフ。ローチ (0

驚木、吉川|、内田、*Kitayama、*Meyer、*Rensink、*Leaman、*Miyamoto、*

Masuda) 

ブリティッシュコロンピア大学の Rensink教授との共同研究を進めた。我々は、視覚探索

課題において、東アジア文化圏の協力者と欧米文化圏の協力者の聞に探索様式に有意な差

異があることを見出しているが、この違いを「注意の解像度」の違いとする仮説を検証す

る文化比較実験を実施した これと並行して、カナダでの生活期聞が東アジア系の協力者

の視覚探索の様式に与える影響を検討し、カナダでの生活期間が長くなると視覚探索様式

が東アジア的なものから欧米的なものに変動している傾向があることが示されている。

公募課題3(継続):ワーキングメモリと注意に及ぼす情動脳の影響 (0苧阪、大塚、慶瀬)

本研究では、ワーキングメモリと情動脳の関係を検討するために、ポジティブな情動脳と

して想定されている大脳基底核を含む辺縁系が笑いなどの幸福感とどのように係わるかを

検討した。その結果、ユーモアなどを理解して笑いが発生するにはワーキングメモリが必

要不可欠で、あることがわかった。機能的磁気共鳴画像法(fM:RI)によって観察した結果、前

運動野、側坐核などのドーパミン報酬系が笑いとかかわる可能性が示された。

公募課題4(継続):Collaborative executive controlに関する探索的研究(0脊藤、*Towse， 

J.N.、*Towse，A.)

本研究では、複数の個人が協同して認知制御を試みる collaborativeexecutive controlの性

質について検討を行った。乱数生成課題を、個人、あるいはベアに求め、ペアには、協同

して乱数を生成するか、または、相手を無視して自己生成の系列を乱数とするように教示

した。生成された数字系列のランダムさを、種々の指標によって評価したところ、 RNGと

いう指標では、相手を無視した方が協同するよりも、乱数に近い反応が見られる一方、

Immediate Repetitionなどの指標では、無視を試みても相手の反応に影響を受けているこ

とが明らかになり、ステレオタイプ反応の抑制に他者の影響が認められた。

公募課題5(新規):比較認知発達神経科学国際シンポジウム 2009の開催 (0板倉、藤田、

友永、明和、林、*開一夫)

"Frontiers of comparative cognitive developmental neuroscience 2009" 

昨年に引き続き、「比較認知発達神経科学j をテーマとした講演会及びシンポジウムを開催

した(一部、科学研究費基盤研究(8)r意識・内省・読心一認知的メタプロセスの発生と機
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能J研究代表者・藤田和生の補助を受けた)。講演会は、京都大学文学研究科において 2名

の講演者を招いて開催された。学内外から約 40名の参加者があり、テーマにそって活発な

議論が行われた。シンポジウムは、京都大学霊長類研究所共同利用研究会との共催で、京

都大学霊長類研究所にて、海外から 5名の参加者があり、 18名の口頭発表者と 22名のポ

スター発表者が極めて興味深い発表を行った。非常に充実した内容で、討論も活発で、本

領域の最新の情報交換ができた。詳細は、シンポジウムおよび講演会の報告を参照のこと。

公募課題6 (新規):東アジア儒教の生命観に関する思想史研究 (0辻本、*ニルス・ファ

ン・ステーンパール、*塩原佳典、*湖上自告一朗、*林子博)

9月 25・26日に、台湾大学主催の国際シンポジウム(台湾、中国、アメリカ、日本)r東ア

ジアにおける日本儒学Jに大学院学生4名(ニルス・ファン・ステーンパール、塩原佳典、

淵上階一朗、林子博)を辻本が帯同し、それぞれ東アジア儒教の思想文化に関する研究発

表を行った。その成果論文集(中国語)は台湾大学出版中心で刊行予定。続いて同 28日、

台湾台南市の孔子廟で夜明け前に行われる釈実(孔子降霊の儒教祭礼)を参観し、今もな

お古式を残して継続している中国教育文化の集約的儀礼の現場を体験し、{需教文化の生命

観に関する資料を確認できた。
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平成21年度の成果 (UnitB) 

平成21年度、 UnitBでは、 5件の公募課題を推進した。以下にその成果の概要を示す。(敬

称略)

(公募課題 1) I近代教育のオルタナティブ・システムに関する国際比較研究」

代表者:杉本均(教育学研究科)

分担者:辻本雅史、西平直、南部広孝、明和政子(教育学研究科)

近代学校教育システムの普及と発展は、果たして子どもたちの幸福感の増進に貢献して

いるのであろうか。開発教育学において追及される、教育の発展指標、就学率、進学率、

修了率、識字率、クラスサイズ、教員給与、各種学校インフラにおいてはもちろん、さら

には近年教育現場や社会的・行政的な場面での関心が高まる、学力や実践力、教育の質と

いった教育的アウトプットの指標においてさえも、子どもたちの幸福感や充実感の増進と

いった側面は主要な直接的な目標としては反映されているとは言い難い。

本研究は、こうした近代学校教育システムの価値観がドミナントに支配する社会を離れ

て、それ以外の社会独自の伝統的教育体系、宗教的教育体系、教育理念体系といったオル

タナティブな教育体系が、近代システムと比較可能なレベルで、社会に根付いている社会を

取り上げることによって、子どもたちの幸福感を支える複数の教育体系の力関係をより相

対的にとらえ、さらにその変化を時系列的に、あるいは国際比較的に調査することによっ

て、多面的な幸福感との関係を明らかにすることを試みた。

今年度は昨年に引き続き、チベット仏教の価値体系を基本に「国民総幸福(GrossNational 

Ha ppiness) Jを提唱しているブータン王国について、日本との比較の視点からフィールド

調査を行った。

9月に行った調査では、首都ティンプー(Thimphu)とパロ(Paro)、西部のハ(Haa)を訪問

した。西部のハではブータン最初の高校といわれるユーゲンドルジ高校(Ugyen Dorji 

Higher School)を訪問し、教員・生徒へのインタビューと 1クラスにおいて質問紙調査を行

った。ティンプーではブータン研究センター(Centrefor Bhutan Studies)では Dorji

Penjore氏、国立伝統技芸院(National Institution for Zorig Chuzon)、国家委員会(Bhutan

Natioal Coincil)では DorjiGartseng氏と面談した。パロではパロ・シャリ高校(Shari

Higher School)を訪問し、教員・生徒へのインタビューと 2クラスにおいて質問紙調査を行

ったほか、パロ教育カレッジ(TeachersTraining College)を訪問し、関係者からインタビュ

ー、資料収集を行った。昨年度の地域的・国際的な幸福感の比較に加えて、本年度は、 10

年前に行った生徒の価値観調査項目を再び加え、民主化前と後の 10年間の生徒の意識の変

化を検出することを目的として現在データ分析処理中である。

(公募課題2) I e-learningと学習者間インタラクションを通した高次リテラシーの育成」

円。
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代表者:楠見孝(教育学研究科)

分担者:大塚、田口、 MoisesKirk de Carvalho Filho、中池、小島

本課題では、 e-learningと学習者間インタラクションを通した高次リテラシーの育成につ

いて、その認知的基盤と教授手法について検討を行うために3つのプロジェクトを進めた。

第1に、心理学リテラシーの育成する専門科目教育心理学課題演習の授業において、 VRコ

ミュニケーションシステム 3D-IESを用いて， 3次元仮想空間心理学実験室によるプロジェ

クトベース学習と， e-learningシステムmoodleを用いて、論文や発表資料の共有や学生に

よる相互コメントによって学習者間インタラクション活動を促進した。第2に、コンビュ

ータマイクロワールドの題材のーっとして開発したWeb-based教育用プロダクションシス

テムについて、その性能と実用性を確認するための評価実験を行った。大学学部生を対象

とする認知科学の授業の中で、遠隔地にあるプロダクションシステムサーバーに40名程

度が一度にアクセスした場合でも、問題無く利用できることを確認した。第3に， VR空間

による英語・独語の前置詞用CALL教材について，今年度は「日常的で具体的な場面におけ

る前置詞学習Jという観点から，教材の開発・研究を行った。個々の前置詞学習に最適な

日常場面の選定調査を行い、その結果に基づいて個々の場面を3DCG化する際のデザインを

検討した。

(公募課題3)I伝統的祭りによる大都市中心部のコミュニティ活性化」

代表者:杉万俊夫(人間・環境学研究科)

分担者:日比野愛子(人間・環境学研究科)

伝統は、静かに継承されるものではない。能動的な伝統の再構築があってこそ、はじめ

て「昔からの伝統Jは継承される。伝統の再構築は、変化するコミュニティの物理的・経

済的構造、そして変化する生活様式に対する、伝統の動的適応のプロセスである。本研究

は、鎌倉時代以来の伝統を受け継ぐ博多祇園山笠(福岡市)を対象にして、その大量の人

員動員力はどこから来るのか、福岡市の人的ネットワーキングをいかに活性化しているの

かを探りながら、山笠の能動的継承プロセスを明らかにし、都市コミュニティ活性化のヒ

ントにすることを目的とした。

祇園山笠の7つの流れ(一つの流れは、 1トンもの山を担ぐ数百人から成る)の一つ、

土居流れを対象に、流れを構成する地元 10町の全参加者に対してアンケート調査を実施

した。その結果、①子どもの頃から長年参加している高齢の人、②参加しだして 10年程

度の若い人、③地元以外から参加している中年の人、という 3グループ。によって、山笠に

感じる魅力が異なることを見出した。また、 2週間にわたる現場調査を通じて、砥園山笠

の大きな吸引力の一つは、一歩間違えば大ケガ・死亡事故に至るような山を担ぎ、一見封

建的にも見える組織体制を堅持することによって、現代社会が失いつつある基本的区別(男

女の区別、年齢的区別、地元住民とそれ以外の区別など)を取り戻す「原点再確認Jの機

能にあることを考察した。
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(公募課題4) Iパブリック・ディプロマシーのためのメディア教育研究j

代表者;佐藤卓己(教育学研究科)

分担者;赤上裕幸、長崎励朗、松永智子、白戸健一郎(し、ずれも教育学研究科、大学院学生)

本課題では、日本のパブリック・ディプロマシーに資するメディア研究の構築をめざし

ている。まず、代表者と大学院生を主要メンバーとした「メディア文化政策研究会」を組

織して、研究会やシンポジウムを開催した。また、国立国会図書館憲政資料室、芦田均記

念館などに出張調査をおこなった。その概要は以下のとおりである。

① 2009年 10月23日(金)、公開ワークショップ「メディア文化政策における<博覧の世

紀>の可能性J(京都大学教育学研究科烏丸キャンパス)を開催した。このワークショップ

は、福間良明・難波功士・谷本美穂(編) r博覧の世紀~ (梓出版、 2009年)を素材として

メディア文化政策の可能性を探究すべく企画を行った。メイン・コメンテーターには森明

子・国立民族学博物館研究戦略センター教授を迎え、都市の文化人類学という視点から地

方博覧会における「ローカリテイJ概念の多様性について議論が行われた。他にも、日本

における博覧会の起源とその国際関係、博覧会と百貨屈との連続性、 80年代以降に増加し

始めた博覧会キャラクターの意義など、今後一層深めるべき課題も提示された。

② 2009年 11月 6日(金)、京都大学教育学部でメディア教育を指導された経験のある加

藤秀俊・元放送教育センター長をお招きしてシンポジウムを開催した(1メディアの生成ー

聖俗と社会関係資本から考える」、京都大学楽友会館大会議室)。加藤秀俊先生の近著『メ

ディアの発生 聖と俗をむすぶもの~ (中央公論新社、 2009年)をもとに、本来の宗教用語

「霊媒・亙女Jから、二O世紀資本主義システムの高度化とともに「広告媒体J、「情報媒

体jへと大きく変化してきた「メディアJの持つ意味について検討が行われた。パネラー

には、同志社大学大学院社会学研究科の佐伯順子教授・柴内康文准教授を迎え、聖俗をめ

ぐるジェンダー研究、あるいは社会関係資本という観点から、これからの「メディアJ研

究の可能性についても議論が交わされた。

③ 2010年 2月 6日(金)、「日韓メディア研究大学院生セミナーj を開催した(京都大学

百周年時計台記念館国際交流ホールIII)。本企画は、韓国・西江大学大学院新開放送学科と

京都大学大学院教育学研究科の大学院生(若手メディア研究者)の学術交流を目的として

行われた。西江大学はコミュニケーション学部新開放送学科、言論大学院、情報通信大学

院などを擁する韓国屈指のメディア研究拠点である。今回、韓国側は言論情報専攻・ヘル

スコミュニケーション専攻の院生が発表を行い、日本側は生涯教育学講座(メディア論)・

教育学講座(教育史)・高等教育開発論の院生も発表に加わった。言語の壁を乗り越え、隣

国・韓国のメディア・コミュニケーション研究者と交流できたことは、今後研究の第一線

にたつ大学院生にとって貴重な経験になったと考えている。

④ 2010年 3月 9日(火)、国立国会図書館関西館図書館協力課調査情報係長の村上浩介

氏をお招きして、文化メディア政策としての図書館行政の方向性についてヒアリングを行

。。
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った(r図書館情報学におけるデジタル化の様相」、京都大学大学院教育学研究科第 5演

習室)。また、グーグルなど米国の民間企業主導の電子図書館化が進行する中での、国立

国会図書館の資料収集・デジタル化の指針について話を伺い、研究者の立場から図書館利

用に関する提案・要望も行った。

(公募課題5) 日本・中国・韓国における教育課程改革の国際比較(国際シンポジウム)

代表者:杉本均(教育学研究科)

分担者:田中耕治(教育学研究科)

教育課程・評価を中心に大きな教育的転換点にある日本・中国・韓国の教育改革の計画

策定・実施に第一線で主導する立場にある教育専門家により国際シンポジウムを開催し、

各国の現状認識、教育課程の改革動向、各国における教育評価の実践などについて情報、

意見交換し、各国の国際的な位置づけを行うとともに、共通課題において知見の共有を試

みた。 7月 31日に京大において「日韓の教育改革の行方」、 3月 17日に北京において r21

世紀における日本の教育改革一日中学者の視点から-Jを開催したのでその概要を以下に

示す。

( 1 )京都大学大学院教育学研究科公開シンポジウム「日韓の教育改革の行方」

平成21(2009)年 7月 31日芝蘭会館別館(司会 田中耕治・杉本均)

(教育実践コラボレーションセンター主催・ GCOE心が生きる教育の国際的拠点、日中教

育共同研究センター共催)

①白淳根「韓国における教育改革の動向J(韓国・ソウル大学教育学科教授)

21世紀の国際競争の時代、知識の高度化・情報化の時代を迎え、韓国では長期的・総合

的な人材育成のための教育改革が推進されている。その中でこれまでの暗記中心の教育か

ら創意的で個性的な側面を重視した教育改革が計画されている。その中心は学習者の特性

や希望に合わせる学校支援システムであり、教育の質を再検討し、教育条件による格差を

緩和し、学習者の権利を保障しようとするものである。初等・中等教育の学校では学習者

の満足を増大させるために、私教育の費用を削減するための援助を行い、学校に自律性を

持たせ、学校を多様化することによって学校選択権を保障しようとしている。大学におい

ても学生の能力や必要などに応じた認定制度を導入し、教育年限の自由化が行われている。

韓国における人材大国建設のための戦略は、 1.学校の自律性・多様性の拡大、 2.教育

福祉の拡大、 3.科学技術・エコ技術の追求、 4.英語を話す世界水準の優秀人材育成、

とまとめられる。

②磯田文雄 f日本における教育改革の動向J(文部科学省研究振興局局長)

21世紀の日本の教育改革の方向性は、 1.市場原理と競争原理、 2.地方分権と学校の

自律性の確立、 3.民主的な学校作り、 4.実定法としての教育基本法に基づく義務教育

中心主義、とまとめられる。 1980年代から続く新自由主義的な構造改革に基づき、ある程

度の格差の拡大を認めながら、卓越性の追求、才能伸長のための教育が模索されている。
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またこれまでの中央集権の教育行政から、地方自治体や学校に様々な教育権限を移管する

ことによって特色ある学校づくり、教育の消費者の立場に立った教育が追求されている。

平成18年の教育基本法の改正は理念法ではなく、かなり具体性のある実定法になっており、

国が小中を含めた義務教育に責任を負うという態度が明確になっている。今後は国民国家

を単位とした教育の概念から脱却した改革の方向性が必要であろう。

③西岡加名恵「日本における教育評価改革の動向J(京都大学大学院教育学研究)

2011年度以降に本格的な実施が予定されている日本の新学習指導要領における、児童生

徒の学習評価の在り方に関する議論について考察した。ここでの評価の在り方の論点とし

ては、 1. 1活用」をどのように位置づけるか、 2. 1関心・意欲・態度jをどう捉えるか、

3.総合評定は必要なのか、という 3点である。新指導要領では、学習における「習得j、

総合における「探究」とをつなぐものとして、教科における「活用Jを重視する特徴があ

る。これは経験主義と系統主義のバランスをとる考え方で評価できる一方、的外れの評価

を導く可能性など、いくつかの懸念も予想されている。「関心・意欲・態度」の観点につい

ては、その中身に様々な内容が考えられ、評価が難しいという声多い。この評価は重要で

あるが、カリキュラム全体として育てる内容であり、個々の教科の中に位置づけると混乱

が予想される。また総合の「評定j は指導には生かしにくく、そのために観点別の評価が

形骸化してしまうという指摘があるが、その必要性については、観点別の評価が正しく出

すことができるかどうかによっている。「目標に準拠した評価Jを充実させていくために、

日本においてもパフォーマンス・スタンダードの開発が求められている。

(2 )第 7回 京都大学大学院教育学研究科公開シンポジウム

121世紀における日本の教育改革一日中学者の視点から一J(日中合作本出版記念)

平成22(2010)年3月 17日、中国、北京、中央教育科学研究所

(GCOE 心が生きる教育の国際的拠点・教育実践コラボレーションセンター共同主催)

①韓民 1~21 世紀における日本の教育改革一日中学者の視点から-Jl刊行の意義J (中央

教育科学研究所研究員、国家教育部)

今日、中国の基礎教育は大きな改革・転換局面にあり、素質教育改革や義務教育の弾力

化、地方問教育格差の縮小など大きな課題をかかえている。その点において、日本の教育

改革は、ゆとりの教育や生きる力、探求学習、教員養成改革、大学の法人化など、中国の

これからの教育改革にとっておおいに参考になる案件が含まれている。また中国の教育的

多様性や先進的取り組みは、均質的な教育の弾力化を目指す日本にとっても役に立つ情報

を提供する可能性がある。両国は互いの先行する側面から、失敗も含めて学ぶことができ

る。今回の刊行された 121世紀における日本の教育改革一日中学者の視点から-Jにおい

ては、それぞれの教育分野の専門家が、日中双方の視点から見解を並列することによって、

比較教育研究の成果を提示している点において、大きな意義のあることである。

②高見茂 f教育財源調達の政治経済学一義務教育費国庫負担制度をめぐる三つ巴の戦いと

地方自治体J(教育学研究科)
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日本では2006年度から公立義務教育費諸学校の教員給与費の国庫負担比率がそれまでの

2分の 1から 3分の 1に引き下げられた。これは小泉政権における経済財政構造改革、いわ

ゆる三位一体改革の一部として行われたもので、地方自治体への税源移譲、国庫支出金の

削減、地方交付税の改革という 3点を目的としたもので、あった。しかし、この 3点の目的

の推進に関する各中央省官庁の思惑はそれぞれ異なっており、文部科学省をはじめとする

所管官庁は国庫補助金の削減に権益の減少から反対、財務省は財源移譲が国の収入源を失

うことになり反対、一方交付税の所管である総務省はその補てんが交付税(一般財源)に切り

替わることから賛成するなど大きな温度差があったo

一方地方自治体は、この改革について、住民の納税意識と学校への参加意識が高まるこ

と、教職員の自覚が高まり、教育の質が向上するとして結果的に受け入れた。しかし全体

として 4兆円の国庫負担削減の見返りに、地方自治体が差し出した税源地方移譲のリスト

は義務教育関係費 3兆円で、あった。約 1兆円にのぼる差損を承知でなぜ地方自治体はこの

案に乗ったのか。他の移譲可能案として公共事業関係費4.8兆円があるが、厳しい批判にさ

らされており、獲得しでもうまみがない、社会保障関係費 11.7兆円は大きいため削減対象

を特定分野で、カバーするのは難しいという事'情があった。しかしそれらは表向きの理由で、

将来的に増大傾向のある社会保障費に対して、義務教育費は少子化などにより縮小傾向に

あり、現時点で地方移譲して固定化しておくほうがメリットがあるという計算が自治体側

に働いていたとみられている。以上のように、義務教育費国庫負担削減・廃止の議論は教

育論からではなく、主として財政論の観点から動いたと高見氏は結論した。
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平成21年度の成果 (UnitC) 

平成21年度、 UnitCでは、 5件の公募課題を推進した。以下にその成果の概要を示す。

計画課題1.r個の成長と幸福のための教育:教育学と心理学の学際的国際交流プロジェク
トJ(代表:斉藤直子)

以下の国際シンポジウムが主たる成果である。

The 3rd International砂mposiumbetween the Institute of Education， University of 

London， and the Graduate School of Education，あ"otoUniversity"係者宮大学大学稼設す

学研忽搾・ロンFン大学者7ff~茅忽iffi第三@E!J.族包会議) ''Happiness and personal growth: 

Dia10gue between phi1osophy; pのTchologyand comparative education" (季葱と釘の成

長 :f!i字、 J乙、窓会去、比縁者1f:学のか説)

企画:斉藤直子

日時:2009年9月21日(月) 9:00-18:00~9 月 22 日(火) 9: 15-12:45 

場所:ロンドン大学教育研究所

成 果:今回の企画の成果として、第一に、テーマを「幸福と個の成長」に絞り、これに

対して心理学的、哲学的、比較教育的な学際的対話が行われたことが挙げられる。

学校の教員研究者の発表は、イギリスの教育事'情について実践的な視座を与えるも

のであり、理論研究と実践的視点の交流もなされた。第二に、参加者の文化的背景

の多様性が挙げられる。 IoEは、イギリスの教育研究の中心地であり、ヨーロッパの

みならず世界各地から学生や研究者を受け入れている。今回の会議でも、イギリス

人のみならず、台湾、カナダ、韓国など様々な国から IoEで研究を行なう、幅広い

世代の人々が集い、日本側参加者と交流を行なうことによって、小規模ではあるが

日英の枠を超えて、国際会議の名にふさわしい異文化問対話の場が成立した口第三

に、会議全体を通じて日本側参加者が共通に経験したことは、事前準備が不可能な

部分での質問や議論の展開にその場で身を投じ、英語でこれに参加し応答すること、

場合によっては新たに聞いを生み出すことの難しさ、そしておもしろさである。自

らの研究を単一言語的な視点にとどめず、他言語に翻すことができる、広義の翻訳

能力の育成が今後の大学院教育の課題であると考えられる。参加人数は、 1日につ

き約30名、そのうち外国人参加者は、約22人であった。

研究課題2.r心が活きるフィールド教育と生涯発達のサポートとシステムJ(代表者:山

田洋子)
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このプロジェクトでは、グローバルCOEの課題である「心が活きる教育Jを、次の3つ

の新しい観点「ポリフオニック・フィールドJrクロノ・トポスJr協働の対話的学び」か

ら国際的・地域的に多フィールドで実践研究し、多様な人々が生き生きと暮らせるための

国際教育、地域教育、生涯発達を支援する、サポートとシステムづくりのモデ、ルを提案し

てきた。

2009年度の主な成果としては、下記のワークショップとシンポジウムが行われた。

映像ナラティヴ・ワークショップ

企画:ゃまだようこ

日時:2009年 12月9日(水)13:00・16:15

場所:京都大学大学院教育学研究科総合研究2号館第7演習室

講演者:Prof. Sepp Linhart (Department of East Asian Studies， University ofVienna) 

講演題目:The Visual Representation of Japan on Western Postcards， 1900 to 1945 

講演者:Dr. Susanne Formanek (Institute for the Cultural and Intellectual History of 

Asia， Austrian Academy of Sciences) 

講演題目:Visualizing the Afterlife in Japan: The Example of Edo-period Tsuizen 

kusazoushi(追善草双紙)and Shinie (死絵)

成果:Prof. Sepp Linharの講演では、 1990年代から 1945年に絵葉書に描かれた、西洋

からみた日本について紹介された。 Dr.Susanne Formanekの講演では、江戸時代の

追善草双紙と死絵を取り上げ、死後の世界がどのように描かれていたかについて報

告がなされた。ビジュアル素材を駆使して発表が行われた本講演会は、それぞれの

講演そのものの興味深さはもとより、ナラティヴにおけるビュジュアルの可能性を

探究する契機を与えるものとなった。学内外から 30名(うち外国人参加者3名)の

参加者があり、活発な議論がなされた。

企画:ゃまだようこ

日時:2010年2月 10日(水)14:00・16:30

場所:京都大学大学院教育学研究科総合研究2号館第 1講義室

講演者:Prof. Yi， B戸lngJun (Pusan University， Korea) 

講演題目 Narrativeon <cultural competency> in Korea 

講演者:Dr. Lukas Pokorny (University of Vienna， Austria) 

講演題目:'The World has Come to an End': Chiliastic Beliefs in New Religious 

Movements in East Asia 

成果 Prof.Yi， Byung Junの講演では、韓国での「文化的能力Jの語られ方について発

表がなされた。研究プロジェクトから得た結果をもとに、 f文化的能力」の概念、カ

テゴリー、要素について、詳細に報告された。 Dr.Lukas Pokornyの講演では、まず、

qδ 
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この 200年間に興った新宗教に関する説明がなされ、次いで、日本、韓国、中国、

ベトナムなど東アジアをフィールドにした新宗教運動の比較研究に関する報告がな

された。学内外から 15名(うち外国人参加者2名)の参加者があった。京都大学の

教員や大学院生との国際交流の場となり、双方に大きな刺激を与えた口

研究課題3. 発達障害への心理臨床的アプローチJ (代表者:河合俊雄)

発達障害に関しては、近年脳科学による研究が進み、またそれに伴い、薬物療法と訓練

教育が中心的な対応になりつつある。しかしながら、本フ。ロジェクトは、発達障害に対し

て、従来の主体を前提とした心理療法とは異なるアプローチをすれば可能であることを示

しつつある。それは、主体が欠けていると考えられる発達障害の人や子どもの主体を立ち

現せるような心理療法である。

今年度においては、国際学会 (Journalof Analytical Psychology IXth International 

Conference)の招待講演で、代表者の河合俊雄が講演した他、いくつかの成果が生まれた。

論文

河合俊雄 (2009) I対人恐怖から発達障害まで:主体確立の蹟きの歴史JW臨床心理学』

9(5)，685-690. 

Kawai，'I、.(2009) "Union and separation in the therapy ofpervasive developmental disorders 

andADHD"ゐurnalof Analytical Psychology， 2009， 54， 659-675 

畑中千紘 (2009) ドラえもんにみる発達障害の心理療法 こころの科学 148 124・131

竹中菜首 (2010) I W見えないもの』への名付けとしての〈異人〉一一柳田国男の『遠野物語』

を手掛かりに」ユング心理学研究第2巻

講演・シンポジウム

Kawai， T. :"Union and separation in the therapy with developmental disorder."Journal 

of Analytical Psychology IXth International Conference，“The Transcendent Function Today: 

Imagination and Psychic Transformation in Analysis." in San Francisco， 2009.5.29. (招待講

演)

Hatanaka，C.(2010) Mild Developmental Disorder in Japan From the Perspective of 

the Rorschach Test 平成 21年度大学院 GP国際シンポジウム:心理臨床実践と研究

ISAP 2010.1.8・11.

研究課題4.r語らないという「語り」の心理臨床的意味J (代表者:皆藤章)
「物語」とし、うテーマに関して、それが心理臨床の学として位置づく在りょうを、今年度

は「語らなしリということに焦点を当てた。

書著

AA 
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皆藤章 (2009)W体験の語りを巡って』誠信書房

講演・シンポジウム

皆藤章 rr旅」という視点からの臨床フィールドワークj 日本心理臨床学会第 28回秋季大

会、東京国際フォーラム、 2009.9.21

研究課題5. r特殊環境における心理的サポート ー南極越冬隊員の心理に関する研究一」

(代表者:桑原知子)

現代においては多様なフィールドでヒトが活動することが求められるようになった。

南極や宇宙ステーションなどの閉鎖環境もその一つである。これらは地上とは異なる特殊

環境である。本研究においては、閉鎖環境におけるヒトの心理的状態を適切に評価する手

法を提言するとともに、閉鎖環境で活動するヒトが危機的状況に陥らずにすむための予防

的「サポートJ、あるいは、実際に破綻してしまったときにはそれを回復させる緊急「サポ

ートJの方法を確立しようとするものである。

平成21年度においては、第50次南極越冬隊への質問紙調査に加え、バウムテストなど

の心理検査も含めた組j梯切瓦つ効率的な調査を行った。オーストラリアのタスマニア島にて7月に開

催される南極研究集会 (SCAR)にて研究成果を発表した。

著書

桑原知子「南極に活きるこころJ子安増生編『心が活きる教育に向かつて一幸福感を紡ぐ

心理学・教育学』ナカニシヤ出版、 124・145.

論文

桑原知子「南極越冬隊員の心的体験については)-南極越冬隊員に対する帰国後のイン

タビューから-J 日本心理臨床学会第28回秋季大会、東京国際フォーラム、 2009.9.21
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平成21年度の成果 (UnitD) 

1) -1 幸福感の国際比較研究 (0子安増生、藤田和生、鈴木晶子、楠見孝、カール・ベッ

カー、大山泰宏、デイヴィド・ダルスキー、内田由紀子、モイゼス・キルク、ループρレヒ

ト・マッティク、小島隆次)

平成 20年度の活動を受け、 21年度は 2回の会合を開催し、予備調査における使用言語

および調査対象固ならびにその実施優先順位の決定、幸福感の国際比較調査に用いる尺度

項目の確定と各国語への翻訳、ならび、に今後の調査の進め方について討議した。

調査使用言語および調査対象国は、下記のように決定した。

日本語:日本

英語:イギリス、アメリカ、ニュージーランド

ドイツ語:ドイツ

スペイン語:スペイン、メキシコ

ポルトガル語:ブラジル

フィンランド語:フィンランド

中国語:中国

まず日本語と英語の幸福感尺度項目の決定を同時に行い、幸福感、有能感、生命感、達

成感、幸福感とそのメタ認知、満足感、自尊心などの下位尺度からなる 88項目の日本語版

と英語版調査用紙を作成した。その後、スペイン語版とドイツ語版を英語版からの翻訳に

より作成した。スペイン語版においては、スペイン本国と中南米では多少スペイン語表現

に違いがあるので、スペイン本国版と中南米版の両方を作成した。

予備調査の対象国は、日本のほか、翻訳が完了した英語・ドイツ語・スペイン語に対応

するアメリカ、イギリス、ニュージーランド、 ドイツ、スペイン、メキシコを優先的調査

対象固として、インターネット調査を実施した。この調査結果の分析は、平成22年度の前

期に行う予定である口

1) -2日独の家庭、学校、企業における幸福感に関する質的フィールド調査 (0鈴木晶子、

河合俊雄、岩井八郎、小野文生、竹中菜苗、ループレヒト・マッティク、院生・学生では

高橋洋一、菊津聖子、小木曽由桂、井上嘉孝、久保田昌子、西浦太郎、福井夕希子)

学外からは家族研究の専門家の岩井紀子(大阪商業大学) 0 ドイツ側参加者は、 Wulf，

Christoph(ベルリン自由大学)、 Kellermann，Ingrid(ベルリン自由大学)、 Zirfas，J oerg(エ

アランゲン大学)、およびベルリン自由大学・歴史人間学学際研究センターおよび文化パフ

ォーマンス研究フ。ロジェクトのポスドク、院生5名

・研究概要
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ベルリン自由大学の歴史的人間学学際研究センタ一、および同大学の国際研究拠点

Clusterと共同で、行っている日独幸福感に関する人類学的観点を入れた比較調査である。日

独混成チームにより、参与観察、聞き取り調査、映像記録による分析といった質的方法論

による調査であるD 方法論としては、ベルリン自由大学・歴史人間学学際研究センターが

これまで、行ってきた儀礼、パフォーマンス、ミメーシスといった観点からの研究と、京都

大学の臨床心理学、教育詩学のアフ。ローチとを協働させた。国際的かっ学際的なフィール

ド調査はこれまでほとんど例をみないものである。研究の視角としては、①年中行事をそ

れぞれの家庭の文化がどのように受容し、それぞれの家庭の固有な文化として、また家庭

内コミュニケーションへと反映させているか、②年中行事という時期がそれぞれの家庭が

どのような意味づけに向かつて相互の関係'性をマネージメントしていくか、③家族構成員

それぞれ、また夫婦、親子聞のパフォーマンスを通して形成されていく「幸福な時空間」

イメージはどのようなものか、という 3点にまとめられる。家庭および学校に関する日独

調査の視角や方法論については、ナカニシヤ出版から刊行される『心が活きる教育に向か

つて 一幸福感を紡ぐ心理学・教育学』所収の鈴木論文にまとめられている。

研究成果

平成21年度は、昨年度に行った、学校と家庭の調査結果をもとに、データの集積と分析、

日独間で、の意見交換を行った。本研究調査の報告は、学校、家庭それぞれについて、 ドイ

ツ語、英語、日本語での出版を計画している。家庭についてのドイツ語、英語原稿はほぼ

出揃い、現在、日独間で、の最終調整の段階に入っている。また、研究成果は『家庭の幸福』

というタイトルで、来年度にドイツ語でまず出版する運びとなった。

成果発表

①平成21年度9月26，27日に開催された京都大学ジュニアキャンパスにおいて中学生向

けのゼミを行った。「幸せって何? 日本とドイツの教育現場から考えるJ(鈴木晶子、ル

ープレヒト・マッティク 担当)参加者は中学生35名、父母10名。教育委員会関係者

3名も陪席。中学生自身が幸福感や学校を幸福な場にするためにできることについての簡

単なインタビュー、アンケート調査を行い、その結果を発表し、討議するという形をとっ

た。ゼミは大いに活気あるものとなった。使用言語は英語、ドイツ語、日本語の三ヶ国語。

②ドイツの新聞ターゲスシュピーゲ、ル紙、 12月 16日刊、ベルリン自由大学特集の大一面

全体に、ベルリン自由大学卓抜研究 ClusterI感情の言語j と京都大学教育学研究科 COE

との幸福感についての共同研究が紹介された。

シンポジウム開催

2010年2月9，10日の2日間にわたり、ベルリンにおいて、本COEとベルリン自由大学

卓抜研究ClusterI感情の言語」の主催による国際シンポジウム「幸福、感情、言語」を開

催した。日本からの参加者は、子安増生教授、斎藤直子準教授、山名淳準教授、小野文生

助教、ループレヒト・マッティク助教、鈴木晶子教授、院生4名。連合王国からはロンド
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ン大学のポール・スタンディッシュ教授も参加。 ドイツ側参加者はクリストフ・ヴルフ教

授、ギュンター・ゲバウアー教授ほか2日間で延べ40名。プログラムは以下の通り。

“Happiness， Emotion， Language" Toward an International Comparative Study 

09/10. February 2010 in The Free University of Berlin 

The Free University of Berlin: Cluster “Languages of Emotion" 

Kyoto University: The Global COE:“Revitalizing Education forDynamic Hearts and 

Minds" 

Coordination: Prof. Christoph Wulf (The Free University of Berlin) 

Prof. Shoko Suzuki (Kyoto University) 

The Free University of Berlin Cluster "Languages of Emotion"， Habelschwerdter Allee 

45， Seminar Room 1F 

Tuesday， 09.02.2010 

10:00・10:30

10:30・12:00

12:00・13:30

13:30・15:15

15:15・15:45

15:45・16:15

16:15・16:45

Introduction 

Prof. Masuo Koyasu (Kyoto University)， Prof. Chr. Wulf (FUBerlin)， 

Prof. Chr. Wulf， Dr. Ingrid Kellermann， Dr. Iris Clemens， Dipl. Paed. 

Martin Bittner (FUBerlin) 

"Cluster Project Respect， esteem， learning atmosphere， achievement. 

Processes of emotion regulation in the classroom" 

Lunch 

Prof. Chr. Wulf， Dr. I. Kellermann (FUBerlin) 

Prof. S. Suzuki (Kyoto University)， Fumio Ono (Assistant Prof.， Kyoto 

University) 

"Ha ppiness as staging and social action in Family and School -a 

comparative German-Japanese Study" 

Coffee (or Tea) break 

Dr. Ruprecht Mattig (Assistant Prof.， Kyoto University) 

"Exploring happiness in education: insights into an ongoing 

cross-cultural research on experientiallearning" 

Prof. Jun Yamana (Kyoto University) 

"Emotion als Thema der Gedenkstaettenpaedagogik -Zum Konzept 

einer vergleichenden Untersuchung zwischen Japan und 

Deutschland" 

16:45・17:30 Discussion: Toward an International Comparative Study 

Wednesday.10.02.2010 

9:30・10:15 Prof. Gunter Gebauer (FUBerlin) 

"Emotion bei Wittgenstein aus der Sicht der Anthropologie" 
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10:15・11:00

11:00・11:30

11:30・12:00

Prof. Paul Standish (University ofLondon) 

"Happiness: Essays， Projects， Programmes， Plans" 

Prof. Naoko Saito (Kyoto University) 

"Becoming cosmopolitan， achieving happiness; philosophy as 

transla tion" 

Prof. Masuo Koyasu (Kyoto University) 

"Development of understanding another's cognition and emotion in 

young children" 

12:00 Farewell-Lunch 

1) -3 FD・教育改善におけるオルターナティブモデ、ルの構想一「心が活きる教育Jのた

めの FD・教育改善とその評価 (0田中毎実、大塚雄作、松下佳代、溝上慎一、田口真奈、

酒井博之、及川恵、河崎美保、石川裕之、半津礼之、藤本タ衣)

-研究概要

本プロジェクトでは、大学教育をフィールドとし、教員の教育改善という観点から「心

が活きる教育j の可能性を模索してきた。特に大学における教育改善の取り組みの一環と

して、 FDに焦点を当てて研究を進めてきている。 FDに関しては、昨年度より義務化され

たことも手伝い、多くの大学が取り組むようになっている。しかし、義務化されたために

行われる FDは、ときに表層的かっ形式的なものとして進められてしまうことがある口そう

した場合、 FDの取り組みが、必ずしも日々積み重ねられている教員の教育実践を豊かにす

ることに寄与せず、結果、学生の学習を充実させることにつながらなくなる。

そこで本プロジェクトでは、教員の日常の教育実践に即した FDとして「相互研修型FDJ

を掲げ、教員相互の連携に基づく教育改善を支援するための研究を行ってきた。このよう

に教員の日常性に深く根ざした教育改善を模索することは、外から強制される教育改善と

は異なり、教員の教育活動を内から充実させること、すなわち「心が活きる教育」を目指

すことを意味する。

-シンポジウム開催

上述のような取り組みのーっとして、今年度は「学士課程における科学教育の未来」と

題するシンポジウムを、 2009年9月25日(金)に京都大学時計台百周年記念館において

開催した。講演者として、 2001年にノーベル物理学賞を受賞したカール・ E・ワイマン氏

(ブリティッシュ・コロンビア大学カーノレ・ワイマン科学教育イニシアティブ教授)を招

いた。ワイマン氏は、第一線の研究者であるだけでなく、学士課程における科学教育につ

いても精力的に研究・実践を重ねている。 2007年には、カナダのブリティッシュ・コロン

ピア大学で自身の名前を冠した科学教育関連のユニットを立ち上げている。講演では、こ
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れまでの科学教育の問題点と認知科学の知見をふまえた新しいアプローチが提案され、そ

の実践例が紹介された。

パネルデ、イスカッションでは、田中耕一郎氏(京都大学物質一細胞統合システム拠点教授)

の司会のもと、国内からは、坂東昌子氏(元日本物理学会会長、 NPO知的人材ネットワー

クあいんしゅたいん理事長、愛知大学名誉教授)、笹尾登氏(岡山大学教育研究プログラ

ム戦略本部極限量子研究コア教授、京都大学大学院理学研究科教授(併任))、指定討論

者として松下佳代教授が登壇した。

今後、学士課程においてどのような科学教育が求められるのか、また、理系・文系など

さまざまな学生を対象にした科学教育とはどのようなものであるべきか、などをテーマに、

各パネリストが自らの実践を踏まえた報告を行い、指定討論をはさんで、ワイマン氏とパ

ネリストがディスカッションを行った。学内外から、合計 133名(うち外国人8名)の参

加者があり、活発な議論が行われた。

以下に当日のプログラムと発表要旨・資料を掲載する。

学士課程における科学教育の未来

-The Future of Science Education at Undergraduate Level-

14:00 -14:10 

開会挨拶:松本紘 (京都大学総長)

第I部カール.E・ワイマン講演

14:10 -15:30 21世紀の科学教育-科学の知見を用いて科学を教える一

カール.E・ワイマン (ブリティッシュ・コロンピア大学カール・ワイマン科学教育

イニシアティブ)

司会:大塚雄作 (京都大学高等教育研究開発推進センター)

第E部パネルディスカッション

15:45 -18: 15 

パネリスト:カール・E・ワイマン、坂東 昌子 (NPO法人「知的人材ネットワークあ

いんしゅたいんJ)、笹尾登 (岡山大学極限量子研究コア)

指定討論:松下佳代 (京都大学高等教育研究開発推進センター)

司会:田中耕一郎 (京都大学 物質-細胞統合システム拠点)

「文系学生への授業経験j 坂東 昌子

「大学における実験教育一物理教育の経験からみた課題-J 笹尾 登

「大学の科学教育を変える一誰が・何を・どのように?-J 松下佳代

18:15 -18:20 

閉会挨拶:

田中 毎実 (京都大学高等教育研究開発推進センター センター長)

18:30 -20:00 

情報交換会 会場:百周年時計台記念館・国際交流ホール
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講演会、シンポジウム、ワークショップの開催記録
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-講演会

第 15回主催講演会

「グローバルCOE認知心理学サマーレクチャーシリーズ(1):星野崇宏博士講演会」

企画:橋見孝

日時:2009年8月 11日(火)13:30・15:00

場所:時計台記念館2階会議室盟

題 目:内的・外的な妥当性を向上させるための研究デザインと解析法:近年の新展開と心理教

育分野への波及

講 師:星野崇宏(名古屋大学大学院経済学研究科)

概 要:心理学や教育学が直面する問題や研究課題の多くは、実験研究から答えを出すことが難

しい。例えば3歳児神話やメディア接触の長期的な影響、早期英語教育、教授法、ライ

フイベントの性格特性への影響などの多くの問題では、「関心のある独立変数(例えば3

歳児神話では保育園へ行かせるか母親の元にいるか)を実験研究のように無作為に割り

当てて、その後の発達変化を見る」ことは倫理的にも事実上も不可能である。従って調

査・観察研究を行うことになるが、例えば3歳児神話の研究では「就業している母親は

こどもを保育園に通わせるJI就業している母親は学歴や年齢が高しリ「ソーシャルサポ

ートや同居家族が多いと保育園に通わせない可能性が高いJなど、独立変数に関連する

様々な要因が従属変数(例えば数年後の知能や社会性)に影響を与える可能性は十分あ

る。このような場合に単純に独立変数と従属変数の関係を調べても、内的な妥当性(=

従属変数への独立変数単独の効果を見ることができる程度)が低いため、様々な反論に

さらされる可能性がある 3歳児神話の例ならば、保育園に通う子供とそうでない子供

の就学時の差がないという結果になっても、「子供の親は学歴や収入が高く、もともと能

力があるんといった反論があり得る。そこで発達してきたのが、もともとは教育心理学

(Rubin，1974; J. of Educational Psychology)にルーツを持ちながら、この 15年ほど

で、医学や経済学で、の研究応用が盛んになった「調査・観察研究から内的な妥当性を高め

るための統計的因果推論Jの方法論である。本講演では、近年、 ChildDevelopmentな

ど心理教育系の論文等でも利用されるようになった頑健な因果推論の方法、特に傾向ス

コアや関連する因果推定法と、そこで利用するべき背景要因(共変量)の選択法につい

て紹介する。またこの内的な妥当性についての問題は、欠測データという枠組みを用い

ることで、外的な妥当性(ニ研究対象者から得られた知見が母集団全体に一般化出来る

程度)の問題と同様の問題として考えることができる。近年で、は教育政策やマクロ経済

政策への行動経済学の知見の適用など、心理学が対象としてきた研究内容がこれまで以

上に社会や政策に影響を与える可能性が高まる一方で¥外的な妥当性をやや軽視してき

たことが問題とされつつある。そこで、外的な妥当性について我々がどのように考える

べきか、「共変量情報を利用した、外的な妥当性向上に向けた解析法jを具体例とともに

紹介しつつ、議論したい。

成果:講演者の星野博士は 名古屋大学経済学研究科において，行動計量学，教育測定につい

て先進的研究を進めている若手研究者である。講演会では、傾向スコアや関連する因果

推定法について，豊富な事例に基づいて報告が行われた。学内から 7名，学外から 3名

(外国人0名)の参加者があり、新しい統計手法の実際と今後の活用について，活発な

議論が行われ，幸福感の国際比較研究をはじめとする今後の研究手法について，重要な
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示唆を得ることができた。

第 16回主催講演会

「グローパルCOE認、知心理学サマーレクチャーシリーズ (2):野村理朗博士講演会j

企画:子安増生

主催:グローバル COEプログラム・ユニット D

日時 :8月 18日(火)13時30分"'15時00分

場所:時計台記念館2階会議室皿

題 目:社会脳の個人差を可視化する認知神経科学的アフ。ローチ

講 師:野村理朗(広島大学大学院総合科学研究科)

概 要:本講演では、社会脳研究の主要なテーマをとり上げ、心理・行動的現象の個人差を解き

明かすための一般的な方法論と、新しい挑戦的なアプローチによって得られた演者らの

研究成果が紹介された。誤帰属の一種である感情プライミング、セロトニンおよびドパ

ミンの機能に関与する遺伝子多型と行動出力との関連を解析し、イメージングとジェノ

ミクスとの両アプローチによって得られた知見を統合する新しい概念が提案された。

成 果:社会脳研究における心理・行動的現象の個人差を解き明かすための一般的な方法論と、

それにもとづく研究成果が豊富なスライドにより分かりやすく紹介された。行動指標や

脳機能画像だけでなく、遺伝子多型の分析は今後の幸福感の個人差研究にとって重要で

あることが示された。 11名(うち外国人参加者 1名)の参加者があり、活発な議論が行

われた。

写真 1:講演中の野村理朗博士

第 17回主催講演会

「グローバルCOE認知心理学サマーレクチャーシリーズ (3) 森口佑介博士講演会j

企画:葬藤智

日時:2009年8月25日(火)13:30・15:00

場所:京都大学総合研究2号館教育学研究科第一講義室

題 目:幼児期における認知発達とその脳内基盤

講 師:森口佑介(上越教育大学大学院学校教育研究科)

概 要:Piaget以来、発達心理学者は、主に行動実験によって認知発達の研究を行ってきた。そ

れらの研究は、ある課題において、特定の年齢集団と別の年齢集団の聞に成績の差があ
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ることを示し、その時期に当該の能力が発達すると結論づけてきた。しかしながら、

Piagetが痛烈に批判されてきたように、そのような成績の差が、当該の認知能力の発達

差を反映しているのか、それとも、実験者の教示や実験意図の理解など、他の要因の発

達差を反映しているのかは明らかでない。このような問題は、ある行動実験における成

績の発達差と脳活動の発達差の関連を調べることで、少なくとも部分的には解決するこ

とができる。このような発達認知神経科学では、現在、小学生以上の子どもを対象にし

た岱四I研究と 1歳未満の乳児を対象にした近赤外分光法制IRS)研究が中心となり、知

見が蓄積されつつある。しかし、これまでは技術的な問題もあり、心の理論、類推的推

論、認知的制御(実行機能)、コミュニケーション能力などの高次な認知能力が著しく発

達するとされる「幼児期Jを対象とした研究はほとんど報告されてこなかった。そこで

本講演では、最近になって始まったばかりの、幼児期における認知発達とその脳内基盤

についての研究を紹介する O 特に、発達心理学において盛んに研究がなされてきた心の

理論や認知的制御の研究を中心に議論を進めていく。最後に、発達認知神経科学の研究

が、認、知発達研究に新しい理論的な枠組みを提供し、乳幼児の認知的世界についての新

しい予測を可能にする点についても議論をしたい。

成 果:本講演会は、認知心理学の最先端の研究をグローバル COE所属の大学院生とともに議

論することを目的とし、新進気鋭の発達心理学者である森口氏を招聴して開催された。

これまでほとんど研究されることのなかった乳児の認知的制御機能について、 NIRSを

用いてアフ。ローチした最新の研究が報告された。約 20名の参加者を得て、研究の背景、

研究方法、今後の展開について、活発な議論が行われた。

第四国主催講演会

「ローマ大学 Caprara教授 ポジティブ志向性の心理学講演会J

企画:楠見孝

日時:2009年9月7日(月)午後 4時00分-5時30分

場所:芝蘭会館別館研修室1

題 目:Optimal psychological functioning (最適な心理的機能)

講師:Gain Vittorio Caprara (ローマ大学教授)

概要:Previous findings attest to the stability over the course of life and to the generality 

across cultures， of positive orientation as a pervasive mode of viewing at the world 

and facing reality. Positive orientation affects the ways. people construe the i r 

experience and predispose to action. Current findings point to self efficacy beliefs 

as instrumental to change positive orientation in view of optimal functioning. " 

成果:講演者の Caprara教授は，人格心理学，動機づけ研究の第一人者であり， Banduraと

長年自己効力感 (self-efficacy)の研究を長く進めてきた。現在は自尊心(self-esteem) 

や幸福感 (psychologicalwell-being)の根幹にある positivityにも関心を持ち，さらに

positivityに関する行動遺伝学的な研究も進めている。 Caprara教授は 400編を越える

論文を執筆し，Zimbardoとの政治家のパーソナリティに関する共著論文はNatureに掲

載されている。講演会は，幸福感の国際比較に関する G-COEのプロジェクトの一環と

して行なった。国際比較の成果と手法に関する活発な討論を行い，今後のプロジェクト

推進に関わる多くの知見を得ることができた。学内から 9名，学外から 21名， うち外

国人参加者2名の参加者があった。
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第四回主催講演会

「日本文化のヴィジュアル・ナラティヴJ

企画:ゃまだようこ

共催:科学研究費フ。ロジェクト代表山田洋子(基盤研究A)多文化横断ナラティヴ・フィー

ルドワークによる臨床支援と対話教育法の開発

日時:2009年 12月9日(水)13:00-16:15 

場所京都大学大学院教育学研究科総合研究2号館第7演習室

概要:13:00-14:30 

講演者:Prof. Sepp Linhart (Department of East Asian Studies， University of 

Vienna) 

講演題目:The Visual Representation of Japan on Western Postcards， 1900 to 1945 

14:45・16:15

講演者:Dr. Susanne Formanek (Institute for the Cultural and Intellectual History 

of Asia， Austrian Academy of Sciences) 

講演題目:Visualizing the Afterlife in Japan: The Example of Edo-period Tsuizen 

kusazoushi(追善草双紙)and Shinie (死絵)

指定討論者:家島明彦 (島根大学教育開発センター)

成 果:Prof. Sepp Linharは、ウィーン大学文献文化学部ならびに同大学東アジア研究所に所属

し、研究所では所長をつとめ、現在、日本学科で教鞭をとっている。専門分野は日本社

会学である。本講演では、 1990年代から 1945年に絵葉書に描かれた、西洋からみた日

本について紹介された。 Dr.Susanne Formanekは、オーストリア国立学術アカデミー

ならびにアジア思想・文化史研究所にて日本学を担当する研究員であり、ウィーン大学

東アジア研究所では日本語の古文体の講師をつとめている。本講演では、江戸時代の追

善草双紙と死絵を取り上げ、死後の世界がどのように描かれていたかについて報告がな

された。ビジュアル素材を駆使して発表が行われた本講演会は、それぞれの講演そのも

のの興味深さはもとより、ナラティヴにおけるビ、ュジュアルの可能性を探究する契機を

与えるものとなった。学内外から 30名(うち外国人参加者 3名)の参加者があり、活

発な議論がなされた。

第 20回主催講演会

fHamlin博士&Ferrari博士講演会」

企 画:板倉昭二・藤田和生・友永雅己・明和政子

共催:一部、科学研究費、基盤研究s(代表:藤田和生)の援助を受けた。
日時:2009年 12月 18日15:00'"'"'17: 00 

場所:京都大学文学部新館第7講義室

概要:The Developmental Origins of Social and Moral Evaluation 

Jane Kiley Hamlin (Yale University) 

This talk tracks the developmental origins of the adult propensity to evaluate others 

based on their social behaviors. It will examine findings suggesting that even in the 

first few months of life， preverbal infants distinguish those who engage in 

third-party prosocial versus third-party antisocial interactions， and prefer prosocial 
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to antisocial others in a variety of social scenarios. It will then examine the 

consequences of these judgments for intuitions about personality， reward and 

punishment， group membership， and sociallearning. 

From Mirror Neurons to Imitation and Empathy. A Bottom-Up Approach to Social 

Cognition (Universita di Parma) 

Dr. Pier Francesco Ferrari 

In the last few years， the tremendous growth in the study of primate cognitive 

neuroscience has provided important insights to the understanding of sensory and 

motor processes taking place in the monkey brain， and， more generally， our 

knowledge of the organization of the cerebral cortex. The discovery of the mirror 

neuron system in both monkeys and humans has had large impact on different 

disciplines such as ethology， developmental psychology and psychiatry， thus paving 

the way to a series of investigations aimed at understanding the possible functions of 

mirror neurons and their implications for human psychopathologies. 

1 will first describe the basic properties of mirror neurons in the macaque 

monkey and of the mirror system in humans. Then， 1 will present hypotheses related 

to the possible function of mirror neurons. The possible role of these neurons in 

primate cognition seems not to be limited to action recognition， as firstly proposed， 

but also to other cognitive processes， such as intention understanding， imitation and 

emotional contagion. More interestingly recent behavioural and neurophysiological 

data on infant macaques suggest that monkeys are provided at birth with a 

neurophysiological mechanism， probably underpinned by mirror neurons， that allow 

them to understand others' behaviors and to tune the own behavior with that of 

others in an interactive exchange. Neurophysiological research in monkeys has now 

provided deeper insights into the interpretation of certain neurological syndromes 

and pyschopathologies， and has provided a new theoretical basis for understanding 

basic cognitive functions commonly used to interact with others in our everyday life. 

成果:本講演会では、 Jane K. Hamlin氏と PierF. Ferrari博士を招へいし、社会的認知に関

する講演をおこなった。 Hamlin氏は、イエール大学の大学院生で、まだ若手であるが、

まさに新進気鋭の研究者である口乳児期初期の社会的評価に関するユニークな一連の研

究を発表した。また、 Pier.F. Ferrari博士は、イタリア、パルマ大学の研究者で、主にヒ

ト以外の霊長類を対象に社会的認知に関する脳活動の計測をおこなっており、優れた研

究成果を多数発表している。本講演会では、ミラーニューロンと認知プロセスの機能に

ついて講演を行ったo 両講演とも、最先端の成果であり、活発な討論も行われ、極めて

有効な情報交換ができた口参加者は40人程度で、あった。

第 21回主催講演会

fMona Bekkhus講演会J

企画:子安増生

主催:グローパル COEプログラム・ユニット D

日時:2010年1月 16日(土)16時00分'"'-'17時30分
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場所京都大学総合研究2号館1階第2演習室

題目:The ro1e of the mother， the fami1y and group care in ear1y chi1dhood 

講 師:Mona Bekkhus (ノルウェー・オスロ大学)

概 要:オスロ大学が中心となって実施しているノルウェー母子縦断研究 (MoBAstudy)の大

規模データの分析により、乳幼児の発達に影響する要因についての議論が展開された。

成 果:大学院生の交流フ。ログラムの一環として実施した。発表者の博士論文の2つの研究が紹

介され、外国の学位論文の水準が示され、出席した大学院生には大いに参考になった。

7名(うち外国人参加者2名)の参加者があり、活発な議論が行われた。

第 22回主催講演会

fMongomery博士講演会」

企画:楠見孝

後援:日本心理学会

写真 2:講演中の Bekkhus氏

日時:2010年2月 24日(水)13時 30分-15時00分

場所:教育学部第2演習室

題目:The keys to successfu1 behaviour change: finding happiness and enjoying good health 

講 師:Bob Mongomery (オーストラリア心理学会会長)

概要:Happiness is more than just the absence of unhappiness. It is a positive state of 

subjective well-being that results in part from behaviour， overt and covert， that 

makes you happy. Good health is more than just the absence of illness. It is a positive 

state of physio10gica1 well-being that results in part from behaviour that promotes 

and protects good health. Ma1adaptive behaviour， overt or covert， is a risk factor both 

for the 10ss of happiness and the onset of disease. Well-being， psycho1ogica1 and 

physio10gica1， results from on-going interactions amongst bio1ogica1， psycho1ogica1 

and socia1 factors. Different factors are more influentia1 for different peop1e at 

different times and， most important1y， vary in their accessibility to practica1， 

affordab1e， and sustainab1e change. He1ping peop1e to prevent or manage 

unhappiness or disease and to promote happiness and good health is inevitab1y 

about he1ping them to make and sustain successfu1 changes in their behaviour. Most 

peop1e have some idea of changes they shou1d make to their 1ifesty1e to enjoy more 

happiness and better health (although there is an abundance of misinformation). 
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The problem for most people is not a lack of information but a lack of motivation. 

The need for a broader approach to facilitating successful behaviour change has been 

increasingly recognized (Bothelo， 2004; Rollnick， Mason & Butler， 1999) and the 

identifiedkey ingredients are: 

. Building self -efficacy while recognizing autonomy. 

• Identifying & facilitating readiness to change. 

• Facilitating motivation to change. 

• Helping to prevent & manage relapses. 

• Fostering a good working alliance. 

. Using evidence -based procedures. 

• Providing relevant information & advice. 

• Recognizing successful interventions require skills and time. 

1 suggest health professionals use this checklist to identify possible gaps in their 

training. Typical university programs focus on the evidence -based knowledge and 

procedures relevant to a particular specialist health profession， which naturally 

deserve a lot of our attention. But they pay little or no attention to the other 

ingredients required for working successfully with people who need help changing 

their behaviour. Such gaps can be filled by judicious choices of professional 

development. If your professional role or personal inclinations do not include this 

aspect of health care， the ethical alternative is to develop appropriate referral 

resources. 

成果:講演者のモンゴメリー博士は、 SydneyUniversity卒業後， Macquarie Universityで

PhD (心理学)の学位を取得し， La Trobe Universityの SeniorLecturer ， Bond 

University教授， University of Canberra教授を経て，現在は， University of the 

Sunshine Coastの客員教授と臨床，健康，法心理学と組織コンサルタントに関わる実践

活動を行っている。モンゴメリー博士の専門は臨床，健康，法心理学であり，今回の講

演に関わる健康のためのライフスタイル変容の支援，被災者の支援，目撃証言などに関

する実践や研究を行っている。今回は， GCOEのプロジェクトのテーマである幸福感に

関わるテーマで，豊富な実践事例に基づいて報告が行われた。講演後，幸福感の規定要

因やその文化差などについての議論が活発におこなわれ，今後のフ。ロジェクトの推進に

寄与する多くの知見を得ることができた。参加者は，プロジェェクトのメンバーを中心

に学内外20名(外国人参加者6名)で、あったo

第 23回主催講演会

「ギャラント教授講演会J

企画:デイヴィッド・ダルスキー

日時:2010年 3月 18日(木)16:00・18:00

場所:京都大学吉田南総合館東棟 101室

題目 Part1 -Power distance and uncertainty avoidance in Japanese and Finnish 

classrooms; Part II -Approaches towards English academic writing for translation 

majors at the University of Helsinki 

講師:Dr Mikel Garant (U niversity of Helsinki， Finland) 
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概要:Part one of this presentation reports on the results of a long-term study focusing on 

cu1tural factors that influence English language teaching and learning < in school 

settings in Finland and Japan. Since this presentation will be in Japan， 1 will 

assume the audience knows the Japanese English language teaching system. 

Therefore， 1 will concentrate on cOI1temporary trends in English language teaching 

and learning and in Finnish comprehensive schools. Data from classroom 

observations and interviews in Finland and Japan based on Hofstede's 4-D cu1tural 

model will be presented. This paper will suggest that underlying cu1tural values as 

well as teaching methods influence English teaching and learning outcomes in the 

two countries. Finland is international recognized as having one of the highest 

education and English proficiency levels in the world. The University of Helsinki is 

the top ranked university in Finland and recent studies state that the university 

conducts over 50% of the research conducted in Finland. The second part of this 

presentation reports the resu1ts of anin-depth study focusing on learner attitudes 

toward English academic writing teaching and learning at the University ofHelsinki， 

Finland. Data were gathered from 90% of the first year (N = 20) and second year (N 
19) translation majors via online surveys and focus group discussions with the 

participants. The focus groups were recorded in order to maintain the integrity ofthe 

data. Relevant suggestions for the planning of quality academic writing courses， 

building lexicon， and other resu1ts also came out of the data. The results also 

suggest that some aspects of academic writing share wide agreement as to their 

importance while there is a distribution of opinions about other aspects of academic 

writing. This suggests that different learners have different strategies when writing 

academic papers. Audience participation and discussions comparing the Finnish 

setting with the Japanese setting are encouraged. 

成 果:学内外から 12名(うち外国人参加者4名)の参加者があり、活発な議論が行われた。

第 24回主催講演会

「チャーリー・ルイス教授講演会J

企画:子安増生

主催:グローパル COEプログラム・ユニット D

日時:2010年 3月29日(月)16時00分'"'-'17時30分

場所:京都大学総合研究2号館1階第一講義室

題目:How infants and toddlers develop social understanding: The ‘dark ages' of“theory of 

mind" 

講師:Prof Charlie Lewis (Lancaster U niversity， UK) 

概 要:司会者:子安増生(京都大学大学院教育学研究科)指定討論者:板倉昭二(京都大学大

学院文学研究科)

We consider two-to three-year olds' grasp of mental states to argue that these are 

embedded within a framework of similar interactional constraints. We describe three 

experiments using narrative and nonverbal techniques to develop an account of early 

social understanding that is embedded within a relational perspective. 
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成 果:英国ランカスター大学との研究交流事業の一環として、同大学のチャーリー・ルイス教

授を招鴨しての講演会である。乳幼児期の子どもたちが、従来想定されているよりも早

い時期に、他者理解の能力を発達させていることをルイス教授自身の研究を軸に実証的

に説明された。 11名(うち外国人参加者1名)の参加者があり、活発な議論が行われた。

写真 3:講演中の Lewis教授

第21回共催講演会

「マフムッド教授講演会」

企画:子安増生

主催:グローバル COEプログラム・ユニット D

日時:2009年6月23日(火)16時30分""18時00分

場所:京都大学教育部本館 旧第二演習室

題目:Values: A study of teacher and student perceptions in four countries 

講師:Professor Shamsul Mahmud (University ofDhaka， Bangladesh) 

概 要:教員と大学生の価値意識(向社会性、達成、権力、安全、ナルシシズムなど)に関する

国際比較研究の成果が発表された。対象は、日本(北海道大学)、 バングラデッシュ

(Dhaka University， Chittagong University)、アメリカ合衆国(AlverniaUniversity) 

およびドイツ (RuhrUniversity)である。国別の特徴が抽出される一方、国や地位(教

員/学生)を越えた普遍的価値意識が確認されるとしづ結果が示された。

成 果:グローバル COEの幸福感の国際比較研究グループ。のジョイント講演として開催され、

同チームのメンバーにとって有意義な情報提供が行われたことは意義深い。 9名(うち

外国人参加者2名)の参加者があり、活発な議論が行われた。

第22回共催講演会

「批判的思考講演会j

企画:楠見孝

主催:科学研究費基盤B I批判的思考の認知的基礎と教育実践J

共催:京都大学グローバル COEプログラム「心が活きる教育のための国際的拠点」ユニットB

le台 arningと学習者間インタラクションを通した高次リテラシーの育成」

日時:2009年 6月28日(日)15時00分-16時30分

場所:百周年時計台記念館2F会議室W

題 目:社会的クリテイカルシンキングの育成とりスク教育の新しし、かたち

講師:元吉忠寛
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概 要:これまでに元吉氏のグループ。は，クリテイカルシンキング志向性、社会的クリテイカル

シンキングといった概念に着目し、その尺度作成を進めてきた(虞岡・元吉・小)11・斎藤，

2000;元吉・虞岡・中西・小)11・斎藤，2006)。今回の発表では、まず、社会的クリテイ

カルシンキングについて これまでの研究で明らかになったことを整理し、現状の課題

と今後の計画についての紹介があった。また、心理学教育に関する挑戦的な取り組みの

例として、社会的クリテイカルシンキング教育と縁の深いソーシヤルライフ教育(吉田・

虞岡・斎藤， 2002， 2005)や、リスク教育実践(海上・元吉ほか，2007)、さらに、リスク・

コミュニケーションの授業での教材や実践例についても報告があった。

成 果:講演者の元吉博士は，名古屋大学の批判的思考研究グループ。の一員として，社会的クリ

テイカルシンキングやリスク認知、その教育実践研究を進めてきた若手研究者である。

講演会では、これまでの研究の成果と実践についての密度の濃い紹介があったoそして，

報告に基づいて批判的思考の研究と教育実践に関する今後の課題について，活発な議論

をおこない，今後のプロジェクトの推進のための多くの示唆を得ることができた。参加

者は学内外から 20名(外国人参加者なし)で、あった。

第 23回共催講演会

「思考研究の最前線講演会j

企画:楠見孝

共催:京都大学グローバル COEプログラム「心が活きる教育のための国際的拠点jユニットB

I e-learningと学習者間インタラクションを通した高次リテラシーの育成」 ・関西思考

研究会

日時:2009年 8月 30日(日)9:30-11:30 

場所:百周年時計台記念館会議室W

題目:1.Correlation sensitivity， linearly separability， and predictive inference in models of 

category learning. (カテゴリ学習のモデ、ルにおける相関敏感性，線形分離性，予期的推

論)2.Explanation and Causal Induction (説明と因果帰納)

講 師:1.松香敏彦(千葉大学文学部)2.StevenA. Sloman (ブラウン大学認知・言語科学部)

概要:1. Prototype theory of categorization and category learning assumes that acategory is 

simply represented by its central tendency. The theory accounts for many 

psychological phenomena associated with categories， yet it is shown to be incapable 

of accounting for some important aspects of categories and concepts. For example， 

Prototype theory， due to its simplistic representation， cannot describe how people 

make inference about variabilities and correlations among feature dimensions 

within categories. In addition， it cannot learn categories that are not linearly 

separable. The present research extends Prototype theory of category learning in 

order to improve its explanatory capability while maintaining the simplistic 

representation mechanism. Our theory assumes that a category is not only 

represented by its central tendency but also by an abstracted within-category 

structure. In order to evaluate its descriptive validity， we developed a 

computational model built on the basis of the theory. In our model， called STRAP 

for STRucture Abstracing Prototype， a central tendency is represented by a mean 

vector G.e.， centroids) and an abstracted within-category structure by a covariance 

-41-



matrix. Three simulation studies were conducted and the results showed that 

STRAP successfully accounted for empirical phenomena that have not been 

replicated by existing prototype models: it acquired knowledge that is necessary for 

making inferences about variabilities and correlations among feature dimension 

within categories; it learned to categorize linearly non-separable categories; it 

reproduced A2 advantage， which is a tendency that people categorize a less 

“prototypical" stimulus A2 more accurately than more “prototypical" stimulus， 

invalidating some criticisms against Prototype theory. More important， STRAP and 

thus our theory accounts for these psychological phenomena with distinctive 

cognitive information processes， as compared with those of other successful models， 

providing new insights into how categories are represented in our mind. 2.カテゴリ

帰納は説明によって媒介されると考えられてきた。本発表では良い説明は，因果に依拠

することを述べた。そして，人は因果や介入に関わる事象に敏感であることを，豊富な

データに基づいて示した。さらに，ベイズ流のモデ、ルの拡張について検討した。

成果:講演者の Sloman博士は，推論，カテゴリ化，確率判断に関する研究の第一人者である。

松香博士は，カテゴリ学習の計算モデ、ルによるシミュレーション研究を進めている若手

研究者である。 本講演会では，立命館大学で開催された日本心理学会第 73回大会で招

待講演を行なった Sloman博士とその通訳をつとめる松香博士を招いて，それぞれの研

究の最前線について，さらに高いレベルの話題提供をしていただいた. 講演内容に基づ

いて，思考研究の新しい理論とアプローチをめぐって活発な議論が行ない，今後の

GCOEのユニット Bの研究フ。ロジェクトに関わる研究の指針を得ることができた。学内

から4名，学外から 15名， うち外国人2名の参加者があった。

第 24回共催講演会

rr学士課程における科学教育の未来JJ

企画:松下佳代

主催:京都大学高等教育研究開発推進センター

共 催:京都大学理学部、京都大学グローパノレCOEプログラム「心が活きる教育のための国際的拠点」

日時:2009年9月25日(金)

場所:京都大学時計台百周年記念館

題 目:21世紀の科学教育-科学の知見を用いて科学を教える-

講 師:カール・ E・ワイマン(ブリティッシュ・コロンビア大学)

概要:14:00 -14:10 

開会挨拶:松本紘 (京都大学総長)

第I部カール・ E・ワイマン講演

14:10 -15:30 r21世紀の科学教育-科学の知見を用いて科学を教える-J

カーノレ・ E・ワイマン (ブリティッシュ・コロンピア大学カール・ワイマン科学教育

イニシアティブ)

司会:大塚雄作 (京都大学高等教育研究開発推進センター)

第E部 ノミネルデ、イスカッション

15:45 -18: 15 

パネリスト:カール・E・ワイマン坂東 昌子 (NPO法人「知的人材ネットワークあ
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いんしゅたいんJ)、笹尾登 (岡山大学極限量子研究コア)

指定討論:松下佳代 (京都大学高等教育研究開発推進センター)

司会:田中耕一郎 (京都大学物質細胞統合システム拠点)

「文系学生への授業経験」坂東 昌子

「大学における実験教育一物理教育の経験からみた課題-J笹尾 登

「大学の科学教育を変える-誰が・何を・どのように?-J松下佳代

18:15 -18:20 

閉会挨拶:田中 毎実 (京都大学高等教育研究開発推進センター センター長)

成果:講演者として、 2001年にノーベル物理学賞を受賞したカール・ E・ワイマン氏(ブリテ

イツシュ・コロンビア大学カール・ワイマン科学教育イニシアティブ教授)を招いた。

ワイマン氏は、第一線の研究者であるだけでなく、学士課程における科学教育について

も精力的に研究・実践を重ねている。 2007年には、カナダのブリティッシュ・コロンピ

ア大学で自身の名前を冠した科学教育関連のユニットを立ち上げている。講演では、こ

れまでの科学教育の問題点と認知科学の知見をふまえた新しいアプローチが提案され、

その実践例が紹介された。パネルデ、イスカッションでは、今後、学士課程においてどの

ような科学教育が求められるのか、また、理系・文系などさまざまな学生を対象にした

科学教育とはどのようなものであるべきか、などをテーマに、各ノミネリストが自らの実

践を踏まえた報告を行い、指定討論をはさんで、ワイマン氏とパネリストがディスカッ

ションを行った。学内外から、合計 133名(うち外国人8名)の参加者があり、活発な

議論が行われた口

第 25回共催講演会

rBar-Hillel博士講演会J

企画:楠見孝

共催:関西思考研究会，科研基盤Br批判的思考の認知的基礎と教育実践」

日時:2009年 11月9日(月 16時-18時

場所:時計台記念館2F会議室3

題 目:The Bible Code: Riddle and Solution (聖書の暗号の謎を解く)

講師:Maya Bar-Hillel{Hebrew University of Jerusalem，合理性研究所)

概要:In 1994， Statistical Science published a paper purporting to show that a code exists in 

Genesis， foretelling the future. The paper had been refereed by many distinguished 

scientists， among them Nobelists， the world's most reknowned statisticians， and 

others， who could not find the flaw in the paper. A team of skeptics set out， as sleuths， 

to find out who really put the code in the Bible. 

成果:講演者の Bar-Hillel博士は，意思決定の心理学研究の重鎮で、 2004開2005年には Society

for Judgment and Decision Makingの 19代会長も務めている。著作としては， The 

base-rate fallacy in probability judgments (1980)、 Solving the Bible code 

puzzle(1999)等が有名である。日本学術振興会の補助を受けて来日した。講演では，聖

書の暗号(聖書から隠れた言葉を見つけて予言すること)と批判的思考に関して，背景

の思想、と詳細な手続に関する講演を行った。そして，報告に基づいて聖書の暗号と批判

的思考の研究に関わる活発な議論をおこない，今後のプロジェクトの推進のための多く

の示唆を得ることができた。参加者は学内外から 25名(うち外国人参加者 3名)であ
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った。

第 26回共催講演会

「ナラティヴと文化-東アジアの視点から (Narrativeand Culture: Perspectives from East 

Asia) J 

企画:ゃまだようこ

主 催:科学研究費フ。ロジェクト代表山田洋子(基盤研究A)多文化横断ナラティヴ・フィーノレ

ドワークによる臨床支援と対話教育法の開発

日時:2010年2月 10日(水)14:00・16:30

場所:京都大学大学院教育学研究科総合研究2号館第 1講義室

概要:14:00-15:00 

講演者:Prof. Yi， Byung Jun (Pusan University， Korea) 

講演題目 Narrativeon <cultural competency> in Korea 

15:30・16:30

講演者:Dr. Lukas Pokorny (University ofVienna， Austria) 

講演題目:'The World has Come to an End': Chiliastic Beliefs in New Religious 

Movements in East Asia 

成果:Prof. Yi， Byung Junは、釜山大学に所属し、生涯史研究を教育学の立場から行っている。

本講演では、韓国での「文化的能力」の語られ方について発表がなされた。研究プロジ

ェクトから得た結果をもとに、「文化的能力」の概念、カテゴリー、要素について、詳細

に報告された。 Dr.Lukas Pokornyはウィーン大学の Departmentof East Asian 

Studiesに所属しViceDirector of the Studies Programをつとめる若手の人類学者で

ある。東アジアの新宗教運動について研究を行っている。本講演では、まず、この 200

年間に興った新宗教に関する説明がなされ、次いで、日本、韓国、中国、ベトナムなど

東アジアをフィールドにした新宗教運動の比較研究に関する報告がなされた口学内外か

ら15名(うち外国人参加者 2名)の参加者があった。京都大学の教員や大学院生との

国際交流の場となり、双方に大きな刺激を与えた。

第27回共催講演会

「日本ワーキングメモリ学会第7回大会シンポジウム」

企画:苧阪直行

主催:日本ワーキングメモリ学会

共催:京都大学グローバル COEプログラム「心が活きる教育のための国際的拠点」

日時:2010年3月6日15: 30・17: 30 

場所:京都大学文学部新館第 7講義室

題 目:ワーキングメモリと未来社会

講 師:苧阪直行(京都大学大学院・文学研究科)

概 要:ワーキングメモリ(workingmemory)は注意の時空間的かっ多重的なスイッチングにより

制御されている。その意味でワーキングメモリとはワーキングアテンション(working

attention)で、あるともいえる。ワーキングアテンションは社会も含めた環境へのフレキ

シブルな適応の担い手でもあり、これによってヒトは進化や成長を遂げてきた。とくに、

最も成熟が遅く、最も衰退が早いといわれる前頭前野(prefrontalcortex: PFC)と頭頂葉
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などとリンクした脳の領域がワーキングアテンションかかわるといわれる。この領域は

40億年の脳の進化の最前線にあり、現在進行形で進化を先導しつつあるといえる。ワ

ーキングアテンションは最適適応のためのプランをたて、それを実行に移すための準備

を行う役割を担うが、これを実現するためにバッファとして作動するのがワーキングメ

モリである。ここ十年ほど大学生のワーキングメモリの容量の個人差を観察してきたが、

リーディングスパンテストなどで、測ったワーキングメモリの成績が著しく低下している

ことがわかってきた。携帯電話をはじめとする情報機器がもっ、使い勝手のよい外部記

憶の増加が内部バッファとしての「脳のメモ帳Jの機能劣化をもたらしていることが考

えられ、教育上もシリアスな問題になりつつあるというのが筆者の印象である。しかも、

これは未来の情報化社会がワーキングメモリの退化を促す可能性をもっという点で重要

である。高度情報化社会が進展するほどワーキングアテンションへのムダな過負荷が生

じ、ワーキングメモリの機能低下が促進されるという構造が見えてくる。ヒトの知性の

進化を先導し、創造的な思考を促し、適応的な社会脳を発達させてきたワーキングメモ

リの危機が未来社会に落としつつある影について考えてみたい。

成 果:ワーキングメモリ研究の現状とその将来について概観した。さらに、現代の高度情報化

社会がワーキングメモリに及ぼすマイナスの影響について考えた。ワーキングメモリの

機能が携帯などの外部記憶とどのように係わるのかを中心に、パネラー数名と問題点を

洗い出して論議を行い意義のある集会となった。学内外から 52名(うち外国人参加者0

名)の参加者があり、活発な議論が行われた。

-シンポジウム

第4回主催国際シンポジウム

fKyoto-Lancaster Joint International Symposium on Psychological Science -New Directions 

of Memory ResearchJ 

企画斉藤智・大塚結喜

主催:京都大学グローバルCOEプログラム「心が活きる教育のための国際的拠点jユニット A

およびランカスター大学心理学部

共催:Department ofPsychology， Lancaster University， UK 

日時:2009年 7月24日(金)10:20・18:00

場所:京都大学時計台記念館2階国際交流ホールII

概要:10:20 -10:30 Opening Remarks: Masuo Koyasu (Kyoto University， Japan) 

Short-term and working memory (Chair: Satoru Saito) 

10:30 -11:00 Verbal control of action: Aworking memory approach 

Satoru Saito (Kyoto University， Japan) 

11:00 -11:30 Feature binding and updating in visual short-term memory for 

objects 

Jun Saiki (Kyoto University， Japan) 

11:30 -12:00 Individual differences in working memory capacity and the Go/No・Go

task 

Randall Engle (Georgia Institute ofTechnology， USA) 

Memory in the real world (Chair: Moises Kirk de Carvalho Filho， Kyoto University) 
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13:30 -14:00 The efficacy of a modified strategic use of information (SUE) 

technique for increasing cognitive load during investigative interviews with 

suspects. 

Alex Sandham (Lancaster University， UK) 

14:00 -14:30 Eliciting accurate eyewitness information? Change temporal order 

versus free recall. 

Coral Dando (Lancaster University， UK) 

14:30 -15:00 Why do recall interventions fail? Interactions between clustering and 

confabulation in witness memory 

Tom Ormerod (Lancaster University， UK) 

Memory and awareness (Chair: Shintaro Funahashi， Kyoto University) 

15:00 -16:00 Visual awareness without prefrontal consciousness 

Naoyuki Osaka (Kyoto University， Japan) 

16:00 -16:30 Memory awareness in tufted capuchin monkeys (Cebus apella) 

Kazuo Fujita (Kyoto University， Japan) 

16:30 -17:00 Are false memories adaptive? 

Mark Howe (Lancaster University， UK) 

17:00 -17:10 Closing Remarks: Tom Ormerod (Lancaster University， UK) 

成 果:本シンポジウムは、2006年 9月にランカスター大学において開催されたシンポジウム「心

理科学の新展開 (New Advances in Psychological Science) Jと「認知発達研究の視座

(Perspectives on Cognitive Development) Jに続く 、ランカスター大学心理学部との合

同シンポジウムであり、今回は特に、記憶に関する心理学的研究の最新の動向を報告、

議論することを目的としていた。ランカスター大学から 4名の教員が、京都大学倶IJから

も4名の教員が、各研究室で得られた最先端の研究成果を発表した。また、ワーキング

メモリ研究で国際的に著名なジョージア工科大学の RandallEngle教授をゲストスピー

カーとして招待した。午前中は、ワーキングメモリや短期記憶など、主として基礎的な

記憶研究に関する発表が行われ、午後には、目撃者の証言や記憶の適応的問題等、応用

的テーマが扱われるとともに、意識や動物のメタ記憶等、幅広い文脈から記憶に関する

問題が論じられた。大学院生も含め国内外から約 50名の参加者を得て、活発な議論が

行われた。

写真4: Kyoto-Lancaster Joint International Symposiumの参加者
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第 5回主催国際シンポジウム

fInternational Symposium between the Institute of Education， University ofLondon， and 

the Graduate School of Education， Kyoto University" (京都大学大学院教育学研究科・ロンドン

大学教育研究所第三回国際会議)"Happiness and personal growth: Dialogue between 

philosophy， psychology and comparatJ 

企画:斎藤直子PaulStandish (ロンドン)大学教育研究所)

主催:京都大学グローバルCOEプログラム「心が活きる教育のための国際的拠点Jユニット C

および英国ロンドン大学教育研究所

共 催:京都大学大学院教育学研究科大学院GP・ロンドン大学教育研究所

日時:2009年9月21日(月) 9:00-18:00~9 月 22 日(火) 9:15・12:45

場所:ロンドン大学教育研究所

題目:1. Three components of happiness; Synthesising a sense of competence， a vital sense of 

life， and a sense of accomplishment 2. Lessons from a New Science: On Teaching 

Happiness in Schools 

講師:1.子安増生教授 2.Ptofessor Judith Suissa 

概要:本年度のテーマは、"Happiness and personal growth: Dialogue between philosophy， 

psychology and comparative education" (幸福と個の成長:哲学、心理学、比較教育学

の対話)であり、このテーマに即して、両大学から、教員、研究員と大学院生がそれぞ

れの研究分野の視点から研究発表を行った。京大と IoEの国際交流は三年目を迎え、教

員、研究員、学生の交流も発展的に培われてきた。毎年、参加者の幅は増え、交流の輪

は確実に広がっている。プログラムの構成は、第一回、第二回の会議と同様、京大側と

IoE側の参加者を組にし、対話形式を重視するものとした。本年度は、教員による個別

発表の他は、主として京大側の主発表に対して IoE側大学院生・研究員に応答発表をし

ていただいた。さらに本年度の会議では、新たな特別企画として、西田幾多郎の『善の

研究』の英語版AnInquiry into the Goodをテキストとし、これについてグループ。デ、イ

スカッションを行うという機会を設けた。京大側にとっては、イギリスの大学院でのゼ

ミの形式を経験するという意味をもち、またイギリス側にとっては、日本を代表する京

都学派の思想、の系譜から学ぶという、異文化間交流の意味をもつもので、あった。

成 果:今回の企画の成果として、第一に、テーマを f幸福と個の成長」に絞り、これに対して

心理学的、哲学的、比較教育的な学際的対話が行われたことが挙げられる。学校の教員

研究者の発表は、イギリスの教育事d情について実践的な視座を与えるものであり、理論

研究と実践的視点の交流もなされた。第二に、参加者の文化的背景の多様性が挙げられ

る。 IoEは、イギリスの教育研究の中心地であり、ヨーロッパのみならず世界各地から

学生や研究者を受け入れている。今回の会議でも、イギリス人のみならず、台湾、カナ

ダ、韓国など様々な国から IoEで研究を行なう、幅広い世代の人々が集い、日本側参加

者と交流を行なうことによって、小規模で、はあるが日英の枠を超えて、国際会議の名に

ふさわしい異文化間対話の場が成立した。第三に、会議全体を通じて日本側参加者が共

通に経験したことは、事前準備が不可能な部分での質問や議論の展開にその場で身を投

じ、英語でこれに参加し応答すること、場合によっては新たに間いを生み出すことの難

しさ、そしておもしろさである。自らの研究を単一言語的な視点にとどめず、他言語に

翻すことができる、広義の翻訳能力の育成が今後の大学院教育の課題であると考えられ

る。参加人数は、 1日につき約30名、そのうち外国人参加者は、約22人で、あった。
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第 6回主催国際シンポジウム

「日韓メディア研究大学院生セミナー」

企画:佐藤卓己

共催:韓国・西江大学大学院新開放送学科

目時:2010年 2月 6日(金)13:00-17:00 

場 所:京都大学百周年時計台記念館国際交流ホーノレ亜

概 要:本セミナーは、韓国・西江大学大学院新開放送学科と京都大学大学院教育学研究科の大

学院生(若手メディア研究者)の学術交流を目的として行われた 西江大学はコミュニ

ケーション学部新開放送学科、言論大学院、情報通信大学院などを擁する韓国屈指のメ

ディア研究拠点である。今回、韓国側は言論情報専攻・ヘルスコミュニケーション専攻

の院生が発表を行い、日本側は生涯教育学講座(メディア論)・教育学講座(教育史)・

高等教育開発論の院生も発表に加わった。

成 果:言語の壁を乗り越え、隣国・韓国のメディア・コミュニケーション研究者と交流できた

ことは、今後研究の第一線にたつ大学院生にとって貴重な経験になったと考えている。

学内外から 31名(うち外国人 10名)の参加者があり、活発な議論が行われた。

第 7回主催国際シンポジウム

「“Happiness，Emotion， Language" Toward an International Comparative Study J 

企画:Prof. Shoko Suzuki(Kyoto University， Japan)， Prof. Chr.istoph Wulf(The Free 

University of Berlin， Germany) 

主催:Kyoto University GCOE， The Free University ofBerlin COE 

日時:2010年2月9、10日

場所:The Free University of Berlin， Habelschwerter Str. 45， Cluster "Languages of 

Emotion"， Conference Room 

概 要:京都大学GCOEとベルリン自由大学の COEとの合同シンポジウム。日独幸福感比較調

査、日英のこれまでの共同研究、ドイツ側 COEおよび日本側 COEのそれぞれの研究成

果発表、今後の共同研究について話し合われた。プログラムは以下の通り。

Tuesday， 09.02.2010 

10:00・10:30 Introduction 

Prof. Masuo Koyasu (Kyoto University)， Prof. Chr. Wulf (FUBerlin)， 

Prof. S. Suzuki (Kyoto University) 

10:30・12:00 Prof. Chr. Wulf， Dr. Ingrid Kellermann， Dr. Iris Clemens， Dipl. 

Paed. Martin Bittner (FUBerlin) 

“Cluster Project Respect， esteem， learning atmosphere， achievement. Processes of 

emotion regulation in the classroom" 

12:00・13:30

13:30・15:15

Lunch 

Prof. Chr. Wulf， Dr. 1. Kellermann (FUBerlin) Prof. S. Suzuki 

(Kyoto University)， Fumio Ono (Assistant Prof.， Kyoto University) 

“Happiness as staging and social action in Family and School-a comparative 

German-Japanese Study" 

15:15・15:45 Coffee (or Tea) break 
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15:45・16:15

16:15-16:45 

16:45・17:30

Dr. Ruprecht Mattig (Assistant Prof.， Kyoto University) 

Prof. Jun Yamana (Kyoto University) 

Discussion: Toward an International Comparative Study 

Wednesday. 10. 02. 2010 

9:30・10:15 Prof. Gunter Gebauer (FUBerlin) 

10:15・11:00 Prof. Paul Standish (University of London) 

Happiness: Essays， Projects， Programmes， Plans 

11:00・11:30 Prof. Naoko Saito (Kyoto University) 

Becoming cosmopolitan， achieving happiness; philosophy as 

translation 

11:30・12:00 Prof. Masuo Koyasu (Kyoto University) 

Development ofunderstanding another's cognition and emotion in young children 

12:00 Farewell-Lunch 

成 果 2日間にわたるシンポジウムの延べ参加者数は70名。連合王国Universityof London 

からはProf.Paul Standish， 日本側からは、 Prof.Masuo Koyasu， Prof. N aoko Saito， 

Prof. Jun Yamana， Prof. Shoko Suzuki，小野助教、 Mattig助教、院生4名、他はイン

ドから 1名、フランスから 1名が参加した。ベルリンで行われた国際シンポジウムであ

り、日本人 10名を除く 60名はすべて外国人口

写真 5:第 7回主催国際シンポジウムのフロア風景

第 3回主催シンポジウム

「第3回京都大学-慶慮義塾大学合同シンポジウム」

主催京都大学グローバル COEプログラム「心が活きる教育のための国際的拠点」および慶

慮義塾大学グローバル COEプログラム 「論理と感性の先端的教育研究拠点」

日時:2010年 1月9日(土) 13 時 00 分~17 時 00 分

場所:慶磨、義塾大学三田キャンパス(西校舎 519教室)

題 目:子どものこころの発達と教育:最新の研究成果に学ぶ

概 要:司会者:山本淳一(慶慮義塾大学文学部)話題提供者:明和政子(京都大学大学院教育

学研究科)、皆川泰代(慶慮義塾大学大学院社会学研究科)、安藤寿康(慶)意義塾大学文
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学部)、松下佐代(京都大学大学院教育学研究科)

本拠点と密接に提携を行っている慶慮義塾大学グローバルCOEとの毎年実施している

合同シンポジウムの三回目であり、東京で開催される今回は「子どものこころの発達と

教育」をテーマとする一般向けのシンポジウムとした。京大と慶大から各2人ずつの話

題提供者が発表し、討論には両拠点に縁の深い伊藤美奈子教授(慶慮義塾大学教職課程

センター)が指定討論を担当した。

成 果:発達と教育をめぐって行われてきたグローバルCOEの2拠点の最新の研究成果が、一

般の聴衆にもわかりやすく説明された。心理学、教育学、言語医学などの分野の融合的

分野において、子育て、学校教育などの具体的問題をめぐって議論されたことは意義深

い。首都圏を中心に 117名(うち外国人参加者0名)の参加者があり、活発な議論が行

われた。

写真 6:左から、明和、皆川|、安藤、松下、山本、子安、伊藤各教授

第 5回共催国際シンポジウム

「京都大学大学院教育学研究科公開シンポジウム 「日韓の教育改革の行方JJ

企画:田中耕治・杉本均

主催:教育実践コラボレーションセンター

共 催:京都大学グローパノレCOEプログラム「心が活きる教育のための国際的拠点」

日時:2009年 7月31日(金)14: 00-17 : 00 

場所:京都大学芝蘭会館別館

題 目:I韓国における教育改革の動向JI日本における教育改革の動向JI日本における教育評価

改革の動向」

講師:①白淳根②磯田文雄③西岡加名恵

概 要:①白淳根「韓国における教育改革の動向J(韓国・ソウル大学教育学科教授)

21世紀の国際競争の時代、知識の高度化・情報化の時代を迎え、韓国では長期的・総

合的な人材育成のための教育改革が推進されている。その中でこれまでの暗記中心の教

育から創意的で個性的な側面を重視した教育改革が計画されている。その中心は学習者

の特性や希望に合わせる学校支援システムであり、教育の質を再検討し、教育条件によ

る格差を緩和し、学習者の権利を保障しようとするものである。初等・中等教育の学校

では学習者の満足を増大させるために、私教育の費用を削減するための援助を行い、学

-50-



校に自律性を持たせ、学校を多様化することによって学校選択権を保障しようとしてい

る口大学においても学生の能力や必要などに応じた認定制度を導入し、教育年限の自由

化が行われている。韓国における人材大国建設のための戦略は、 1.学校の自律性・多

様性の拡大、 2.教育福祉の拡大、 3.科学技術・エコ技術の追求、 4.英語を話す世

界水準の優秀人材育成、とまとめられる。

②磯田文雄「日本における教育改革の動向J(文部科学省研究振興局局長)

21世紀の日本の教育改革の方向性は、 1.市場原理と競争原理、 2.地方分権と学校

の自律性の確立、 3.民主的な学校作り、 4.実定法としての教育基本法に基づく義務

教育中心主義、とまとめられる。 1980年代から続く新自由主義的な構造改革に基づき、

ある程度の格差の拡大を認めながら、卓越性の追求、才能伸長のための教育が模索され

ている。またこれまでの中央集権の教育行政から、地方自治体や学校に様々な教育権限

を移管することによって特色ある学校づくり、教育の消費者の立場に立った教育が追求

されている。平成 18年の教育基本法の改正は理念法ではなく、かなり具体性のある実

定法になっており、国が小中を含めた義務教育に責任を負うという態度が明確になって

いる。今後は国民国家を単位とした教育の概念から脱却した改革の方向性が必要であろ

フo

③西岡加名恵「日本における教育評価改革の動向J(京都大学大学院教育学研究)

2011年度以降に本格的な実施が予定されている日本の新学習指導要領における、児童

生徒の学習評価の在り方に関する議論について考察した口ここでの評価の在り方の論点

としては、 1.r活用Jをどのように位置づけるか、 2.r関心・意欲・態度」をどう捉

えるか、 3.総合評定は必要なのか、という 3点である。新指導要領では、学習におけ

る「習得」、総合における「探究」とをつなぐものとして、教科における「活用Jを重視

する特徴がある。これは経験主義と系統主義のバランスをとる考え方で評価できる一方、

的外れの評価を導く可能性など、いくつかの懸念も予想されているor関心・意欲・態度」

の観点については、その中身に様々な内容が考えられ、評価が難しいという声多い。こ

の評価は重要であるが、カリキュラム全体として育てる内容であり、個々の教科の中に

位置づけると混乱が予想される。また総合の「評定j は指導には生かしにくく、そのた

めに観点別の評価が形骸化してしまうという指摘があるが、その必要性については、観

点別の評価が正しく出すことができるかどうかによっている。「目標に準拠した評価Jを

充実させていくために、日本においてもパフォーマンス・スタンダードの開発が求めら

れている。

成果:内外参加者60名(外国人2名)

第 6回共催国際シンポジウム

「第5回犬山国際比較社会認知シンポジウムJ

企 画:友永雅己、林美里、足立幾磨、松井智子、板倉昭二、田中正之、明和政子、開一夫(東

京大学)、杉浦元亮(東北大学)、佐藤徳(富山大学)

共催:京都大学霊長類研究所共同利用研究会

日時:2009年 12月 19・20日

場所:京都大学霊長類研究所

概要:Program 

Saturday， December 19 

唱
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Hyun-joo Song (Yonsei University) Psychological reasoning in infancy 

Yusuke Moriguchi (Joetsu University of Education) Young children' s social 

learning from a robot 

J. Kiley Hamlin (Department ofPsychology， Yale University) The enemy of my 

enemy is my friend: Infants interpret social behaviors in context 

Takaaki Kaneko (Kyoto University) Relative contributions of kinematical 

information and goal representation for perception of self-agency in humans and 

chimpanzees 

Shinya Yamamoto (University of Tokyo) Chimpanzees' flexible helping upon request 

Jennifer J. Pokorny (Yerkes National Primate Research Center) Social cognition in 

capuchin monkeys: Individual recognition from faces 

Pier Francesco Ferrari (University of Parma) Mirroring other minds. New insights 

from neuroscience to understand monkey cognitive development 

Harumi Kobayashi (Tokyo Denki University) Language acquisition from a social 

cognitive perspective: How children learn word meanings with non-linguistic cues 

Sunday， December 20 

Hiromi Kusumoto (Kyushu University) Communicative behavior reflecting the 

perception of others' cognitive environment in infancy 

Nozomi Naoi (JST; Kyoto University) Assessing cortical response to 

infant-directed speech in high-risk neonates 

Yuriko Oshima-Takane (McGill University) Early word learning in young children 

Naoko Tokimoto (RIKEN BSI) Object manipulation by a social rodent， degu 

(Octodon degus) 

Yo Morimoto (Kyoto University) Do capuchin monkeys (Cebus apella) 

understand emotional meanings in conspecifics expression? 

N aotaka Fujii (RIKEN BSI) Body scheme and social rule 

Fumihiro Kano (Kyoto University) The comparative eye-tracking study in 

chimpanzees and humans 

Shun Itagaki (University of Tokyo) Human error processing interacts with social 

information: Evidence from ERP studies 

Koji Kuraoka (Kyoto University) Autonomic reaction and neuronal response to 

facial expression and vocaliza tion 

Christoph D. Dahl (Max Planck Institute for Biological Cybernetics) The 

behavioral hallmarks of face processing in man and monkey 

成 果:これまで4回にわたって、社会的認知の比較研究とその関連領域に関する共同利用研究

会を開催してきた.はじめの 3回は個別の大きなテーマを設定しての研究会だ、ったが、

昨年度はより多くの方々による幅広い研究成果を発表していただき，議論を行うという

形式をとった。関連する領域とはいえ手法も対象も異なる研究者が一堂に会して議論と

交流を深める本研究会は着実に学界にも認識される存在として成長しつつある。そこで。

今回も第5固という形で特に限定的なトピックを設定することなく，比較社会認知研究

および関連する多様な研究領域から幅広く講演者を募り研究会を開催した



語発表による国際シンポジウムとした。 18名の口頭発表者と 22名のポスター発表者が

それぞれに興味深い発表を展開した。全体の参加者は約 60名で2/3の参加者が何らかの

形で自身の研究を発表した。このように、国際的な研究者と議論し自身の成果を発表す

る場として今後とも gCOE等の支援のもと本シンポジウムを継続していきたい。文責:

友永雅己(霊長類研究所)

第 7回共催国際シンポジウム

rw 2 1 世紀における日本の教育改革一日中学者の視点-~出版記念シンポジウム」

企画:田中耕治・杉本均

主催:教育実践コラボレーションセンター

共 催京都大学グローバル COEプログラム「心が活きる教育のための国際的拠点」

日時:2010年 3月 17日(水)10:00・14:00

場所:中国北京・中央教育科学研究所

概要:・挨拶

田慧生 (中央教育科学研究所副所長)

辻本雅史 (京都大学大学院教育学研究科)r本研究科と中央教育科学研究所の交流の発

展にむけてJ

田中耕治 (京都大学大学院教育学研究科)rW21世紀における日本の教育改革』発刊の

意義」

-書評(高峡・李東・韓民)

・記者会見(杉本均ほか)

-記念講演 高見茂教授 (京都大学大学院教育学研究科) r21世紀の日本教育改革の

動向J

成 果:シンポジスト中国側 14名、日本側 16名、記念講演参加者約 30名で行なわれた。中国

側の「合作本は終わりではなく通過点」としづ発言や、辻本先生より「形式より実のあ

る交流を」という言葉が、今回のシンポジウムが今後への双方の決意を示している。高

見先生の講演はじめお互いの共通認識や課題の共有が、これからの深い交流のための財

産になっていくと思われる。質問も鋭く高いレベルで、の研究交流が可能と感じました。

シンポジウム以外に日中共同教育研究センター・北京師範大学も、具体的な今後の共同

研究のことが話し合わた。今後を担う院生たちが関わることができたのも成果で、あった。

第4回共催シンポジウム

「ロンドン・プロジェクト-医療と心理支援の多文化ナラティヴ方法の探求J

企画:ゃまだようこ

主 催:科学研究費プロジェクト代表山田洋子(基盤研究A)多文化横断ナラティヴ・フィール

ドワークによる臨床支援と対話教育法の開発

日時:2009年6月29日(月)-7月3日(金)

場所 :UKロンドン:London Deaner， Kings college/University Collegeof London， 

Tavistock Centre， Anna Freud Centre 

概要:Day 1: Tuesday 30th June 9.30・17.00

Title: N arrative Skills for Clinical Teachers 

Convenors: Dr. John Launer and Dr. Helen Halpern (London Deanery) 

-53-



Facilitators: Dr. Lisa Miller and Dr. Sue Elliott (London Deanery) 

Day 2: Wednesday 1st July 9.30・17.00

Title: Symposium on Narrative Research in Health and Illness 

a.m.: Council Room， University College London， Gower Street， London WC1N 6BT 

p.m.: Lecture Theatre 1.03， Malet Place Engineering Building， London WC1E 7JE 

Convenors: Prof. Trisha Greenhalgh (University College London)， Prof. Brian 

Hurwitz (Kings College London) 

Presenters: Prof. Trisha Greenhalgh (University College London)， Prof. Yoko Yamada 

(Kyoto University)， Prof. Seiji Saito (University ofToyama)， Prof. Brian Hurwitz 

(Kings College London)， Dr. Takashi Yoshinaga (University ofToyama)， Ms. Kazumi 

Takeya (Kyoto University)， Ms. Naoko Nishiyama (Kyoto University)， Dr. Chizumi 

Yamada (Kyoto University)， Mr. Kazuma Takeuchi (Kyoto University)， Dr. Neil 

Vickers (Kings College London) 

Day 3: Thursday 2nd July 9.30 ・・"17.00

Title: Narrative in Mental Health Care: Applications in Therapy and Training 

Convenor: Dr. J ohn Launer (Tavistock Clinic) 

Presenters: Dr. Charlotte Burck (Tavistock Clinic)， Ms. Yuko Yasuda (Kyoto 

University)， Prof. Akira Nakagawa (Osaka Sangyo University)， Dr. Norifumi 

Kishimoto (Kyoto University)， Prof. Corinne Squire (Centre for Narrative Research， 

University of East London)， Dr. Helen Halpern (Tavistock Clinic)， Dr. Hideaki 

Matsushima (University of Shiga-Prefecture) 

Facilitators: Dr. John Launer， Dr. Helen Halpern， Dr. HiroshiAmino， Dr. Hideaki 

Minagawa (Tavistock Clinic) 

Day 4: Friday 3rd July 13.00・15.45(optional) 

Title: Child psychotherapy and child psychotherapy training and research: an 

introduction 

13.00: Anna Freud Centre， 12 Maresfield Gardens， London NW3 

14.30: Tavistock Centre， 120 Belsize Lane， London NW3 5BA 

Convenor: Ms. Junko Wakitani (Tavistock Clinic) 

成 果:1日目には、ナラティヴスキルのトレーニングを目的としたワークショップが実施され

た。最初に、 NHS(National Health Service:国営医療保険制度)やGP(general

practitioner:一般開業医)などといったUKの医療制度、従来の医学教育の特徴、

NBM(Narrative Based Medicine)などについての説明がなされた。後半には、困難ケー

スのスーパーパイズのデモンストレーションが行われた。医師あるいは心理臨床に携わ

る参加者に、ケースの提供が依頼され、立候補によって扱うケースが決定された。その

ケースに対するスーパーバイズのデモンストレーションを、参加者全員で観察・共有・

議論するという形式で実施された。本ワークショップはクローズドな形式で行われ、学

内外からの 20名(うち外国人参加者 11名)の参加者があった。講義と実習が組み合わ

された、非常に刺激的で有意義なワークショッフ。で、あった。 2日目と 3日目には、健康

と病いに関するナラティヴ研究や、メンタルヘルス・ケアに関するナラティヴ研究が複

数発表された。各自とも、学内外から 40名(うち外国人参加者 19名)の参加者が



トック・クリニックを見学し、各現場における、子どもを対象とした心理臨床やインタ

ビ、ュー、心理臨床トレーニングに関する紹介・報告を受けた。学内外から 7名(うち外

国人参加者O名、現地在住の日本人 1名)の参加者があった。各現場で勤務する職員や

心理の専門家との聞で、実のある密な質疑応答が活発に行われた。

第 5回共催シンポジウム

「日本理論心理学会第55回大会公開シンポジウムJ

企画:苧阪直行・大塚結喜

主催:日本理論心理学会

共 催:京都大学グローバル COEプログラム「心が活きる教育のための国際的拠点J

日時:2009年 11月7日14: 15-17 : 25 

場所:京都大学文学部新館第3講義室

概要:テーマ:人はなぜ笑うのか?

企画・司会:苧阪直行(京都大学大学院文学研究科)

14 : 15・14: 25 苧阪直行 開会挨拶 「笑いと社会脳-イントロダクション-J

14 : 25・15: 15 森下伸也 「日本人の笑いと宗教文化 -宗教社会学の立場から-J

15 : 15・16:05 野津孝司 「社会神経科学としての笑い研究 ーユーモアの神経科学

研究の視点から-J

16: 05・16:55 森正義彦 「人はなぜ笑うのか? 一理論心理学的考察:笑いのメカ

ニズムについて-J

16 : 55・17: 25全体討論

成 果:笑いについて文化・宗教的側面から考えるとともに、理論面からも検討を行なった。さ

らに、社会脳の視点から笑いがもっ社会的・生物的側面を探った。笑いやユーモアの脳

内機構についてのはじめての企画であり、意義ある集会で、あった。学内外から 32名(う

ち外国人参加者0名)の参加者があり、活発な議論が行われた。

後援シンポジウム

「霊長類の心と社会」

企画:松沢哲郎

主催:京都大学霊長類研究所

共催 :S本学術会議心の先端研究拠点

日時:2010年3月22・23日9:00・18:00

場所:百周年時計台記念館国際交流ホールE

講師:Professor Frans de Waal (Emory University， USA)， Professor William McGrew 

(Cambridge University， UK) 

概 要:概要:日本学術振興会の先端学術交流事業により、 3人の著名な外国人学者を日本に招鳴

するとともに、それと関連した若手の外国人研究者(ポスドクないし大学院生) 8人を

日本に招聴した。今回の国際シンポジウムでは、そのうちの 2名の著名研究者、すなわ

ちフランス・ト守いやールとウィリアム・マグルーの 2名を主賓として、霊長類の心と社会

をテーマに国際サヒンポジウムをおこない、研究の最前線の意見交換をおこなった。

成 果:外国人参加者は、主賓の2名に加えて、リンダ・マーシャント教授(米、マイアミ大学)

の3名がシニアの研究者で、ある。若手は7人が参加し、いずれも口頭発表した。ケンブ
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リッジ大学から 4人(パコ・ベルトラーニ、ソーニャ・コスキー、カトリーナ・コープ

ス、スザーナ・カルバーリョ)、エモリ一大学のマリニーニ・サチャック、マックスプラ

ンク進化人類学研究所のアンナ・セラーノ、ニューリスボン大学のキムパリー・ホッキ

ングスの7人である。すなわち外国人の合計は 10人だ、った。なお霊長類研究所の外国

人大学生のアンドリュー・マッキントッシュ(カナダ)、クリストファー・マーチン(米

国)、ユ・リラ(韓国)の 3人が加わった。それから、韓国から参加したジェイ・チェ

教授(梨花女子大学)とその大学院生4名の 5名が加わった。つまり、外国人の参加者

の合計は 18人である。日本人参加者は約40人。口頭発表とポスター発表により最新

の成果を交換した。

.ワークショップ

第 7回主催ワークショッフ。

「感情学affectologyの展望」

企画:鈴木晶子・藤田和生

日時:2009年 7月 11日(土) 9:50・18:00

場所:京都大学文学研究科新館第 1講義室

概要:感情という概念は、思想史的には、パッション、受苦、情念、情動、情緒、美を感ずる

能力、趣味、判断力、審美眼、感性といった様々な概念と親近性をもっ。いわば、論理

や理性いったものと対立する概念として、その時代の思想状況に合わせて、論理では押

えられないもの、理性とは異なるもの、理性にとって他なるものを指し示す名称として

の働きをもっていた。とはいえ、感情に関わる概念群は、例えば人間を人間たらしめて

いるもの、人間の人間らしさの証明をし得るものとして、人間性、人間的なるものを象

徴する重要な要素としても位置づけられてきた。しかし、そうした人間中心の世界観も

また今や崩れてきている。生きものにとっての感情とは何か、生きものの知恵として感

情をみることは可能か? これまで、哲学や歴史、心理学、脳研究など人間に関する諸

科学においてそれぞれの方法論によって感情にアフ。ローチしてきた諸知見をもちより、

感情の機能、進化、発達、神経機構、病理、感情と歴史、文化、社会、感情と教育、社

会政策などをキーワードとした新たな研究領域を拓くことは可能かもしれない。こうし

た関心から、今回、感情についての科学・学術という意味での総合的な領域 (Scienceand 

Humanities)を立ち上げていくための契機となるような対話の場を企画した。

プログラム

09:50 ご挨拶 藤田和生(京都大学文学研究科)

10:00'"'-' 12:00 セッション 1: 感情科学AffectiveScience 

司会藤田和生(京都大学文学研究科)

10:00 楠見孝(京都大学教育学研究科)

ノスタルジア:記憶・感情，消費者行動と世代差

10:30 板倉昭二(京都大学文学研究科)

感情発達研究と子ども観の変遷

11:00 船橋新太郎(京都大学こころの未来研究センター)

ミラーニューロン:感情研究に貢献するか?

11:30 言す言命
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遠藤利彦(東京大学教育学研究科)

13:30'"'"'15:30 セッション2: 感情の人文学 (Humanitiesof Mfect) 

司会鈴木晶子(京都大学教育学研究科)

13:30 鈴木晶子(京都大学教育学研究科)

感情と接触 -思想史の立場から

14:00 佐藤卓己(京都大学教育学研究科)

世論と感情 -メディアと公共性の視点から

14:30 矢野智司(京都大学教育学研究科)

擬人法の感情論

15:00 討論

星乃治彦(福岡大学)

山名 淳(東京学芸大学)

16:00'"'"'17:30 セッション 3: ラウンドテーブル討論「感情学の構築に向けて」

司会藤田和生(京都大学文学研究科)

報告者(アルファベット順)藤田和生・船橋新太郎・星乃治彦・板倉昭二・楠見 孝・

佐藤卓己・鈴木晶子・山名 淳・矢野智司

17:30 ご挨拶 鈴木晶子(京都大学教育学研究科)

成 果:報告者を含め参加者は学内外から 50名(うち外国人は1名)。感情学の可能性について、

学際的な見地から精力的な議論を行った口とりわけ、自然科学的観点、人文・社会学的

観点の双方を視野に入れることで、感情という現象を捉えるために、どのような新たな

視角が獲得できるかについて、それぞれの研究分野との繋がりから意見聴、取を行った。

大型プロジェクトとして感情学を今後さらに展開していくことを確認した。

第8回主催ワークショッフ。

「子供を育てることの普遍性と特殊性~文化と進化とこころの未来 (2)J 

企画:平石界・内田由紀子

日時:2009年8月28日(金)12:30'"'"'14:30 

場所:立命館大学

概 要:子供を産み育てるという営みは、人類以前から何億年も止むことなく続いてきたもので

ある。そこには霊長類やその他の動物とも共通する普遍的な面もあれば、ヒトだけに特

徴的な面、そして時代や文化によって変化してきた面があるだろう。話題提供者の柏木

と柿沼は、現代に生きる人間(日本人・中国人・米国人)やチンパンジーなどの「子育

て」の実証データから、子育てを形作る普遍性や文化特殊性について検討を行ってきた。

また沢山は江戸時代の人々の子産み・子育てと、その背後にある「し、のち」の問題を研

究している。このような視点からは、同じ日本という土地に暮らした我々の遺伝的祖先

である江戸の人たちが持つ共通性と、現代とは異なる文化的要素の双方が、子育てに与

える影響を知ることが可能であろう。三名の研究者の報告を軸に、「子育て」にまつわる

人間心理の普遍性と特殊性、そして文化による差異を検討する。生物が生物であるため

のもっとも基本な「生殖」という命をつなぐ行為において、人間性 (HumanNature) 

が、いかに柔軟に変化しうるのか、そして変化しない要素は何であるのかを考えたい0

・話題提供者

柿沼美紀(日本獣医生命科学大学)
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沢山美果子(岡山大学)

柏木憲子(東京女子大学)

・指定討論者

平石界(京都大学こころの未来研究センター)

成 果:柿沼美紀氏は、ラットやチンパンジーにおける「子育てスイッチj の研究を紹介するこ

とを通じ、ヒトと他の種で、子育てについて共通する点、異なる点を議論した。またモン

ゴノレの子育てにおける父親の役割についても紹介し、文化による影響についても論じた。

沢山美果子氏は、近世日本(江戸時代)の子育てを、主として氏の捨て子研究を中心に

紹介し、子どもを生むこと、生まないこと、育てること、育てないことの要因を論じた。

その際に「家」という単位が果たした役割についても議論した。柏木恵子氏は、現代の

日本では、かつてとは異なり、子どもは、自ら選んで産むものとなっていることを指摘

した。そして、自己の選択の結果として子どもを産むために、自分自身の成長といった

欲求との葛藤が生じ、それが少子化に繋がっているのではないかと論じた。また心理学

は「女性を家に引き留める心理学」となってはならないとの提言を行った。ワークショ

ップの参加者は 30名ほどで、あった。夫婦がフルタイムの共働きで、妻よりも子育てを

す旦ってきた男性研究者からの質問・コメントも寄せられるなど、子どもを育てるという

問題について、幅広い視点から議論をすることができた。

第 9回主催ワークショッフ。

「メディアの生成-聖俗と社会関係資本から考えるj

企画:佐藤卓己

日時:2009年11月6日(金)15:00-18=00 

場所:京都大学楽友会館大会議室

概 要:このシンポジウムは、メディアの文化研究の新たな可能性を探るべく開催した。加藤秀

俊『メディアの発生-私説 日本芸能史』は、「聖と俗をむすぶものjというメディアの

原義から、歌舞伎、落語、演歌、さらに日本各地の祝祭行事などを考察した日本文化の

メディア論である。本ワークショップでは、「加藤メディア論jの集大成と呼ぶべき豊穣

なテクストを素材として、まず比較文化研究者・佐伯順子氏と社会心理学者・柴内康文

氏に新しい「メディア」研究の可能性を語っていただいた。佐伯氏は『遊女の文化史』

以来、聖俗をめぐるジェンダー研究を展開されてきた。柴内氏はパットナム『孤独なボ

ウリング』の翻訳者でもあり、情報化と社会関係資本について研究を続けている O 三人

のパネル討議をふまえて、参加者全員で「メディア論」の射程を探っていった。司会と

論点整理は佐藤卓己が行った。

成 果:京都大学教育学研究科におけるメディア研究の大先達である加藤秀俊(元放送教育セン

ター長)をお招きし、また気鋭の研究者が応答する形式で、新たなメディア研究の方向

を議論する場を提供することを目的としていた口司会を務めた佐藤卓己が最初に「メデ

ィア」概念の総論を行い、 3人のパネラーが発表と討論を行った。それらの討議を基に

最終的にフロアも含めて全体討論を行った。学内外から約 80名の参加者があり、活発

な議論が行われた。

第 10回主催ワークショッフ。

「哲学への権利一一教育哲学と哲学教育のあいだ」
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企画:小野文生

主催:ユニット D

日時:2010年3月 13日(土)

場所:京都大学大学院人間・環境学研究科

概 要:国際哲学コレージュの実践、およびその実践の関係者のインタヴューからなる映画『哲

学への権利』が問題としているのは、端的に「哲学と教育」である。また、その活動は、

ある種の教育哲学を体現するべく、ある特定のスタイルの哲学教育を実践していると理

解できる。他方、近年、とくに教育学は、資格科目としての実効性と有用性が検証に付

され、その出自である人文知というよりはむしろ工学モデ、ルにのっとった社会科学へ編

成され、実践的あるいは臨床的なものへとその重心をシフトしつつある。変化を迫られ

つつある教育学がその将来的な展望を得るために、哲学をはじめとする人文知といかな

る対話を開くことができるだろうか。「教育と哲学」の関係、さらに言えば、「教育哲学

と哲学教育Jの関係一一この二重の「と」の場所を思考するために、教育学者と哲学者

の対話を通じて、教育と哲学の来たるべき道筋を照らし出す。

【第1部】上映会:13時30分'"'"'15時10分 ドキュメンタリー映画「哲学への権利:国

際哲学コレージュの軌跡J(西山雄二監督、 2009年)

【第2部】討議:15時30分'"'"'17時30分

パネリスト:西山雄二(東京大学大学院総合文化研究科) 森田伸子(日本女子大学人

聞社会学部) 大河内泰樹(京都産業大学文化学部) 山名 淳(京都大学大学院教育

学研究科)

司会:小野文生(京都大学大学院教育学研究科・グローバルCOE)

【第3部】意見交換会:18時'"'"'20時30分

成 果:最初にドキュメンタリー映画『哲学への権利』の上映をおこない、それをうけて討議「哲

学への権利一一教育哲学と哲学教育のあいだj をおこなった。パネリストは、哲学(西

山氏、大河内氏)と教育学(森田氏、山名氏)、ドイツ(大河内氏、山名氏)とフランス

(西山氏、森田氏)、あるいは教員養成制度との関連から教育哲学を構想する者(山名氏)

とフランス流の人文知や物を読み、書くとしづ原初的な日常経験から教育哲学を構想す

る者(森田氏)、哲学の持つ実践可能性をテクスト読解と理論化のうちに見る者(大河内

氏)と社会運動としての哲学の可能性を模索する者(西山氏)というふうに、さまざま

な交叉(キアスム)が生じるよう工夫して選定され、その「効果」は討議のなかにもう

まく反映されていた。討議課題の「教育哲学と哲学教育のあいだ」は、領域交叉への聞

いであると同時に、実践と制度の相互連関への聞いを扱うものとして設定されていた。

教育哲学は、教育という広義の日常実践において存在しうるもの(たとえば、「あの人に

は教育哲学があるね」などといわれる場合に想定されるもの)であると同時に、教育学

の一分野として存在し、とくに教員養成制度と結び、っきつつ、一つの学問領域、科目、

講座、学会として制度化されている。同様の構造は哲学についても存在しているが、教

育哲学の場合と比してどのような共通性と差異があるだろうか。そしてまた、哲学を「教

える」という実践に関して、その共通性と差異はどのように再分節化されうるだろうか。

そうした問いが、前提として根底にあった。西山氏は、「教育哲学と哲学教育のあいだ」

というタイトルの「妙」についてきわめて肌理細やかな解説をほどこしながら、教育や

哲学が生きることの本質そのものに近い実践であることを参加者に想起させた。そして

教育と哲学、あるいは教育哲学と哲学教育の「あいだ」を架橋するものを、 (1)限定的
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/被限定的な場所、 (2)プログラムないしカリキュラムの存在のパラドックス、 (3)真

理への関係としての無償性、という 3つの観点から論じた。森田氏は、映画に出てくる

「手のカットJに着目しながら、手のしぐさはまさにことばで伝えようとして伝わらな

いものの象徴であり、哲学は雄弁さと同時に答えのなさや伝達不可能なものの伝達を内

包していると指摘した。また、不登校の子どもの告白録を事例に挙げつつ、「なぜ生きる

のか?Jという子どもの聞いに答えられるのは哲学だけであるにもかかわらず、そうした

哲学教育が日本において決定的に不在であることの問題を指摘した。森田氏のことばは、

われわれへの「間し、かけ」であり「警鐘」であると同時に、哲学を教えることの「可能

性j と「勇気j を示すものだ、った。大河内氏は、この映画がキリストと福音書の関係の

ごとく「デリダ語録jのクリシェによって塗りこめられてしまう危うさを指摘すること

で、いったん距離をとりつつも、国際哲学コレージュのような哲学実践が「存在しうる」

という可能性をまざまざと見せてくれるという点で、映画を評価したいと述べた。また、

「映画に出てくる西山監督のナレーションがなぜフランス語なのか?J と聞い、国際哲

学コレージュの「国際性」について、あるいはそこで展開されている「啓蒙」の性質に

ついて、鋭い疑問を投げかけた。たしかに、たとえば、かりに日本語によるナレーショ

ンをさし挟んでいたとすれば、その方が「異物としての言語J、「思考のノイズJのよう

なものをこの実践の基本コンセプトである領域交叉性Cintersection)と共鳴させえたか

もしれない、と想像を掻き立てられた。山名氏は、臨機応変なユーモアを交えながら、

しかし周到に準備されたレジュメに基づいて「なぜ教育哲学者はラデイカルさにブレー

キをかけてしまうのか?Jという問いに向かい合う形で所論を展開した口近年の日本の教

育哲学の学界内の諸言説とデリダの哲学実践とがどのように接合可能で、またどのよう

にすれ違うのかを丁寧に蹄分けしつつ、学校という「現場」から常にチェックされる運

命にある教育哲学は、現場と強く結びつくことで理論的足場が掘り崩されるという脆弱

さや逆説性のようなものを抱え込んでいるため、国際哲学コレージュのような「哲学」

の実験を無条件に追随することはできないと指摘。にもかかわらず、そこには「学校と

は何か?Jとしづ教育制度への困難で、はあるが果敢であくなき問し、かけが実践されており、

教育学にとってもきわめて示唆が多いことを強調した。企画者として最後に一つ強調し

ておこう、この映画では「哲学への権利Jのみならず、「哲学への愛」もまた語られてい

る。「哲学」が本来「知への愛」であるならば、「哲学への愛jは「知への愛への愛Jと

いうように累乗された愛を意味する。これは、知を愛する具体的な〈誰か〉への愛であ

り、端的にいえば〈師〉への愛、〈師〉への追慕である。映画に出てくる人々の語りは、

〈師)と〈弟子〉の共有した時間経験、記憶の経験が語りなおされたものであるが、こ

のことはきわめて象徴的な意味をもっといえる。なぜなら、それは、哲学には「時間」

が決定的に重要な契機となるという事実をわれわれに突き付けるからである。それは、

「哲学に必要な時間とはどのようなたぐいのものか?J I教育に必要な時間とはどのよう

なたぐいのものかむという、根本的でいて、しかし大学制度の現在進行形に身を置くわ

れわれにとってもきわめて切実な問題に勇気をもって向き合うよう、われわれをいざな

うものであろう。参加者は、文理をこえて、また学部 1回生から、院生、教員まで、あ

るいは大学関係者のみならず高校教員や在野の実践家など一般参加者を含め、約 130名

が集い、予想以上に盛会となった。全体討議の時間内ではとても扱いきれないほどさま

ざまな意見が出され、話し足りない人々が会を終えた後も輪を作って議論を続けていた。
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第4回共催ワークショッフ。

「メディア文化政策における《博覧の世紀》の可能性」

企画:佐藤卓己

共催:2009年度基盤研究 (B) rソフト・パワー構築に向けたメディア文化政策の国際比較研

究(代表・佐藤卓己)

日時:2009年 10月23日(金)17:30・20:00

場所:京都大学教育学研究科烏丸キャンパス

概 要:福間良明・難波功土・谷本美穂(編) W博覧の世紀~ (梓出版、 2009年)を素材としてメ

ディア文化政策の可能性を探究すべく企画を行った。メイン・コメンテーターには森明

子・国立民族学博物館研究戦略センター教授を迎え、都市の文化人類学という視点から

地方博覧会における「ローカリティ」概念の多様性について議論を行った。

コメント :森明子(国立民族博物館)白戸健一郎(京都大学大学院生涯教育学講座)松

永智子(京都大学大学院生涯教育学講座)

応答:福間良明(立命館大学産業社会学部)難波功士(関西学院大学社会学部)谷本奈

穂(関西大学総合情報学部)

成 果:参加者はメディア研究、社会学、歴史学、政治学、宗教学、サブカルチャーなどの視点

から特に地方博覧会に焦点を絞って議論した。 企業広告、パヴィリオン、家庭電化、洋

服、「食j と百貨庖物産展、宗教、コンパニオン、アニメ、オタク、植民地主義と大衆芸

能、北海道、国防科学技術、聖戦など、まなざし、まなざされる時代の感性を読み解く

可能性が示された。他にも、日本における博覧会の起源とその国際関係、博覧会と百貨

屈との連続性、 80年代以降に増加し始めた博覧会キャラクターの意義など、今後一層深

めるべき課題も提示された。学内外から 21名の参加者があり、活発な議論が行われた。
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若手研究者養成フOログラム及び研究開発コロキアム
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海外留学資金

若手研究者の育成及び海外との研究協力の推進を目的として、大学院生が、一定期間、海外の研
究機関に在留し、研究を実施できるよう支援するものである。すなわち、グローバルCOEr心が
活きる教育のための国際的拠点」に参加する部局博士課程在籍の大学院学生を対象に、 「募集人
員 10人程度(審査適格の者のみ採択)、申請額は 1件 60万円以内jとして公募を行い、 4人の応募
者の中から、厳正な審査により 4件を採択した。下表に採択された 4件の内容を示す。

氏名:
研究題目:

期間:
渡航先:
交付額:
指導教員:

氏名:
研究題目:

期間:
渡航先:
交付額:
指導教員:

氏名:
研究題目:
期間:
渡航先:
交付額:
指導教員:

氏名:
研究題目:

期間:
渡航先:
交付額:
指導教員:

柴原真知子(教育学研究科博士課程1年)
Work-based learningに基づく医療教育者養成フ。ログラムの実際と受講者の
学習経験についての調査研究
2009年 10月3日'""2009年 12月 11日
ロンドン大学(イギリス)
600千円
渡漫洋子

高岡祥子(文学研究科博士課程2年)
物体選択課題においてイヌがヒトに示す「信頼」の日独比較
およびヒトーイヌ関係が動物観に及ぼす影響の検討
2009年 8月7日'""2009年 8月25日
ベルリン自由大学他(ドイツ)
520千円
藤田和生

竹内 みちる(人間・環境学研究科博士課程3年)
アメリカと日本における個人主義的価値観・生産性価値観と老い
2009年 6月 17日'""2009年 9月 14日
Swarthmore College他(アメリカ合衆国)
600千円
杉万俊夫

竹腰千絵(教育学研究科博士課程3年)
イギリス高等教育におけるチュートリアルの伝播と変容

一教員の大学問移動を手がかりとして-
2009年 8月4日'""2009年9月24日
オックスフォード大学(イギリス)
600千円
杉本均
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院生養成プログラム

院生養成プログラムは、グローバル COEI心が活きる教育のための国際的拠点」の研究プロジ

ェクトに関連する優れた研究計画に対し、科学研究費に準ずる形式で、大学院生の個別研究フ。ロジェクト

を支援するものである。すなわち、グローバノレCOEI心が活きる教育のための国際的拠点」に参

加する部局博士課程在籍の大学院学生を対象に「募集人員 20人程度、申請額は 1件 30万円以内

または45万円以内(国際学会発表を含む場合)Jとして公募を行い、 38人の応募者の中から、厳正な

審査により 22件を採択した。下表に採択された 22件の内容を示す。

平成 21年度大学院養成フ。ログラム研究発表会は、 2010年 3月 29日(月)京都大学教育学部

第 1講義室および第2講義室において実施された。

氏 名 所属部局 学年 指導教員 交付額(千円)
研究テーマ

井上烈 教育学研究科 博士 1年 稲垣恭子 300 
研究テーマ 「フリースクールスタッフにおける感情ワークスキルの内在化過程J

梅村高太郎 教育学研究科 博士3年 河合俊雄 450 
研究テーマ 「心身症の心理療法において生じる“動き"についての心理臨床学的研究」

大家聡樹 教育学研究科 博士3年 桑原知子 300 
研究テーマ 「超越について」

小川絢子 教育学研究科 博士3年 子安増生 450 
研究テーマ f幼児期における自己の教示行為と他者の感情理解との関連性」

河野一紀 教育学研究科 博士2年 田中康裕 450 
研究テーマ 「心理臨床と哲学ーその思想的背景と言語観からの研究」

木戸彩恵 教育学研究科 博士2年 山田洋子 300 
研究テーマ 「日常的対話行為のナラティヴ分析-化粧による自己-他者間の関係性及

び車L擦の調整の検討j

斎藤桂 教育学研究科 博士3年 杉本均 300 
研究テーマ「言語マイノリティの子どもに対する教育の公正性と適切性の研究j

坂野逸紀 人間・環境学研究科博士 1年 斎木潤 450 
研究テーマ 「瞬間シーンカテゴリ認識における局所的情報処理の寄与に関する研究」

笹倉尚子 教育学研究科 博士3年 皆藤章 300 
研究テーマ 「心理臨床におけるフィクショナリティ(虚構性)に関する研究-クライ

エントによって表現される“虚構"に着目して-J

高橋優佳 教育学研究科 博士 1年 田中康裕 450 
研究テーマ 「造形のあり方に関する主観的体験の心理臨床学的研究」

高橋洋一 教育学研究科 博士3年 鈴木品子 300 
研究テーマ 「医療従事者の伝達技法とその養成に関する教育学研究J

田遺亜澄 文学研究科 博士3年 苧阪直行 450 
研究テーマ 「自然風景画像処理におけるワーキングメモリシステムのはたらき」

田村綾菜 教育学研究科 博士3年 子安増生 450 
研究テーマ「対人葛藤場面における児童の謝罪の発達的変化」

照屋信治 教育学研究科 博士3年 駒込武 300 
研究テーマ「近代沖縄教育史の基礎的研究-沖縄教育会機関誌『琉球教育~ w沖縄教

育』の整理と分析-J
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東畑開人 教育学研究科 博士3年 皆藤章 300 
研究テーマ「心理臨床における美の問題」

布井雅人 教育学研究科 博士 1年 吉川左紀子 450 
研究テーマ rr数」が選好判断に及ぼす影響」

野村光江 教育学研究科 博士3年 吉川左紀子 300 
研究テーマ 「コミュニケーションにおける表情認知と人物表象に関する実験的検討」

馬場智子 教育学研究科 博士2年 杉本均 450 
研究テーマ「タイにおける価値教育の理念・政策・実践的特質に関する研究-r他者

理解」としづ概念を中心に-J

森田健一 教育学研究科 博士3年 桑原知子 300 
研究テーマ 「記憶という主観的体験に関する心理臨床学的研究」

矢追健 文学研究科 博士2年 苧阪直行 300 
研究テーマ「自己は「特別」なのか?一自在RIを用いた検討'-J

李霞 教育学研究科 博士3年 杉本均 300 
研究テーマ「中国における「質素教育」に関する研究-r主体性J研究と関連させて

」一一一
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研究開発コロキアム

研究開発コロキアムとは、大学院生の学術研究活動の発展を図るため、本プログラムに関連す

る優れた研究計画に対し、科学研究費に準ずる形式でその研究の一部を助成するものである。採

択された研究プロジェクトは、原則として、本プログラムの関係諸委員会と調整のうえ、新たに

設置される大学院科目「研究開発コロキアム」として編成され、授業時間割に組み込まれた。す

なわち、グローパルCOEr心が活きる教育のための国際的拠点」に参加する部局博士課程在籍の
大学院学生を対象に「最大 10件程度、申請額は 1件 50万円以内」として公募を行い、 10件の応募

の中から、厳正な審査により 10件を採択した。下表に採択された 10件の内容を示す。

研究代表者:
研究分担者:
研究題目:

交付額:
指導教員:

研究代表者:
研究分担者:
研究題目:
交付額:

指導教員:

研究代表者:
研究分担者:

研究題目:

交付額:

指導教員:

研究代表者:
研究分担者:
研究題目:
交付額:

指導教員:

研究代表者:
研究分担者:
研究題目:
交付額:

指導教員:

研究代表者:
研究分担者:
研究題目:
交付額:

指導教員:

研究代表者:
研究分担者:

研究題目:

交付額:

指導教員:

研究代表者:
研究分担者:

研究題目:

交付額:

指導教員:

竹家一美(教育学研究科博士課程3年)
竹内みちる、鮫島輝美、西山直子、竹内一真
相互性としてのケア
ーかかわりが育む家族、教育、医療のナラティヴ-
440千円
ゃまだようこ

赤上裕幸(教育学研究科博士課程2年)
長崎励朗、白戸健一郎、松永智子
越境する文化政策
440千円

佐藤卓己

黄儒茶(教育学研究科博士課程 1年)
小原優貴、李霞、工藤瞳

アジア・南米・アフリカにおける教育の機会均等に関する研究
-比較教育学的アプローチによる理論と実践の考察-
440千円

杉本均

桐村豪文(教育学研究科博士課程2年)
松岡朋佳、江上直樹、中本佳紀、劉折、吉井勝彦
実践を支える教育行財政制度の可能性と限界(2)
440千円

高見茂

鮫島輝美(人間・環境学研究科博士課程2年)
竹内みちる、竹家一美
介護における「負担J観から新たな価値観の創造に向けて
490千円

杉万俊夫

勝原摩耶(文学研究科博士課程2年)
矢追健、源健宏、田漫亜澄
情動脳とワーキングメモリの実行制御系との関連
440千円

苧阪直行

藤井真樹(人間・環境学研究科博士課程2年)
勝浦虞仁、山崎徳子、平野拓朗

関係発達研究にかかる「問主観性」概念の現状と可能性
一子どもの自己形成過程における意味に着目して-
390千円

岡田敬司

坂井祐円(教育学研究科博士課程 1年)
小木曽由佳、井藤元、柄津郁子

人間形成における超越性の問題についての臨床教育学的研究
-自己変容・ケア・関係性-
490千円

西平直
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研究代表者:
研究分担者:
研究題目:
交付額:

指導教員:

研究代表者:
研究分担者:

研究題目:

交付額:

指導教員:

黒田真由美(教育学研究科博士課程3年)
小林信一、高橋菜穂子
ビデオ観察とナラティヴ分析の方法論
490千円

ゃまだようこ

野口 素子(教育学研究科博士課程3年)
溝川藍、小宮あすか、嶺本和沙

感情表出が受け手の行動プロセスに及ぼす影響
-感情の社会的機能に着目して-
490千円

吉川左紀子
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修士論文及び博士論文
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平成21年度に各研究科に提出された心理学関係の修士論文および博士論文を記載した。(な
おアンダーラインは、拠点形成事業者ならびに研究協力者である。)

修士論文

文学研究科提出分

別役透 言語歯類の環境探索に伴う外界認識の比較認知科学的検討

主査:藤田和生(文・教授)

副査:棲井芳雄(文・教授)、板倉昭二(文・准教授)、苧阪直行(文・教授)、差田宏(文・

准教授)

教育学研究科提出分

伊達平和 後期近代におけるセクシュアルマイノリティの社会運動の多様性とその動員に関す

る研究

主査:岩井八郎(教・教授)

副査:稲垣恭子(教・教授)、前平泰志(教・教授)

江上直樹 キャリア教育政策における普及要因

主査:1宣~Dt (教・教授)
副査:金子勉(教・准教授)、鈴木晶子(教・教授)

湖上自告一朗 近世日本儒者の思想実践とその社会的意味

一三浦梅園・脇蘭室・帆足万里を比較して-

主査:辻本雅史(教・教授)

副査:前平泰志(教・教授)、盛込盆(教・准教授)

藤村彩夏 1930年代におけるデューイのコミュニティ・スクール論

ークラップによるコミュニティ・スクールの実践を手がかりに-

主査:田中耕治(教・教授)

副査:西岡加名恵(教・准教授)、前平泰志(教・教授)

丘恩卿 大学生の英語学習における学習方略の変容とその効果

主査:大塚雄作(高等教育・教授)

副査:松下佳代(高等教育・教授)、撞~~ (教・教授)

本部かの子 SoTLとしづ理念に見る教えることと学ぶことの関係

主査:田中毎実(高等教育・教授)

副査:田口真奈(高等教育・准教授)、亘塁塁(教・教授)

本間涼子 一課題モデルの複雑さが展望的記憶課題の遂行に与える影響

主査:査産宣(教・准教授)

副査:楠見孝(教・教授)、及川恵(高等教育・准教授)

堀口真宏海岸救援者における語り

-SCT、インタビューからみられる「つながり j に着目してー

主査:大山泰宏(教・准教授)

副査:高橋靖恵(教・准教授)、稲垣恭子(教・教授)

石川英子 「母と子育てを支える思想、の歴史的変遷に関する一考察」

愛情中心主義と努力主義の規定的葛藤を軸として」

主査:辻本雅史(教・教授)

副査:杉本均(教・教授)、明和政子(教・准教授)

磯村知徳沈黙に対する反応・体験の相違

一対人恐怖心性尺度・自閉症スペクトラム指数 (AQ)を用いて一
主査:田中康裕(教・准教授)

副査:河合俊雄(こころの未来・教授)、吉川左紀子(こころの未来・教授)

金愛花 小林宗作におけるリトミックの受容と展開

主査:よ担金差(教・准教授)

副査:鈴木品子(教・教授)、盟主亘(教・教授)

加藤のぞみ 知的障がい児をもっ母親の内的変容-母子関係に着目してー
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主査:角野善宏(教・教授)

国j査:高橋靖恵(教・准教授)、明和政子(教・准教授)

河井亨 大学生の学習におけるコミュニティ・ブリッジング

主査:溝上慎一(高等教育・准教授)

副査:松下佳代(高等教育・教授)、南部広孝(教・准教授)

小山英恵 フリッツ・イェーデ、の音楽教育論に関する一考察

主査:西岡加名恵(教・准教授)

副査:田中耕治(教・教授)、稲垣恭子(教・教授)

工藤瞳 ペルーの働く子どもの運動-，-MANTHOCの社会的・理論的背景ー
主査:杉本均(教・教授)

副査:南部広孝(教・准教授)、前平泰志(教・教授)

園崎貴弘 「私」を記録する行為としての写真撮影-撮り続ける人々の語りから-

主査:量産主(教・教授)

副査:角野善宏(教・教授)、佐藤卓己(教・准教授)

栗田季佳 障害者に対する両価的ステレオタイプの検討

主査:撞jt~ (教・教授)

高IJ査:吉川左紀子にころの未来・教授)、岩井八郎(教・教授)

劉折 中国における独立学院の現状と課題

主査:高見茂(教・教授)

副査:南部広孝(教・准教授)、田中耕治(教・教授)

前田拓人 三津勝衛の風土学に関する一考察

主査:鈴木晶子(教・教授)

副査 :1担金差(教・准教授)、前平泰志(教・教授)
松下佳弘 占領期における朝鮮人学校政策の展開 -京都府・滋賀県の事例から-

主査:盟込童(教・准教授)

副査:辻本雅史(教・教授)、杉本均(教・教授)

宮田真知 存在への違和感に関する一考察一語られる違和感体験を通して-

主査:田中康裕(教・准教授)

副査:桑原知子(教・教授)、駒込武(教・准教授)

永山智之 二者状況から三者状況に移行する場面における自他の捉え方を巡る体験とふれ合い

恐怖的心性・対人恐怖心性

主査:田中康裕(教・准教授)

副査:大山泰宏(教・准教授)、溝上慎一(高等教育・准教授)

中 陽佑 オーストラリア・ピクトリア州における教員の質保証システム

一任期付き採用教員の正式採用プロセスに焦点を当てて-

主査:髭杢皇(教・教授)

副査:西岡加名恵(教・准教授)、大山泰宏(教・准教授)

中本佳紀 「教育勅語Jの成立要因に関する政策科学的分析

一山県・井上・元田の戦略的行動に着目してー

主査:高見茂(教・教授)

副査:辻本雅史(教・教授)、前平泰志(教・教授)

中村仁 「演奏法熟達における場の形成j

主査:鈴木晶子(教・教授)

副査 :1担金主(教・准教授)、盤皇室(教・教授)
中村育子 世界・私・自覚の関連-上田閑照の二重性の思想から教育学へー

主査:矢野智司(教・教授)

副査:亘呈亘(教・教授)、山金差(教・准教授)

グエンティ・ホンハウ 教育関係における根元語としての「接触」

ーブーノ〈一対話，思想の力学-

主査:亘主亘(教・教授)

副査:矢野智司(教・教授)、量産童(教・教授)

西浦太郎 幼少期・思春期における複数文化との接触・同化が人格形成と心理的葛藤に及ぼす
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影響について ー帰国子女の風景構成法を手掛かりに一

主査:桑原知子(教・教授)

副査:河合俊雄にころの未来・教授)、髭杢皇(教・教授)

越智美幸 中学校における別室登校の機能と役割

主査:桑原知子(教・教授)

副査:大山泰宏(教・准教授)、田中耕治(教・教授)

岡田薪子 「悪筆矯正Jをめぐる教育空間

主査:稲垣恭子(教・教授)

副査:岩井八郎(教・教授)、前平泰志(教・教授)

奥村好美 オランダにおける初等学校の自己評価ー支援ツール「ゼボ」に注目してー

主査:田中耕治(教・教授)

副査:西岡加名恵(教・准教授)、高見茂(教・教授)

小野加奈子 戦前期女子ミッション・スクールにおけるマナーの教育に関する一考察

-神戸女学院を中心として-

主査:稲垣恭子(教・教授)

国j査:岩井八郎(教・教授)、渡漫洋子(教・准教授)

大下卓司 ジョン・ペリーの数学教育論に関する一考察

主査:田中耕治(教・教授)

副査:西岡加名恵(教・准教授)、髭杢皇(教・教授)

塩原佳典 明治初年代における「教育」のメディアとその地域的展開

主査:辻本雅史(教・教授)

副査:駒込武(教・准教授)、佐藤卓己(教・准教授)

高橋菜穂子職員の語りからとらえる児童養護施設の支援実践

一家庭、学校、児童相談所とのつながりに着目して-

主査:山田洋子(教・教授)

副査:明和政子(教・准教授)、桑原知子(教・教授)

竹内一真 ナラティヴ・アプローチから捉える京舞の技能伝承

ー参与観察とライフストーリーインタビューを基に-

主査:山田洋子(教・教授)

副査:明和政子(教・准教授)、大山泰宏(教・准教授)

田中崇恵 主体における“異"なるものについての考察

-境界がもたらす生命感をめぐってー

主査:桑原知子(教・教授)

副査:大山泰宏(教・准教授)、鎌田東二(こころの未来・教授)

寺沢元太 「養育jの両義性が生み出す価値体験

-M.J.ランゲフェルドの発達理論を手がかりに一

主査:矢野智司(教・教授)

副査:斉藤直子(教・准教授)、田中毎実(高等教育・教授)

山本はるか西郷竹彦の文芸教育理論の検討ー「せりあがる授業」の分析を通してー

主査:西岡加名恵(教・准教授)

副査:田中耕治(教・教授)、盤是主(教・教授)

若井貴裕 庄司和晃の理科教育論に関する一考察

-科学観の形成という主張に着目して一

主査:田中耕治(教・教授)

副査:西岡加名恵(教・准教授)、桑原知子(教・教授)

張周周 育児休業後の女性の仕事復帰と学習機会

一大学の女性医師支援を事例として-

主査:渡遺洋子(教・准教授)

副査:前平泰志(教・教授)、稲垣恭子(教・教授)
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人間・環境学研究科提出分

陳穎 四川大震災被災地におけるコミュニティー復興に関するアクターネットワーク理論的考

察

主査:杉万俊夫(人環・教授)

副査:永田素彦(人環・准教授)、吉田純(人環・教授)

陳奮視覚探索課題時の注意の制御スタイルにおける文化の影響

主査:査杢遇(人環・教授)

副査:大東祥孝(人環・教授)、船橋新太郎(こころの未来・教授)

高暁霞 日本人中国語学習者の自律性を育成するために動機づけを高める方法の考察

一期待×価値理論に焦点を当てて

主査:岡田敬司(人環・教授)

副査:小山静子(人環・教授)、大木充(人環・教授)

菊野雄一郎 課題間相関と遺伝子多型解析を用いた視覚的注意機能の個人差に関する認知遺伝

学的研究

主査:牽杢週(人環・教授)

副査:船橋新太郎にころの未来・教授)、大東祥孝(人環・教授)

松野泰大 心理物理学的逆相関法を用いた探索非対称性の生起過程の検討

主査:蓋杢遇(人環・教授)

副査:船橋新太郎にころの未来・教授)、大東祥孝(人環・教授)

小原一樹 セルフエージェンシー感が生じる対象の観察経験が運動干渉に及ぼす影響

主査:松村道一(人環・教授)

副査:蓋杢週(人環・教授)、石原昭彦(人環・教授)

佐々木素晴 イギリスにおける学校体罰への態度について:19世紀中葉以降における公教育を

中心に

主査:小山静子(人環・教授)

副査:岡田敬司(人環・教授)、川島昭夫(人環・教授)

高尾知憲 !日村単位の住民自治システム構築運動:智頭町山形地区の事例

主査:杉万俊夫(人環・教授)

副査:高橋由典(人環・教授)、永田素彦(人環・准教授)

谷口真穂 色字共感覚における文字と色の連合の生起課程 ~新奇漢字を用いた検討~

主査:牽丞週(人環・教授)

副査:大東祥孝(人環・教授)、船橋新太郎(こころの未来・教授)

上原信太郎 運動前短時間の体性感覚刺激による運動技能向上と運動学習の促進

主査:松村道一(人環・教授)

副査:小田伸午(人環・教授)、石原昭彦(人環・教授)

吉岡綾子 色字共感覚における文字と共感覚色の連合様式の研究

主査:査杢週(人環・教授)

副査:船橋新太郎にころの未来・教授)、大東祥孝(人環・教授)

こころの未来研究センター提出分

菱田一仁 話さない/話せないという体験についての心理臨床学的研究

主査:河合俊雄にころの未来・教授)

副査:角野善宏(教・教授)、鈴木晶子(教・教授)

北村麻美 日本の在宅ホスピスにおける現状と課題一地域医療連携の構築に向けてー

主査:カール・ベッカー(こころの未来・教授)

副査:高橋由典(人環・教授)、多賀茂・(人環・教授)

小木曽由佳 個性化とプラグマテイズム:ジェイムズ思想、によるユング心理学再考

主査:河合俊雄(こころの未来・教授)

副査:桑原知子(教・教授)、斉藤直子(教・准教授)

奥野元子 ストレス関連疾患に対する「膜想」の有効性について

主査;カール・ベッカー(こころの未来・教授)
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副査:杉万俊夫(人環・教授)、吉田純(人環・教授)

j宰井努石門心学と「心の習慣」 ー宗教現象学的な視座から-

主査:カール・ベッカー(こころの未来・教授)

副査:杉万俊夫(人環・教授)、高橋由典(人環・教授)

田内真惟人 ヒト前頭眼野におけるトポグラフィックマップ:flV[RI研究

主査:船橋新太郎(こころの未来・教授)

副査:斎木潤(人環・教授)、大東祥孝(人環・教授)

内野亮平表情が行動傾向に与える影響

主査:吉川左紀子(こころの未来・教授)

副査:撞互主(教・教授)、稲垣恭子(教・教授)

博士論文

文学研究科提出分

課程博士

松吉大輔視覚的ワーキングメモリの容量制約と神経機構

主査:苧阪直行(文・教授)

副査:棲井芳雄(文・教授)、差回宏(文・准教授)

嶋田容子 乳児音声に対する成人の聴力的感受性の変容

主査:板倉昭二(文・准教授)

副査:藤田和生(文・教授)、高田明(アジア・アフリカ・准教授)

教育学研究科提出分

課程博士

古野裕子 居場所に向けられたまなざしの分析

一室内画を通してみたくわたし〉の在り方の多様性一

主査:桑原知子(教・教授)

副査:量産主(教・教授)、河合俊雄(こころの未来・教授)

石川裕之 韓国における才能教育制度の構造と機能に関する研究

-fヤーヌス」化する教育システムー

主査:髭杢皇(教・教授)

副査:南部広孝(教・准教授)、田中耕治(教・教授)

前原由喜夫 高次認知と社会認知を支える作動記憶に関する研究

主査:萱産宣(教・准教授)

副査:子安増生(教・教授)、吉川左紀子(こころの未来・教授)

佐々木玲仁風景構成法の機序に関する研究

主査:桑原知子(教・教授)

副査:量産主(教・教授)、角野善宏(教・教授)

高木綾 異質な自分との内的関わりについて-青年期を軸に-

主査:桑原知子(教・教授)

副査:田中康裕(教・准教授)、大山泰宏(教・准教授)

平知宏 比喰理解における解釈多様性と身体化認知

主査:撞Jt*(教・教授)

副査:査産宣(教・准教授)、子安増生(教・教授)

田中慶江 心理臨床におけるまなざし体験の生成

主査:量産主(教・教授)

副査:高橋靖恵(教・准教授)、田中康裕(教・准教授)

東畑開人 心理臨床における美の問題

主査:量産童(教・教授)

副査:角野善宏(教・教授)、桑原知子(教・教授)
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論文博士

丸島令子 中年期の発達課題とパーソナリティに関する研究一世代性の発達研究-

主査:伊藤良子(教・教授)

副査:田中康裕(教・准教授)、桑原知子(教・教授)

人間・環境学研究科提出分

課程博士

贋瀬智士脳内運動制御機構を利用した視覚情報処理

主査:松村道一(人環・教授)

副査:内藤栄一 (ATR脳情報研究所)・主任研究員、船橋新太郎にころの未来・教授)、

小田伸午(高等教育・教授)

山本哲也 ヒト奥行き知覚過程における多重性に関する脳機能イメージング法による研究

主査:禁木潤(人環・教授)

副査:大東洋孝(人環・教授)、船橋新太郎(こころの未来・教授)、江島義道(京都工芸

繊維大学)・学長

こころの未来研究センター提出分

課程博士

田中(山本) 佳世子 学校でいかに生と死を語るか

ー「し、のちの大切さJを教えることをめぐって-

主査:カール・ベッカー(こころの未来・教授)

副査:杉万俊夫(人環・教授)、吉田純(人環・教授)、得丸定子(上越教育大学・教授)
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2009年4月'"'-'2010年3月の期間の業績(公刊予定のものを含む)を、著書、論文(査
読有り)、論文(査読なし)、紀要(査読有り)、紀要(査読なし)、総説、科研等報告、翻訳、
辞典・事典、書評、招待講演、講演、受賞歴、新聞記事等のメディアからの取材または依頼
など、自身の著作物への書評、各種メディアでの研究成果の公表など、社会的貢献など、そ
の他の順に並べた。これは、グローパルCOEr心が活きる教育のための国際的拠点」の教
員・研究員・院生・ポスドクなど、全構成メンバーのこの一年間の活動記録であり、必ずし
もグローバルCOEプpログラムの補助金による成果だけを収録したものではない。
下線は教員メンバー(教授、准教授、助教、 COE研究員)であることを示す。

1 .著書
足立幾磨 (2009).霊長類は顔をどのように見分けていますか京都大学霊長類研野服庁しい霊長類学，講

談ネ土 201・205.

赤沢真世 (200ω.コラム 12小学校英語の導入田中耕台・西岡加名恵(編 r活用する力」を育てる授
業と評価-中学校パフォーマンス課題とルーブリックの提案，学事出版， 138・138.

赤沢真世 (200ω.第2章4阿原成光と英語教育田中耕台(編続.a械を拓いた耕市たち，日本標準，
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柄津郁子(印刷中).メルロ=ポンティにおける「意味(sens)Jの生成:『知覚の現象学』の検討を中心に坂

井祐円(代表者) 京都大学大学院教育学研究科「心が活きる教育のための国際的拠点」研究開発

コロキアム研究成果報告書

加藤奈奈子・大石真吾・佐々木麻子・千秋佳世・浅田剛正・高橋優佳・鶏崎志麻・山本尚代・浅田恵美子 (2009).

心理臨床における箱庭を介したかかわりに関する研究-特別養護老人ホームでの調査からー大学

院教育改革支援フ。ログラム「臨床の知を創出する質的に高度な人材養成J研究開発コロキアム平

成20年度研究成果親告書， 72-84. 

加藤奈奈子・大石真吾・佐々木麻子・千秋佳世・浅田剛正・高橋優佳・森崎志麻・山本尚代・浅田恵美子 (2009).

「心理臨床における箱庭を介したかかわりに関する研発特別養護老人ホームでの調査から-J

研究開発コロキアム平成20年度研宛戎果報告書，72-84.

桐村豪文(印刷中).京都大学の財務会計と平成20年度事業亘塁塁(研究代表者) (編) 科学研究費基盤

研究 (B)報告書
勝世(師仲).中国における質向上をめざす割面改革研究f懐石田中耕台偏 平成19年度~平成
21年度科学研究費補助金基盤研究C リテラシーの育成をめざす言軒面規準と制面方法の開発最

終報告書

河野一紀・松本拓磨・古川裕之(印刷中).心理臨床における知について平成21年度大明涜GP報告書

子安増生・別府哲・木下孝司・郷式徹・刷11絢子・溝:J11藍 (2009). I心の理論」の獲得と期予機能の発達
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子安増生(編)科学研究費基盤研究 (B)報告書， 1・168.

工藤瞳(印刷中).ペノレーの教育部門会計ー公教育費と家言十負担を中心に-亘墨a:句院代表者)科学研究

費基盤研究 (B)報告書

桑原却子 (2009).子どものもつ力を育てるために~カウンセリングから見えてくるもの~京都市子育て

支援総合センターこどもみらい館共同機構研修会講義要録

桑原知子 (2009).カウンセリング・アプローチ一子どもと保護者の心を理論卒するー京都大学大学院教育学

研究科平成20年度成耕民告書.E. FORUM全国スクーノレリーダー育成制修学校教育研究フ
ェスタ講演録

李霞(印刷中).アジア・南米・アフリカにおける教育の機会均等に関する研究-比較教育学的アブロロー

チによる理論と実践の考察研究開発コロキアム平成21年度研究成果皐陪書(京都大学大学院教

育学研矧ヰ)

松井華子・千秋佳世・古川|裕之・山本有恵 (2009).風景構成法における彩色についての研究大判完教育

改革支援プログラム「臨床の知を創出する質的に高度な人材養成J研究開発コロキアム平成20

年度研究成果諏告書， 96・105.

松下佳代 (201ω.ISSO宜 .J2009参加報告京都大学高等教育叢書27，389・407.

松下佳代・石川|裕之・河崎美保(2010).FD連携企画ワーキンググループρ京都大学高等教育叢書27，

258・262.

溝川藍 (201ω.情動表出制御の瑚手と「心の理論」の発達子安増生 L研究代表者) (編J科学研究費基
盤研究 (B)報告書， 17・18.

森崎志麻・大家聡樹・清水亜紀子・西田麻衣子・高橋紗也子(印刷中).糖尿病者の「生きる」ことの心理

臨床学的研究研究開発コロキアム平成21年度研究成婦長告書

中本佳紀 (2009).大分県臼杵市の公会計改革と教育部門高見茂 L研究代表者) (編) 科学研究費基盤研

究 (B)報告書
南部広孝 (2009).中国における大学教育評判面の展開一本科課程教学言判面を中心に-塚原修一大学経営の

高度化とそれを支援する政策のあり方(科学研究費補助金基盤研究 (B)報告書)， 99・117.

西田麻衣子・笹倉尚子・高橋紗也子(印刷中).高齢者心理臨床における「老しリに関する研究研究開発コ

ロキアム平成21年度研究成果報告書

西嶋雅樹(印刷中).手l幼児とのプレイセラピーにおける分離についての一考察創造の臨床事例研究 6
刷 11絢子 (2009).幼児期における「心の理論」と諸手機能の発達.子安増生 L研究代表者) (編 科学研

究費基盤研究 (B)報告書 「心の理論」の務専と新予機能の発達，15・16.
大石真吾・加藤奈奈子・佐々木麻子・千秋佳世・高橋優佳・窺崎志麻・浅田恵美子・井芹聖文 (2009). W心

理臨床における箱庭を介したかかわりに関する研究-特別養護老人ホームでの調査から-~ 大学

院教育改革支援ブpログラム(大朝涜GP)、研究開発コロキアム報告書
大石真吾・加藤奈奈子・千秋佳世・佐々木麻子・高橋優佳・調埼志麻・浅田恵美子・井芹聖文(印刷中).心

理臨床における箱庭を介したかかわりに関する研究J侍別養護老人ホームでの調査から一大学

院生主僻品題探究・言論研究開発コロキアム平成22年度研究成果報告書

大下卓司・小山英恵(印刷中).第11章. 日本の学力テストをめぐる動向一平成21年度全国学力・学習状

況調査の結馬台析を中心に-田中耕治 L研究代表者) (編) 平成19年度~平成21年度科学研

究費補助金基盤研究(C)rリテラシーの育成をめざす開面白規準と謝団方御コ開発J最榊民告書，
192・197.

大家聡樹・田中史子・築山裕子・西田麻衣子・佐々木麻子・森崎志麻・清水酪己子・高橋紗也子 (200ω.r糖
尿病者の「生きる」ことの心理臨床学的研究J研究開発コロキアム平成20年度研究成果諏告書，

118・131.

奥本放主美 (2009).学習材C・D.Eスタンダードからルーブリックへの6つのステップ(平成19年度~
平成21年度科学研究費補助金基盤研究(C)rリテラシーの育成をめざす割面規準と矧面方法の開
発」中間報告書)， 130・141.

李霞(印刷中).アジア・南米・アフリカにおける教育の機会均等に関する研究ー比較教育学的アブ9ロー

チによる理論と実践の考察ー研究開発コロキアム平成21年度研究成果諏告書(京都大切に明涜

教育学研郷ヰ

佐々木麻子・市原有希子・笹倉尚子・長谷川千紘・平井久世・高橋優佳・中野江梨子・岩城晶子・加藤の
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ぞみ (2009).小児科領域における心理臨床の実践と他属師重との連携に関する研究大学院教育改

革支援プログラム「臨床の知を創出する質的に高度な人材養成」研究開発コロキアム報告書

8asaki，A (印刷中).My Experience in the Dream 8eminar臨床の知を創出する質的に高度な人材養成

-京M'!臨床の矯リ出プログラム一平成21年度国際企画成果報告書

佐々木麻子・長谷川千紘・平井久世・市原有希子・笹倉尚子・高橋優佳・中野江梨子・岩城晶子・加藤の

ぞみ(印刷中).小児科領域における心理臨床の実践とイ倒翻重との連携に関する研究大学院生主

件課題探究・討論研究開発コロキアム平成21年度研究成果報告書

杉本均 (201ω-トランスナショナル・エデュケーションに関する総合的国際新究中間報告書， 1-150. 

田口真奈・半慣し之(印刷中).FD共同実施ワーキンググループρ京都大学高等教育叢書28平成20年度採

択特別教育研究経費報告書大学教員教育研修のためのモデノレ拠点形成200928

高橋立帯主(研究代表者')(200ω.児童青年の対人関係障害に対する多次元的アセスメントによる理論卒と援助

(編)科学研究費基盤研究 (B)報告書

高柳充利 (inpress). "Des:ire， Pleasure， and Education:恒lePern印tionof the Teacher仕IToughthe 

Pursuit of Happiness" "Pr，∞:eedings of仕le3rd International Colloquium between the 

Graduate 8chool of Education， Kyoto University (Japan) and the 1nstitute of Education， 

University of London (UK) Ha 

Takekoshi， C. (in press). British tutorials and Japanese semin町 s:approachesωstudents' 

development， in hisω，rical perspective Happiness and Personal Growth: Dialogue between 

philosophy， psychology， and comparative education 
徳永俊太 (2009). イタリアの全国テストに関する一考察~汝学の問題に焦点をあてて一一科学研究費

補助金基盤研究 (C)(ー粉平成19"'"'21年度研究代表者:田中耕台リテラシーの育成をめざ

す言珊規準日柵方法の開発最僻陪書

徳永俊太 (2009).プロジェクト TKの研究上の特色一一7年間の共同授業研究を振り返って一一田中耕古

(編J科学研究費補助金基盤研究 (C)(ー粉平成19"'"'21年度研究代表者:田中耕治リテ
ラシーの育成をめざす制面規準日捕方法の開発最終報告書

辻喜代司(印刷中).野殿・童仙房地域における生活の中の伝統行事のフィールドワーク-神社祭犯とその

系|践を中心として一 編 [教育実践コラボレーション・センター採択]研究開発コロキアム平

成21年度研究成果諏告書

Usami.T(印刷中).Mye却 eriencein Dr. Giegerich's Dream 8eminar臨床の知を創出する質的に高度な人

材養成-京大型臨床の知創出フ。ログラム一平成21年度国際企画成果報告書

宇佐美朋子(印刷中).ギーゲリッヒ博士の夢分析セミナーと 18APでのシンポジウムに参加して.臨床の

知を創出する質的に高度な人材養成-京ブ型臨床の失日創出プログラム一平成21年度国際企画

成果諏告書

渡漫洋子 (2009).報告書:平成19年度"'"'21年度科学研究費補助金(萌芽研知「医療教育従事者の専門

聯肝修に関する成人教育的実践研究ー教育学専攻者を中心にj 備知℃表者:渡溜羊子)， 1 

山本有恵・千秋佳世・古川裕之 (2009).臨床的方法としての「めぐる」ことに関する体験的研究大学院

教育改革支援ブρログラム「臨床の知を創出する質的に高度な人材養成J研究開発コロキアム平成

20年度研究成果報告書， 146同159.

吉井勝彦(印刷中).熊本県宇城市の公会計改革と教育部門亘昼亙(研究代表者')(編) 科学研究費基盤研

究 (B)報告書

8.翻訳

藤井康子(印刷中).霧社事件研究の課題(呉密察) 日本台湾学会報，12

沈麗云・棲井待子・川崎良孝訳 (2009). ~中国の図説官と図書館学:歴史と現剖呉建中・郎五芳・金暁

明・範井思・沈麗云著，京都大学図書館↑静良学研究会， 177. 

林子博訳 (2009). I東亜儒皐史中的《心経附註))J (津井啓一 「東アジア儒学史における『心経附註JlJ、

2009年) 国立台湾大学国際シンポジウム「東亜儒学輿日本思想J

林子博訳 (2009). I地側士舎中的義関専承的重述手口媒瞳J(:塩原佳典 「地場計士会における義民伝承の語り

直しとメディア」、 2009年)国立台湾大学国際シンポジウム「東亜儒学奥日本肢思j
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林子博訳 (2009). 1近世日本儒者的思想賞践及其社合意義「一三浦梅園、脇蘭室、帆足万里的比較一一J

(湖上陪一朗 「近世日本儒者の思想実践とその社会的意味一三浦梅園・脇蘭室・帆足万里を比較

して-J、2009年)国立台湾大学国際シンポジウム「東亜儒学輿日本，思想J

星野豊監訳・禁藤桂訳 (2009).スクール・ロー(ネイサン・エセックス著) 星野豊・スクール・ロー研

究会〈編入学事出版

池田華子 (201ω.魂にみちた教育一子どもと都市のスピリチュアリティを育む-中川吉晴臨R(編) 晃
洋書房， 19・45.

河合俊雄・田中康裕・高月玲子 (200ω. 河合隼雄著『日材申話と心の構造~， 1・108.

川崎樹、子・川崎良孝訳 (2009) ~.読書と読者:読書、図書館、コミュニティについての研宛或果』キャ

サリン・シェルドリック・ロスなど著， 343 

川崎良孝訳・久野手口子・藤野寛之 (200ω. ~公立図説官の玄関に怪獣がいる:ポストモダンの消費資本主

義は、どのようにして民主主義、市民教育、公益を脅かしているのか』エド・デーンジエロレッ

キー著，京都大学図書館情報学研究会， 130. 

松木荊硲監訳 (2009).1人生から学ぶJCasement，P.2006 Le紅泊ngfrom Life. Routledge岩崎学術出版社

1-265. 

中川吉晴臨R(201ω.魂にみちた教育一子どもと朝市のスピリチュアリティを育む-，晃洋書房， 19必.
南部広孝訳 (2009).中国文化とその基本的新数大塚豊監訳中国教育の文化的基盤，東信堂， 39-56. 

南部広孝訳 (2009).中国伝統文化の類型，性質と基本存号神大塚豊監訳中国教育の文化的基盤，東信堂，

57・91.

西岡加名恵・鄭谷心(訳.)(2009) 121世記的日本教育改革一一中日学者的視点(21世紀における日本の

教育改革一日中学者の視

(20∞09ω1).コンビテンス自己概念 (Novic，N.et al. (199ωCompetence Self-Concept)梶田叡一・浅田匡(編
自己概念研究ハンドブック (Bracken，B.A. (ed.) Handb∞k of Self-Concept， Wuey.) 

小木曽由佳訳(印刷中). 1表現と構築-ー箱庭療法の効果的メカニズムJ ~.箱庭療法学研究』・日本箱庭療
法学会，21

大山泰宏訳 (2009).コンビテンス自己概念 (Novic，N.et al. (1996) Competence Self-Concept)"梶田叡

一・浅田匡(編)自己概念研究ハンドブ、ツク (Bracken，B.A. (ed.) Handb∞k of Self-Concept， 
W丑ey.) 金子書房

髭杢望・李霞(訳) (印刷中).21世会己日本教育改革的超勢 21世妃日本的教育改革一日中学者的規点一

笠杢担 (201ω.マレーシアにおけるトランスナショナル高等教育規制によるその効用と問題の比較考量

(編) トランスナショナル・エデ、ュケーションに関する総合的国際研究中間報告書， 113・128.

髭杢盟 (201ω.トランスナショナル教育プロジェクト報告と勧告 (編) トランスナショナル・エデュケ

ーションに関する総合的国際研究中間報告書， 1-15. 

田口瑛子・川崎良孝訳 (2009). ~図書館と図書省閣議:変革と羽織の 60年』ジョージ・ボビンスキー著，

京都大学図書館f静長学研究会， 246. 
竹村幸祐 (2009).~:名誉と暴力:アメリカ南部の文化と心理~(Nisbett，R. E.， & Cohen， D. 1996 Culture of 

honor:官lepsychology of violence in the South. Westview Press.)石井敬子・結城雅樹(編)， 

1・40.

田中康裕・高月玲子 (2009).河合隼雄著「アッシジの聖フランチェスコと日本の明恵上人J~思想家河合

隼雄~， 31・54.

弼少弟他・張周周訳・渡書羊子日本語校閲 (200ω.中国の伝統文化をめぐる状況と財卒一日本「伝承文化

と生涯学習」研究会との交流から-京都大学生涯教育学・図書館情報学研究， 167・176.

張周周 (2009).中国の伝統文化をめぐる状況と見解一日本 I伝統文化活動」研究チームとの交流渡漫洋子

(編) 研究計画報告書「伝承・習い事J文化における学習様式と生涯学習の現代的課題に関する

比較研究， 130・138.

山金連・藤岡綾子(共訳者) (200ω. K.-P.ホルン「教員養成と一般教前伴」 教育哲学研究 100，1・14.

山金運 (200砂.H.ケムニッツ「耕市教育のスタンダードと耕哉の専門性」 グローバル世界におけるドイ

ツの教師教育改革，東京学芸大学教員養成カリキュラム開発研究センター， 9沼.

山名淳 (2009).H.ケムニッツ「τ'IJY.[SSとPISAはドイツの梯市教育にどのような影響を与えている州グ
ローバノレ世界におけるドイツの教師教育改革，東京学芸大学教員養成カリキュラム開発研究セン
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ター， 51-63. 

山名淳 (2009).C.クラマー/K・p.ホルン/Fr.シュヴァイツアー「ドイツの大学生は教員養成の内容をどの

ように刊面している州 グローバル世界におけるドイツの郡市教育改革，東京学芸大学教員養成

カリキュラム開発研究センター， 65・80.

9.辞典・事典

赤沢真世 (2009).授業の刊面田中耕治(編 よくわかる教育課程t1E，ミネルヴァ書房， 100-101. 
赤沢真世 (2009).総合的な学習の時間の言判面田中耕治(編) よくわかる教育課程， ミネルヴァ書房，

150・151.

井藤元 (2009). rケアリングJ， rシュタイナーの教育と福祉J， rスクールホーム」 サトウタツヤ・中村

正(編)対人援助学キーワード集晃洋書房

楠見孝 (201ω.批判的思考海保博之・松原望(監修) 思考と感情の事典朝倉書店， 330-331. 

撞塁塁(印刷中).文醐礎山梨正明『比喰と瑚卒~，茂呂雄二『なぜ人は書くの刈，阿部純ーほか『人間

の言語情報処理昔話語講和認知科学園』 中村明(編) 日本語文章・文体・表現事具朝倉書店

永田素彦 (2009).社会構成主義日本社会心理学会，丸善

坂荊右円 (2009).スピリチュアルケア、仏教カウンセリング望月昭・サトウタツヤ・中村正(編対

人援助学」キーワード集，晃洋書房

佐藤卓己 (2009). rメディア・イベントJr深夜放送Jr号外JrスキャンダノレJr24時間テレビJほか9

項目小島美子(編) 祭・芸能・行事大辞典ヲ朝倉書盾

柴原真知子 (201ω.成人教育、女性センター、国立女性教育錦宮ぎょうせい(編) 最新行政大事典，ぎ

ょうせい

杉本均 (2010).ブータンの教育他11項目 (締 比較教育学事典，未定

高見茂 (2009).収支に関する制度白石裕・葉養正明(編) 必捗信喰小六法，協同出版， 891・892.

内田由紀子 (2009).文化的自己観日本社会心理学会編(編) 社会心理学事典，丸善出版， 458-459. 

10.書評
金子勉(印刷中).図書紹介『フンボルト理念の終意?-現代大学の新次元一』 教育学研究 77

小山青将 (2009). ~台湾女性史入門』 東方，338，28・30.

小山吉争子 (2009).菅原亮芳編『受験・進学・判交』 教育学研究，76，131田132.

子安増生 (2009).今月の本棚 (B∞kReview)三宅和夫・高橋恵子編著『縦断研究の挑戦一発達を瑚卒す
るために』 児童心理63，140-140. 

松木実!硲 (2009).氏原寛著「カウンセリング実践史心理臨床学研究，27，372・374.

松下佳代 (2009).授業の研究教師の学習ーレッスンスタデ、イへのいざない一教育学研究， 246-247. 

松下佳代(印刷中).大学における書く力考える力一認知心理学の知見をもとに.-IDE現代の高等教育

明和政子 (2009). ~チンパンジー用物差し』でヒトを測る 環境と健康，22，116・119.

南部広孝 (200ω. 書評王傑(茶)著『中国高等教育の拡大と教育機会の変容~ (東信堂〉 教育社会学研

究，85，152-154. 

佐藤卓己 (2009). メディア史の可能性:~占領期雑誌資料大系』を読む図書， 3月号， 24・27.

佐藤卓己 (200ω.望田幸男『二つの鞘麦・二つの近代』 京都新聞

佐藤卓己 (2009). 福間良明 ~r戦争体験」の戦後史』 諸君!， 5月号， 352-353. 

佐藤卓己 (2009).西川祐子『日記をつづるということ一国民教育装置とその逸脱』 日本経済新聞

佐藤卓己 (2009).解説中川一徳『メディアの支配者』 講談社文庫， 476・482.

佐藤卓己 (2009).橘木俊詔『東京大学エリート養成機関の盛衰』 中国新聞ほか(共同通信祖国言)

佐藤卓己 (2009). 片山慶隆『日露戦争と新聞~J 産経新聞

11.招待講演
Adachi‘1， & Hampton， RR (2009). Audi句巧7対sualCross-modal Representations of Familiar 
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Conspecmcs in Rhesus Macaques 

カール・ベッカー (2009).学問から見たお浄土の瑚卒仏教看護・ピノ¥ーラ学会第5回年次大会

カール・ベッカー (2009).生き方を考える稲盛アカデミー特別客員講演

Fuiita‘K (2009). Memory awareness in阿武edcapuchin monkeys Kyoto-Lancaster Joint 

In飴rnationalSymposium on Psychological Science New Directions ofMemory Research 

(Invi旬dta1k) 

藤田和生 (200ω-ヒト以外の動物における奥行き感が関係すると思われる鋭見日本心理学会シンポジウ

ム「奥行き感餅見を考えるJ(話題提供)

半津礼之 (2009).現代大学生の態度と行動長崎大学FDサマーワークショップ

半津礼之・田口真奈 (2009).若手研究者がネットワーキングすることで新たなmには何が展望できるか
多次元的な学士力養成を担う総合的学修支援公開シンポジウム

半慣L之(発表予局.いかにして大明涜生は教育活動と出会うか大朝涜生を対象としたプレ回の取り組
みから圃日本青年心理学会研究委員会企画ワークショップp

盤芸呈 (2009).チンパンジーの発達研究聖霊高校講演
林美里 (2009).チンパンジーの認知発達研究ベネッセ公開シンポジウム

平山るみ (2009).批判的思考態度尺度の改訂日本教育心理学会第51回総会自主シンポジウム「批判的

思考の認知的構成要素とその測定j話題提供

池田尊司 (2009).美的評価に関わる脳内機構

伊村知子 (2009).乳児の視覚世界ベネッセ公開シンポジウム

伊村知子 (2009).チンパンジーの視覚世界きょうされんナイトゼミナール

板倉昭二 (2009).赤ちゃんの謎に迫る:認知発達心理学から日本心理学会公開シンポジウム

板倉昭二 (2009).Development of s∞iability. Departmental colloquium series in the Human 
Development andApplied Psychology Department of OISE!UT. 

板倉昭二 (2009).Development of mentalizing in human infants. Emotional animals， Sensible humans 

International GCOE symposium. 

角野善宏 (2009).編集委員会企画シンポジウム「心理臨床学の輪車r>-一心理臨床学らしい研究の必須要件を

考える」 日本心理臨床学会第28回秋季大会

角野善宏 (2009). rスクールカウンセリングにおける箱庭療法」 日本箱庭療法学会第23回大会
角野善宏 (2009).過食，解離などの症状の認められた思清朝少女との面接過程(古川真由美発表) 日本

箱庭療法学会第23回大会

角野善宏 (2009).日本箱庭療法学会地区明彦会日本箱庭療法学会

角野善宏 (2009).日本箱庭療法学会地区研修会日本箱庭療法学会

金子勉 (2009).19世紀のドイツにおける大学の自由と自治大学史研究会第32回大学史研究セミナー「学

間の自由と大学自治」ドイツ・アメリカ・日本一J話題提供

鹿子木康弘 (2009).目標予測的な視線の発達一知覚と行為の関連から一日本動物心理学会第69回大会自

由集会 rr身体」の知覚・認識研究の今後~比較発達によるアプρローチj話題提供
川崎良孝 (2009).2008年の図書館法改正:意義と課題上海図書館・上海市図書館学会 (2009年8月7

日)

川崎良孝 (201ω.図説宮集会室について考える上海図書館・上海市図書館学会 (2010年 1月7日)

川崎良孝 (200ω.図説富・図書館史研究の現状筑波大切に学院図説官』↑静民学研究科 (2009年 12月14日)

川崎良孝 (201ω-中国の公共図書館筑波大学大判完図説官情報学研究科 (2010年2月10日}

ECovasu.M. (2010). A UI姐edtheory of understanding the mind in young children. Invited ta1k at the 

University of Zaragoza. 

ECovasu.M! (2010). Influences of optimism-pessimism and po位.tiveorientations on the sense of 

happiness. Invited talk at the University of Zaragoza 

栗固有圭 (2010).外国人児童生徒のための学習支援ブρログラム第5回可児市国際教室担当者会

桑原知子 (2009).関係性の展開ー拡散と深化一日本心理臨床学会第28回秋季大会シンポジスト

松下佳代 (2009).大学における目標・評価の標準化の批判的検討一軍mingP吋ectを事例として-教育目

標・矧面学会中島守研究集会シンポジウム「大学における教育学教育の目標・制面を考える一国境

を越える質の保証がもたらすものー

-108-



松下佳代 (2009).Facultyづくりの取り組みー京大センターの場合一関西大学教育開発支援センター設立

寄己念フォーラム

松下街Lt(200ω. r汎用的(generic)Jという栴吉日本カリキュラム学会第20回大宮謀題研究n r~生き

る力』の時代におけるヒドワン・カリキュラムをどう捉えるべきか」

松下佳代 (200ω.大学教育のネットワーク一日本と世界一京都大学基礎物理学研野斤研究会「科学として

の科学教育」

松下佳代 (200ω-パフォーマンス矧面の榔旦み河合塾池袋校講演

松下佳代 (2009).京都大学センターによるFDの系邸哉化:そのサスティナピ、リティとスケーラビリティ日

本教育工学会第25回全国大会全体シンポジウム「変革をささえる教育工学:サスティナビリテ

ィとスケーラビリティ」

松下佳代 (200ω-パフォーマンス矧匝-思考と表現を制面する一小松市立矢田野小学校研究発表会

松下佳代 (2009).学習論・能力論の立場から教育目標・評価学会第20回大会公開シンポジウム「学力と

評価の最前線」

松下佳代 (2009).新しい評価のパラダイムーパフォーマンス評価の観点から-シンポジウム「学生を変容

させる初年次教育J

松下佳代 (201ω.学びを評価するーパフォーマンス評価の試みーグローノミノレCOE共催シンポジウム「子

どものこころの発達と教育~最新の研究成果に学ぶ'""'-'J

松下佳代 (201ω.FDの視点からみたOSCE--OSCEリフレクション法から自生的FDへ一札幌医科大学

FDセミナ-

Matsuzawa司 T~(2009). lmitation and memory: An evolutionary scenario for the uniqueness ofhuman 

∞gnition International school of ethology 25th course: The primate mind: Builtωconnect 
with other minds 

M:atsuzawa‘ T~ (2009). Understandingthe chimpanzee mind through bo仕1field and laboraωη 

research第10回APRU博士課程学生会議

Matsuzawa. T~ (2009). Trade-off仕leoryof memory and symbolization in humans and chimpanzees 

SARMACVIn 

Matsuzawa. T~ (2009). My studies of chimpanzee mind bo仕1in the field and in the lab・oraωIryAnnUal

meeting 2009 of the Korean Association of Biological Sciences 

Matsuzawa. T~ (2009). Cogr耐.vedevelopment in chimpanzees: A trade-offbetween memory and 

abstraction? Special Lecture: In communication of the 5仇hannivers紅γofSogang University 

Matsuzawa.T. (2009). Chimpanzee mind: What is uniquely human? i-brain 

松沢哲郎 (200ω-進化の隣人ヒトとチンパンジー第147回日本獣医学会判諜会市民公開講座「ヒト

と動物の関わり合い」

松沢哲郎 (2009).チンパンジーの親子と教育時習館SSH・第3回特別講演会

松沢哲郎 (2009).霊長類学から見た老化第26回日本老年学会総会

松沢哲郎 (2009).進化の隣人ヒトとチンパンジー (初岐阜県工業会第16回通常総会記念講演

松沢哲郎 (2009).チンパンジーの心 YaleGALE-Ul¥但C2009

松沢哲郎 (2009).人間とは何かーチンパンジーの研究から-中部学院大学公開講座

松沢哲郎 (2009).チンパンジーの心:人間の認知と行動の霊長類的起源第32回日本神経科学大会

松沢哲郎 (2009).チンパンジーから見た人間の心の起源第8回自然科学研究機構シンポジウム明歯が諸

学を生み、諸学が脳を総合する」

松沢哲郎 (2009).人間とは何か公開シンポジウム「人間とは何かーヒトとそれ以外の霊長類の比較研究

からわかること」

松沢哲郎 (2009).チンパンジーの「教えない教育、見習う学習Jお茶の水女子大学グローノミノレCOEプロ

グラム「格差センシティブ、な人開発溺ヰ学の倉IJ成J:子どもの遊び・学びの進化と、深化~文化・社

会・歴史の制約を解き明かす~

松沢哲郎 (2009).新しい霊長類学:人を深く知る 100間100答中部学F忠史学公開講座
松沢哲郎 (2009).チンパンジーの親子と教育第16回種保存会議

松沢哲郎 (2009).チンパンジーと人間の比較から見た子育ての進化的基盤右京区保育士会55周年記念
号室主み生i合』
ロ 19ミコミ
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松沢哲郎 (2009).心の進化一人聞とチンパンジーの比較から 第6回慶謄義塾先端科学技術シンポジウ

ム「こころを生み出すー神経基盤の解明j

溝上慎一 (2009).大学教育を通して成長を実感するHighPerformerとしての学生タイプの鞘敷第31回

大学教育学会大会発表要旨集録，90-91.

h位zokami.8(2009).官lespurt of self-品目nationin adolescence Poster presentβdat仕le14th European 

Conference on Developmental Psychology， Programme 139-139. 
溝上慎一 (2009).ポジショニング概念によって異世界となる自己世界とその形成フ。ロセスサトウタツ

ヤ・安田裕子学会企画シンポジウム「時間と空間のなかで自己の変化を捉えるJ.日本心理学会

第73回大会発表論文集，811圃811.

溝上慎一 (2009).オランダの心理学者HubertHermansとの出会いを通じて都筑学企画ワークショップp

「ヨーロッパ心理学の伝統から学ぶ一身体、時間、自己、他者-J.日本心理学会第73回大会発

表論文集，W859-W859. 

溝上慎一 (2009).分樹句自己観にもとづく自己形成-青年期のアイデンティティ形成ブロロセスをテーマ

に-追手門学院大学心理学部講演

溝上慎一 (2009).学生にとって役立つm 京都産業大学FD推進委員会講演
溝上慎一 (2009).英語コアC鹿児島大学「英語コアCJ特別講義

溝上|真一 (2009).みんなで「イマドキ大学生Jを考える!?-rゆとり教育世代」のラベリングを超えて一

Le紅由ngb訂.東京大学・学びの公開研究会

溝上慎一 (2009).高校における学習・キャリア学習が大学での学びにどう活きるか広島県立尾道北高校
三分宮b、
日 H'コミ

溝上慎一 (2009).高校生の進路溜尺とキャリア形成熊本県立責林第一高等学校・キャリアガイダンス

溝上慎一 (2009). 大学全入日新~~こ対応した教育方法-学生の学習意欲喚起につながる教育改善一北九州

市立大学国際環境工学部m研修会講演
溝上慎一 (2009).キャリア教育の成功の指標一本事業に対する評価・コメント一一橋大学現代GPr同窓

会と連携する先駆的キャリア教育モデノレJシンポジウム

溝上慎一 (2009).意欲的に学び、自分を成長させるための読書とマンガ創価大学全学読書運動 r8BWJ

特別講演会

溝上慎一 (2009).学生が主体的に学ぶための授業デザイン明治大学図書館職員向け講習会

溝上慎一 (2009).初年次教育における学習意欲と基礎能力の育成立教大学経済学部立教GPシンポジウ

ム

溝上慎一 (2009).ワダイ生の特徴を分析する和歌山大学FDフォーラム

溝上慎一 (2009).改めて学生調査データから教育改善を考える北九州市立大学国際環境工学部

m研修会講演
溝上慎一 (2009).支援の必要な学生タイプはどのような大学生活を過ごしているか-学生4類型から見て

第31回全国大学メンタノレヘノレス研究会

森田美弥子・高橋靖恵 (200ω-思考・言語カテゴリーの臨床的適用名古屋ローノレシャツハ研究会2009年

度総会

明和政子 (200ω.紅会的認知の起源を探るー胎児期・新生児期にみる身体マッチング能力日本赤ちゃん

学会第9回学術集会シンポジウム1r胎児期からの運動と社会的認知の発達1
明和政子 (2009).ヒトの心が芽ばえるとき一社会的認知の発達と進化的基準ト第7回ダウン症療育研究

会特別講演

明和政子 (2009).早産児の発達第4回京都大学NICU公開セミナー

明和政子 (200ω-母親似トの他者は養育にかカわるか?チンパンジーの事例から第25回日本霊長類学

会学術大会公開シンポジウム 11母親J- r霊長類学」と「子ども学jのクロスディスカッショ
ンJ

明和政子 (2010).ヒトらしい心とは一心の発達と教育の進化的基謹一第3回慶磨義塾大学・京都大学グ

ローバルCOE共催シンポジウム「子どものこころの発達と教育~最新の研究成果に学ぶ'"'"'J

明和政子 (201ω-自己認識の発達と進化、感覚価値モノ学・感覚価値研究会・科学部会総括シンポジウ

ム「多層的な感覚価値モデノレj

盟主亘 (200ω.死んでゆく不思議・生まれてくる不思議一子どもたちにどう伝えるかブ強大学公開講座
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西平直 (2009).世阿弥「伝書jのダイナミズム世阿弥忌セミナー

西平直 (2009).無心の誘惑・無心の強迫日本宗教学会

直主亘 (2009).Outline ofZeami's PhilosophyofPractice and E却 ertise"官官self，the other and 
languageω The Global COE Programme" 

布井雅人 (200ω.欄腕の能動的処理が選貯械に影響する日本心理学会第73回大会ワークショッブρ

「単純蹴虫効果研究の広がり」話題提供

布柴靖枝 (2009).今、家族におきていること日和j呪医科学会第11回「子どもの心」研修会

布柴靖枝 (2009).死と再生のワーク日本電話相談学会

Okanda， M.， & 1takura‘S! (2009). Why do children e油ibita yes bias?圃Mechanismof a yes bias-

International Conference on accessωlanguage and∞gnitive development 
大塚結喜 (2009).高齢者のワーキングメモリ日本心理学会第73回大会ワークショッブorワーキングメモ

リーの認知的変化を考える」話題提供

大山泰宏 (2009).今，治療枠について再考する島根県臨床心理学研究会

大山泰宏 (2009).私たち「学生」は変わったか?---.-.:.解離の時代を生きる-

査杢週 (2009).文化が注意に与える影響~視覚探索課題による検討~日本認知心理学会大会
禁オ吋閏 (2009).視覚記憶:視覚性ワーキングメモリにおける鞘数統合と更新を中心に視覚科学の学際的

アプρローチに向けて

問調 (200ω.視覚性短期記憶における鞘教の統合と動的更新生理学研野斤研究会「視知覚研究の融合

を目指して一生理、心理物理、計算論J

SaJ.ω.N! (201ω. Becoming cosmopolitan: What can 1 do as a Japanese ωadvanceAmerican 

philosophy?アメリカ哲学促進学会

S泊句司N!(2009). Democracy yetωcome: Towards the Great Communityあ，rthe Great Manカラブリ

ア大学における招待講演

S泊句司N.(2009). From merit∞:racy to aristocracy: Tow紅白ajusts∞iety for the Great Manイギリス
教育哲学会ケンブリッジ支部年次大会

禁藤直子 (2009). r内なる光」と教育:偉人と異人を受容する社会へ日本教育学会年次大会/開催校企
画シンポジウム

SaJ.ω.8! (2009). Woi恰 19memory research in Japan， UK and Europe: A small scale∞mpanson. 
E8RC Working Memory Workshop (sponsored by Economic and 80cial Research Counc辺m
位leUK)

棲井芳雄 (2009).ブレインーマシン・インタフェースと神経団路網の再編成第24回神儲臓の成長・再

生・移植研究会

佐藤卓己 (2009).メディアと世論調査-ファシスト的公共性の視点から-相会文化学会第12回全国大

会シンポジウム「メディアと権力」

佐藤卓己 (2009).<昭和>の記憶と世論輿論日本マス・コミュニケーション学会春季大会シンポジウム

佐藤卓己 (2009).感情のメディア史ーその方法を考えるメディア史研究会2009年度研究集会ミニシン

ポジウム

佐藤卓己 (2009).大衆文化における断絶性と連続性について 20齢己メデ、イア史研究所特別研究会シン

ポジウム「占領期・大衆文化はどう変わったか」

杉本均 (2010).国際的視点からみた日本の教育耕哉免許状更新講習フェスタ講演

鈴木晶子 (2009).Der Fuss macht Mass， der Fuss macht 8pass Tagung der Gesellschaft白r

E五storischeAnthropologie in Zusammenarbeit mit dem 8onderforschungsbereich Kulturen 

des Performativen und dem Interdisziplinaren Zentrum飴 HistorischeAnthropologie der 

Freien Universitat Berlin 

鈴木晶子 (2009).Der Takt als dasAffektive. Der Takt in der A宜ektivenWissenschaft heute. Was 

heisst {paedagogischer} Takt? 

鈴木晶子 (201ω.心の旅路・人生を美しく-教育の詩学から

鈴木品子 (2009).法人化後の大学とその将来旧制高校研究会

田口真奈 (2009).ICTを活用した大学授業改善平成21年度第4回工学部FD講演・言論会

高橋靖恵 (2009).シンポジウム話題提供:インテーク面接の持ち方日本昨床心理士養成大朝涜協議会第9
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回大会年次総会

高橋靖恵 (2009).思春期の子どもの心をはぐくみ、そだてるために一大人と子どもの育ち合し」福岡県立

大学心理教育相談室公開講演会

高橋靖恵 (2009).青年期のこころとその発達一家族ライフサイクルの視点から-近畿学生相談研究会第

42回特別例会

竹村幸祐 (2009).日本人の集団主義を支える制度と心:日米比較実験による検討日本心理学会第73回

大会ワークショッブρ 「桓会環境と信頼・協力:近年の研究の動向と今後の展開」話題提供

友永雅己 (2009).チンパンジーからヒトを見るーこころの進化を探る心理学日本基礎心理学会公開シン

ポジウム 「こころ」のサイエンス「心理学が解き明かす心のしくみ

友永雅己 (2009).チンパンジーからみたこころの進化と発達一比較認知科学という視点金沢大学創基

150 年記念「講演会・シンポジウム」シリーズ第2 回、 ~I社会性認識J 学際脳科学シンポジウム』、

第3回学際科学実験センターシンポジウム

友永雅己 (2009).目は口ほどにものを言う?視線の比較認知科学北九州大学文学部特別講演

友永雅己(2009).チンパンジーからヒトを見る科学夜話Cafepedia第22夜

友永雅己 (2009).チンパンジーの発達からみた子どものからだと心第31回子どものからだと心・全国研

究会議特別講演

友永雅己 (2010).チンパンジーの心を探るサイエンスカフェ・コミュニケーション

辻本雅史 (2009).近世学問のメデ、イア転換一石田梅岩と石円心学パリ第7大学・国際シンポジウム:近世

日本における学びの文化

辻本雅史 (2009).近世学問のメディア転換一石田梅岩と石円心学国際シンポジウム:近世日本における学

びの文化

辻本雅史 (2009).近世日本における儒学の学習と儒耕句人間形成ソウル国際判桧議・東アジア儒教文

化圏における普完

辻本雅史 (2009).<思想、のメディア>史研究の構想台湾大学日本語文創新国際シンポジウム基調講演

辻材技 (200ω.1 7世紀日本の『メディア革命』と江戸文化台湾大学日本語文学系「簡静恵人文講座」

辻本雅史 (2009). r学びの身体也に学ぶ-I江戸」の視点による現代教育の相対化大学生研究フォーラ
ム

辻材佐史江戸儒学の学ひし読めない経書をいかに読んだか黒川古文化研究所文化講演会

辻材故 (200ω.儒学の教育と武士の人間形成岡山大物也田文庫絵図展記念講演

辻材住史 (2009).江戸日輸上方庶民の学びと石円心学心学明誠舎早春セミナー

辻材住史 (200ω-近世京都の教育文千七と樹齢学校京都番組小学校企画展記念講演

辻材佐史 (200ω.教育の歴史遺産:江戸の「学び」に学ぶ世界遺産シンポジウム「近世の教育遺産を考

える一足利学校・弘道館・閑谷学校~J 基調講演

内田由紀子 (2009).漂流する若者たち:日本社会における対人関係の結ひ?方とこころの健康主催 :NPO

法人高槻オレンジの会後援:高槻市，高槻市教育委員会

内田由紀子 (2009).文化とこころの関係京都府立盲学校メンタノレヘノレス職員研修会

内田由紀子 (201ω-社会心理学から見た普及活動平成21年度滋賀県改良普及職員大会

魚野手羽太 (201ω.広汎性発達障害における動的表情処理の心理・神経メカニズム日本動物心理学会第151

回例会「自閉症研究と比較認知科学の接点j

渡漫洋子 (2009.10.7).成人学習者にとって「学ぶ」とは一成人教育学の視点から

Yamada、 Y~(2009). Narrative approach 

Yamada.Y~ (200ω. Narrative andle出由g:From psychological perspective InteIτlational Conference 

of Narrative and Learning 

Yamada.Y~ (2009). Visual narrative oflife cycle and death: Commonality ofimage drawings across 

必宜erentcultures 

Yamada.Y~ (2009). Visual images of life cycle 

山金運・(2009).E.ジャック=ダルクローズに触発された「へレラウ新教育」一一教育学の方からみてリ

トミックはなぜ興味深いのか日本ダルクローズ音楽教育学会第9回大会パネルディスカッショ

ンIIIIリトミックとは何か、その理念とは何カサ (2)

山金塗 (200ω.Re伽 mpadagogikohne Gartenstadt， Gartenstadt ohne Reformpadagogik: Was haben 
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Japaner hier in Hellerau erlebt und， was haben sie davon mitgenommen? Symposium 

Vision Lebensreform; Lernen von Hellerau(シンポジウム「生活改革のビジョンーへレラウから

学ぶJ) 

山金運(2009).Emotion als Thema der Gedenkstattenpadagogik: Notitzen zum Entwurf einer 
vergleichenden Untersuchung zwischen Japan und Deutschland. Symposium Happiness， 

Emotion， Language: Toward an International Comparative Study保都大学GCOEおよひい

ルリン自由大学との共同開催シンポジウム)

山名淳(2009).教育哲学者は道徳を教えられるか一一道徳の非専門家が「道徳の指導法」を担当すること

について 「総合的道徳教育ブロログラム」全学フォーラム

山名淳(2009).いじめはなせ漁り返されるのだろうか一ーそのメカニズムと最近の傾向を考える早稲田

整持別講演

山名淳 (2009).哲学への権利一一教育哲学と哲学教育とのあいだ京都大学グローノミノレCOEi心が活き

るための国際的拠在、」指定討論

吉川左紀子 (2009).Inverse Translational Scienceとしての他者感情理解の基礎研究の可能性日本感情

心理学会第 17 回大会シンポジウム「他者の感情理解のメカニズム~t部寮ならびに応用に向けて」

講演

吉川佐紀子 (2009).認知心理学のアプローチ日本心理学会第73回大会ワークショッブρ「カウンセリング

における専門性とは」話題提供

12.講演
足立幾磨 (2009).FDに関わる大学問ネットワークの意義と課題第26回関東地区大学教育研究会『大学

「母車携の「いま」と「これからJ.ll

カール・ベッカー(2009).21世紀の危機と日本思想、稲盛環境問題研究班報告

カール・ベッカー(2009).医療が癒せない病~老病死のこころのケア第4回こころの広場京都府/京都

大学こころの未来研究センター共同企画

カール・ベッカー (2009).臨死伸験から見る死後の可能性聖トマス大学日本グ、リーフケア研究所公開講

座第5期『悲嘆について学ぶ』

カーノレ・ベッカー (2009).教育に求められているもの京者附立学校教員定期研修会

カール・ベッカー(2009).浄土の歴史と心理法然セミナー2009~憧僚~いのちの行く先'"'"'.ll

カール・ベッカー (2009).末期の方々の介護者，医療者の燃え尽き防止について 「末期の方々 の介護者，

医療者の燃え尽き防止について」三島地区緩和ケア研究会『生涯研修講座』

カール・ベッカー(2009).教育に求められているもの 21年度京都市立学校事務研究大会

カール・ベッカー (2009).InternationalAssociation of Shin Buddhist Studies Potentials ofBuddhism 

for Contemporary Grief Care 

視野裕・直井望・柴田実・河井昌彦・岡ノ谷一夫・明和政子 (201ω.乳幼児の脳幾能発迄揺らぎを中心

lこー第22回バイオエンジニアリング講演会

林美里 (2009).チンパンジーの発達研究と日々の暮らし第四回市民公開日

井藤美由紀 (2009).グリーフケアを考えるーある父親の日記によせて第9回十和田緩和ケアセミナー

清家理・CarlBecker(2009).経済的問題を抱える患者への士制お劃秀によるアプローチの検証日本医療・

病院管理学会

撞星主 (2009).意思決定における個人差と感情シンポジウム「意思決定・経済行動への認知的アブρロー
チ」 日本認知心理学会第7回大会

楠見孝 (200ω.広告における単樹新虫効果による安Il;憾とノスタルジア日本広告学会関東部会・消費者

行動学会チュートリアル・セミナー

楠見孝 (2009).痛みのメタファーの主観性と問主観性シンポジウムシンポジウム「メタファーと主観

性J 日本英語学会第27回大会

桑原次日子 (2009).子どもをわかろう一子どもの再発見と大人のこころの成長一京都学校教育相談研究大
ぷ〉、
ヱミ

桑原弐却日子.渡渡;部部幹.大山泰宏.吉

ンセリングにおける専F門q性とは日;本恥心理学会第7花3回大会ワ一クシヨツプρ
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松下佳代 (2009).大学の科学教育を変える-誰が・何を・どのように?-パネルディスカッション「学士

課程における科学教育の未来j指定討論

松下佳代 (2010).大学教育の実践知を共有するーコミュニティ・ネットワーク・コモンス三一第16回大学

教育研究フォーラム・特別講演

森田健一 (2009).学校現場をまなざす心理臨床学的視点庵扮j、学校校内側彦会

森田健一 (2009).不登校をまなざす心理臨床学的視点大正小学校校内側彦会

直井望・謝野裕・柴田実・河井昌彦・岡ノ谷一夫・明和政子 (201ω.乳幼児の音声処理に関与する脳機能

の発達研究第22回バイオエンジニアリング講演会

布柴靖枝 (2009).カウンセリングの基礎と実際

布柴靖枝 (2009).職場のメンタノレヘルスを考える

布柴靖枝 (2009).学生をエンパワーするための面接j去

布柴靖枝 (201ω-セクシュアル・ハラスメント対応

布柴靖枝 (200ω.保育}爪園)職員のメンタルヘルス

布柴靖枝 (2009).セクシュアル・ハラスメントー行為者〈加害者)の対応とインタビューか法、間曜論献ま

での流れ 21齢己職業財団，東京

布柴靖枝 (2009).子どもの心の理論卒と対応

布柴靖枝 (2009).中年期の発達課題と夫婦・家族関係

布柴靖枝 (2009).事務職員による窓口対応

布柴靖枝 (2009).職場のメンタルヘルス

布柴靖枝 (2009).発達障害学生支援の諸問題-修学・対人関係・就労

布柴靖枝 (2009).ボランティア論

布柴靖枝 (2009).ストレスをためないコミュニケーション

布柴靖枝 (2009).部下の心を開くコミュニケーション-管理職のための職場のメンタルヘルス

布柴靖枝 (2009).不登校・ひきこもりの子どもを抱える保護者へのカウンセリング

布柴靖枝 (201ω 口の病と心の病」その対処法を学ぶー臨床心理士の立場から見えることー

Bioprogressive Study Club 

対数佐作・足立幾磨 (2009).FDに関わる大学問ネットワークの意義と課題第26回関東地区大学教育研

究会『大学関連携の「いま」と「これからJj

尾崎真奈美 (2009).幸せ発見の心理学さがまちコンソーシアム大学

尾崎真奈美 (201ω.インテグラル・ポジティピティ トランスパーソナノレ心理学・栴榊医学会基礎研究会

佐伯恵里奈 (2009).エクゼクティブ・コントローノレにおける音韻的作動記憶の役割日本心理学会第72回

大会小講演，L032

童杢週 (2009).色字共感覚における文字と色の統合日本心理学会大会
坂荊右円 (200ゆ. 1共感」について考えるー看護学校の授業から一得丸定子研究室「いのち教育」研究会

佐藤卓己 (2009).教養とメディア朝日 21関西スクエア懇談会

佐藤卓己 (200ω.メディア人間・野依秀市から読む日本言論史;W実業之世界jW帝都日日新聞の射程 120
世紀と日本」研究会

佐藤卓己 (2009).輿論と世論中央電気倶楽部午餐会講演

佐藤卓己 (2009).輿論か世論か一民意とは何かオムロン文化フォーラム (NHK文化センター京都支

社)

住接卓己 (2009).世論と感情-メディアと公井性の視点からワークショッブP1感情学a島cω，logyの展望j
佐藤卓己 (2009). 1テレビ的教養の可能性シンポジウム「東アジアの音と映像J

清家理・ CarlBecker(2009).経済的問題を抱える患者への地域連携によるアプローチの検証日本医療・

病院管理学会

清家理・ CarlBecker(2009).経済的問題を抱える患者へのMSW支援機能と地域連携によるアプローチ

の検証ファイザーヘルスリサーチフォーラム

髭杢堕 (201ω.日韓の教育改革の行方日韓公開シンポジウム
杉本均 (201ω.21世紀における日本の教育改革一日中学者の視点、から一日中合作本出版記念シンポジウ

ム

田口真奈・出口康夫・赤嶺宏介 (2009).未来のファカルティをどう育てるかー京都大学文学研究科プレm
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ブpロジェクトを事例に-第16回大学教育研究フォーラム小講演

高橋正実・尾崎真奈美 (2009).叡智とスピリチュアリティ立制官大学応用人間科学研究科

竹井捧祐 (2009).アメリカの集団主義と日本の集団主義:集団行動の「タイプJに見る文化差奈良大学

ネ士会学部心理学料教育講演会

Takemura， K (2009). Beingdi宜erentleadsωbeing connected: On the adaptive function of uniqueness 

mopens∞ieties 
田中正之 (2009).動物園に行こう一野生動物の研究から見えてくる人間らしさアスニーセミナー

田中正之 (2009).動物園での研究と教育京大サロントーク第52回

田中正之 (200ω.動物園でチンパンジー研究総合博槻宮勃荷映像博2009トークイベント

田中康俗 (2009).発達障害とユング派心理療法日本ユング心理学会

田中康裕・妙オ寸告之 (2009).臨床場面における夢の扱い方-フロイト派とユング派の異同一日本ユング

心理学会

田中康裕 (2009).発達障害は張り子の羊の夢を見るか?島根大学教育学部教育臨床研究会

東畑開人 (2009).下着の美学 「寺子屋・衣食住J研究会

Yamada.Yj2009). Visual narratives oflife cycle and death in Japanese， British and French adults 
LONDON PROJECT:官lequest of narrative methodology伽 themedical and psychological 

support in multiple cultures (Symposium on Narr油.veResearch in Health and TI1ness) 

Yamada.Y~ (2009). Image maps oflife and the spirituallife句氾le.: Japanese， British， Austrian， and 

French university students' visual narratives第13回京都大学国際シンポジウム 2009学科漸

究における映像実践の最前線

吉川左紀子(2009)rコミュニケーションの心理学:ことばと声と表情とJ甲賀看護専門学機葬演会(甲賀看護専
門学校，滋賀県甲賀郡)2009.8.3 

吉川左紀子(2009)rこころをつなぐコミュニケーション:ことばと表情の認知科学」国際高等研究所公開講演会
(国際高等研究所，京都府精華町)2009.10.24 

吉川左紀子(2009)r心理学・月餅ヰ学からみた「こころJを伝えるコミュニケーション」京都日本語教育センター
秋季講演会(京都大学，京都市)2009.10.31 

吉川左紀子(2009)r表情とまなざしとこころ:実証心理学の試み」第31回夜の森の教室(法然院，京都市)
2009.12.11 

吉川部己子(200ω 「現伶士会とこころの変化:豊かなネットワークで次世代を育むJ第10回京都教育懇話会(立

命館朱雀キャンパス、京都市)2010.2.14 

吉川左紀子(2009)Iこころの未来研究センターの取り組みJ~1鮪旨する学際のために~ (九州大学人間環境

学大朝涜、福岡市)2010.3.23 

13.受賞歴
カール・ベッカー (2009).ラルフ・ホンダ特別功労賞皇太子明仁親王奨学金財団

問即我 (200ω.韓国における教育制面の現状と課題-I遂行判面(performanceassessment) Jを中心に-

京都大学教育学部同窓会国際賞

本所恵 (2009).スウェーデンの総合制高等学校における教育課程改革一一履修方式の転換に焦点をあてて

一一日本カリキュラム学会研究奨励賞

小野文生 (2009).第6回教育恩想、史学会奨励賞教育思想史学会

サトウタツヤ・安田裕子・木戸彩恵・高田沙織・ValsinerJ. (2009).複線径路・等至性モデル一人生径路

の多様性を描く質的心理学の新しい方法論を目指して第1回日本質的心理学会学会賞優秀理

論論文賞，5，255・275.

Takemura， K (2009). When do NorthAmericans become collectivistic? Cross-cultural experiments on 
thee宣ectofintぽ伊・oupcompetition on c∞peration wi吐血groupsCanadian Post-D∞ωIral 
Research Fellowships 

渡辺創太・中村哲之・藤田和生 (2009).ハトはツェノレナー錦見図形に対しヒトと逆傾向の鋭見知覚をする

日本動物心理学会第69回大会、大会奨励賞口頭発表部門優秀賞
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明和政子 (201ω.現代のことばこころの発達と環境京都新聞

亘主亘 (2010). ~世阿弥の稽古哲学』出版読売新聞
布柴靖枝 (2009).キャリア発達学生支援河北新報

苧阪満里子・苧阪直行 (2009).記憶脳を刺激する!最菊日件学ワザためしてガッテン(NHK)

楼井芳雄 (2009).心の働き実験て解明老化脳は鍛えられる京大院・棲井芳雄教授朝日新聞

棲井芳雄 (2009). 明断言号で操作J実用へ前進患者の生活支援ロボ、ット連動も日本経済新聞

棲井芳雄 (2009).BM  1脳科学の最前線<高齢脳〉学習能力衰えない心理学からのアプローチ読売新

聞

楼井芳雄 (201ω-脳の信号を読み取って車精子や身体を動かせる日朝tが来る月刊ビジネスアスキー
佐藤卓己(200ω.新型インフルエンザ熟慮要する創鱗随朝日新聞(東京本制坂朝刊U)

佐藤卓己 (2009).メディア日者平報道も 11世論J社昨日する勇気を民間腕差

佐藤卓己 (200ω.総翠挙の魁R基準輿論か世論か見極めを中国新聞ほか(共同通信社配信)

佐藤卓己 (2009). "失望tlある政治、認めよ毎日新聞
佐議卓己 (2009).民主党大勝の輿論と世論産経新聞夕刊

佐藤車己 (2009).<青年の主張>の文化史信濃毎日新聞月曜評論

佐藤卓己 (2009).選挙でのメディアの責任信濃毎日新聞月曜評論

佐藤卓己 (2009). "国家は悪で国民は善11 の呪縛信濃毎日新聞月曜評論

佐藤卓己 (2009).テレビの生き残り史料化で讃責新聞メディア欄

佐藤卓己 (2009).女子アナは"亙女"の残影か讃責新聞メディア欄

佐藤卓己 (201ω.国民読書年の 11文字文イ七" 讃責新聞メディア欄

佐藤卓己 (2010). I電子黒115むより生身の教員讃責新聞メディア欄

佐藤卓己 (2009).当時の政治的背景究明を朝日新聞樹兵事件再審判決記事コメント

佐藤卓己 (2009).新聞は責任ある/教養メデ、イア"たれ朝日新聞関西スクエア

佐藤卓己(2009).車問インフル正確かつ科学的な報道期待讃責新聞東京本社記事インタビュー

佐藤卓己 (2009).視座5世論に流される政治京都新聞 09衆院選前インタビュー何が歴史的か

佐藤卓己 (2009).<予言成就>期待と権威失墜の危険性京都新聞 09衆院選後インタビュー

佐藤卓己・佐々木俊尚・岡留安則 (2009).鼎談 IT時代のジャーナリズム京都大学新聞

鈴木晶子 (2009).E:ine deutsch-japanische Studie untersucht Gluecks-Inszenierungen bei 

traditionellen Fam出enfestenTagesspiegelドイツ全国紙学術・科学欄全面1

田中正之 (2009).チンパンジーに勉強部屋京大と協定施設改修朝日新聞

田中正之 (2009).チンパンジーがコンヒ。ューター学習-近く深く類人猿舎進化京都新聞

田中正之 (2009).チンパンジーのお勉強-京都市動物園公開しながら研究産経新聞

田中正之 (2009).歓迎チンパンジー-京大との研究施設公開毎日新聞

田中正之 (2009).チンパンジーの知也感じて京都市動物園と京大共同事業読売新聞

田中正之 (2009).窓日経新聞

田中正之 (2009).京大と共同研究進む京都市動物園-これからの教育・研究拠点に京大学錦庁開

田中正之 (2009).チンパンジー、人間みたい?一気兼ね、威嚇学習にも個性京都新聞

田中正之 (2009).チンパンジーパネルで勉強神戸新聞

田中正之 (2009).数字の大小しっかり勉強京都市動物園北日本新聞

田中正之 (2009).勉強めぐり個性発揮チンパンジーまるで人間岐阜新聞

田中正之 (2009).チンパンジーの学習公開 4頭に個性習熟度に差高知新聞

田中正之 (2009).チンパンジー学ひやの風景京都市動物園公開北陸中日新聞

田中正之 (2009).京都市動物園チンパンジーの学習公開四国新聞

田中正之 (2009).チンパンジーの授業参観京都市動物園タッチパネノレ数字学習を公開愛媛新聞

田中正之 (2009).パネルで数字お勉強チンパンジーの様子公開徳島新聞

田中正之 (2009).パネルの前で個性豊かにチンパンジーが数字学習長崎新聞

田中正之 (2009).数字の学習を公開京都市動物園チンパンジー4頭熊本日日新聞

田中正之 (2009).ノくネル使い数字学習京都市動物園研爾噺報

田中正之 (2009).個性豊かチンパンジーの学習ぶり SANKEIEXPRESS 

田中正之 (2009).Kyoto zoo chimps no chumps at simple math恒leJapan Times 
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田中正之 (2009).岡崎チンパンジ一日記ω-数字学習「達成の喜び」 京都薪聞
田中正之 (2009).岡崎チンパンジー日記ω-顔にも味わい、繁殖期待京都新聞
田中正之 (2009).岡崎チンパンジ一日記(3)一群れの力関係学習に影響京都新聞

田中正之 (2009).京のまち「特集コーナー動物園にチンパンジーがやってきたJ KBS京都

田中正之 (2009).FNNスーパーニュースアンカー関西テレビ

田中正之 (2009).京都市動物園・チンパンジー舎 NPOの大賞受賞 「研究公開J高し唱判面京都新聞

田中正之 (200ω.情報交主長動物園ぺ子ってみようチンパンジーは数字に強いナショラルジオグラフ

イツク 2010年2月号

友永雅己 (2009).ヒトの「心」の謎を、チンパンジーとともに探る京都大学理学研究科・理学部広報誌編

集委員会〈編) わくわく理学一夢ふくらむ京大理学部，76-77.

友永雅己 (2009). I明日八{霊長類とともに」第2回 2009年04月17日読売新聞夕刊(関西版)第2面

辻本雅史 (2009).原風景愛燐庁間「道標ふるさと通信j

辻本雅史 (2009).タイムマシン愛媛新聞「道標ふるさと通信J

内田由紀子 (201ω.尊敬できる普及員は一説』得力・行動力を劃見日本農業新聞第1面

山本真也・田中正之 (200ω.チンパンジーも手助け要求に応え道具渡す中日新聞

山本真也・田中正之 (2009).道具欲しい?どうぞ使ってチンパンジー義理堅く産経新聞

山本真也・田中正之 (2009).チンパンジーおせっかいなし助けは求められた時だけ朝日新聞

山本真也・田中正之 (2009).褒美なくてもお手伝いチンパンジーの利他行動京都新聞

山本真也・田中正之 (2009).仲間がジュースストローどうぞ求め応じ手助け日経新聞

山本真也・田中正之 (2009).助け合うチンパンジー道具を受け渡し毎日新聞

山本真也・田中正之 (2009). I道具貸してJIどうぞ」 チンパンジー無償の愛読売新聞

山本真也・田中正之 (2009).チンパンジー求めに応じ道具手渡す徳島新聞

山本真也・田中正之 (2009).チンパンジー仲間と助け合い中園新聞

山本真也・田中正之 (2009).仲間の求めに、道具手渡しチンパンジーで確認京大岐阜新聞

山本真也・田中正之 (2009).求めに応じ道具手渡し京都大准教授らチンパンジーで確認山陽新開

山本真也・田中正之 (2009).チンパンジー、求めに応じ手渡し「ステッキどうぞJ 佐賀新聞

山本真也・田中正之 (2009).チンパンジー道具貸してどうぞ求めに応じ助け合い高知新聞

山本真也・田中正之 (2009).求めに応じ道具手渡しチンパンジー実験利他行動解明に光新潟日報

山本真也・田中正之 (2009).チンパンジー見返りなくても手助け日刊工業新聞

山本真也・田中正之 (2009). Iそれ、とってJIあらっ、しW、わよ」手助けするチンパンジー赤旗

山本真也・田中正之 (2009). 求め~~þ芯じ、道具「はいJ 京大チームチンパンジーの「利他行動」確認南日

本新聞

山本真也・田中正之 (2009).利他行動の起源に迫るチンパンジー要求に応じて手助け見返りが無くて

も継続京大学生新聞

15. 自身の著作物への書評
オミ村元 (2009). 小山静子・太田素子編 ~I育つ・学ぶ」の社会史』 教育相会学研究，85，137・138.

佐藤卓己 (2009). "世論Jに流されず、 11輿論"を再興せよ第三文明， 5月号， 16・18.

佐藤卓己 (2009).ため息の歴史家になりたい潮，5月号， 56・57.

田嶋一 (2009). 小山静子・太田素子編 ~I育つ・学ぶ」の社会史』 教育学研究，76，248・249.

16.各種メディアでの研究成果の公表など
松木剣硲 (200ω.連載精神分析臨床家の流儀 5.語られることの中の現実と空思帰申療法35，金剛出版，

235・240.

松木荊硲 (200ω.6.現実提示は有用か:技法上の問題帰申療法35，針削出版，351・355.

松木邦裕 (200ω.7.分析と統合糊申療法35，金剛出版，511・516.

松木安|硲 (200ω.8.身だしなみ繍中療法35，金剛出版，631・635.

松木多|硲 (200ω.9繍申分析の短期化と簡便化期申療法35，金剛出版，771-775.

Mattie:.R. (201ω. Exploring Happiness in Experiential Education 
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明和政子 (2009).早産児心の発達探る京都新聞

M:vowa-Yamakoshi. M. (201ω. Cognition: Emulative learning百 eMuseum of Comparative 

An仕ITopogeny伽oCA)

棲井芳雄 (2009).念力が使える!?目首と機械をつなぐ梯持 NHK1サイエンスZEROJ

佐藤卓己 (2009).活字がニュー・メディアになる未来考える人，30，74・75.

田中正之 (2009).チンパンジーの学習公開パネルの前で個性豊かに共同通信47news

田中正之 (2009).チンパンジーのお勉強-4頭が共同生活読売新聞オンライン

田中正之 (2009).チンパンジーのお勉強一群れ飼育で知性を研究読売新聞オンライン

田中正之 (2009).チンパンジーのお勉強-4頭の素顔を紹介読売新聞オンライン

田中正之 (2009).チンパンジーのお勉強-動物園の環境に慣れました読売新聞オンライン

田中正之 (2009).チンパンジーのお勉強-お勉強が始まりました!読売新聞オンライン

田中正之 (2009).チンパンジーのお勉強-お勉強、進んでますかあ?読売新聞オンライン

田中正之 (2009).チンパンジーのお勉強-全員お勉強が大好き!読売新聞オンライン

田中正之 (2009).チンパンジーのお勉強-お勉強がしたいなあ…読売新聞オンライン

田中正之 (2009).チンパンジーのお勉強-4に大苦戦中…読売新聞オンライン

田中正之 (2009).チンパンジーのお勉強-今日は調子がいいみたいよ読売新聞オンライン

田中正之 (2009).チンパンジーのお勉強ーコイコの暇つぶし読売新聞オンライン

田中正之 (2009).チンパンジーのお勉強ーヨウコとスズミの「補習j 読売新聞オンライン

田中正之 (2009).チンパンジーのお勉強ーできる男!?タカシ読売新聞オンライン

田中正之 (2009).チンパンジーのお勉強-突然の大ゲンカ!読売新聞オンライン

田中正之 (2009).チンパンジーのお勉強-スズミの誕生日読売新聞オンライン

田中正之 (2009).チンパンジーのお勉強-勉強時間の終わりには・・・読売新聞オンライン

田中正之 (2009).チンパンジーのお勉強ーかなり差がついてきた?読売新聞オンライン

田中正之 (2009).チンパンジーのお勉強-それぞれ個性がありまして読売新聞オンライン

田中正之 (2009).チンパンジーのお勉強一気分転換も大事読売新聞オンライン

田中正之 (2009).チンパンジーのお勉強-勉学の秋?やる気満々!読売新聞オンライン

田中正之 (2009).チンパンジーのお勉強ーなくてはならない勉強時間読売新聞オンライン

田中正之 (2009).チンパンジーのお勉強-2頭はライバノレ?読売新聞オンライン

田中正之 (2009).チンパンジーのお勉強-横取りはひどいよ…読売新聞オンライン

田中正之 (2009).チンパンジーのお勉強-僕たちも勉強してます!読ヂJ積iオンライン
田中正之 (2009).チンパンジーのお勉強-教育的指導!?読売新聞オンライン

田中正之 (2009).チンパンジーのお勉強-14の壁J再び読売新聞オンライン

田中正之 (2009).チンパンジーのお勉強-微少な力関係読売新聞オンライン

田中正之 (2009).チンパンジーのお勉強ーさようならヨウコ読売新聞オンライン

田中正之 (2009).チンパンジーのお勉強-3頭になった勉強部屋読売新聞オンライン

田中正之 (2009).チンパンジーのお勉強-若い子には勝てない…?読苧EfJf聞オンライン

田中正之 (200ω-チンパンジーのお勉強-勉強音隠に体重計を設置読売新聞オンライン

田中正之 (2009).チンパンジーのお勉強-勉強時間は長すぎてもダメ?読売新聞オンライン

辻本雅史 (2009).教育を「江戸」から考える NHKラジオ第二放送「こころをよむ」調査13回担当、

演

山本真直・田中正之 (2009).チンパンジー、要求あれば手助けも=1ストローどうぞ」一実験で解明・京

大霊長類研時事ドットコム

山本真也・田中正之 (2009).チンパンジーが「利他行動」 求めに応じ道具を手渡し共同通信47news

17.社会的貢献等(教員に限定)
足立幾磨動物心理学会編集幹事

金王盤関西教育行政学会理事

河崎美保 (200ω.京都市総合教育センター子どもがわかったと思う瞬間ー算数科の授業研究を通して-

京都市小学校教育心理研究会第2回水曜調査講師 (2010.1.26)、犬山市立楽団小学校犬山市立楽
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田小学校現哉教育研究協議会指導・助言者 (2010.2必
川崎良孝 (200ω.日本図書締済究会理事長、 ShanghaiInternational Library Forum国際企画委員

駒込武 (2009).教育史学会理事・機関誌編集委員・事務局、日本台湾学会理事・機関誌編集委員・大会シ

ンポジウム企画委員

子安増生 (2009).日本発達心理学会理事長、社団法人臨床時発達心理士認定運営機構理事長、日本心理学

会諸学会連合監事・理事、日本判桧議21期連携会員(心理学・教育学委員会)

楠見孝 (2009).日本判す振興会・科研費第1段審査委員、日本教育心理学会常任編集委員，日本認知心理

学会理事、京都市研究開発学校運営事縛委員会委員

松木歩|硲 (200ω.日本欄申分析学会会長、日本橋申分析協会教育研修委員長、開申分析インスティテュー

ト運営委員、福岡糊申分析センター・センター長

松下佳代日本教育学会理事、日本教育方法学会理事、日本カリキュラム学会理事・学会誌編集委員、教育

目標・評価学会理事、大学教育学会理事・学会話編集委員、学校図書算数新培著作者、東京大

学教養学音防ト部言判面委員、日本学術振興会科研費第1段審査委員、質の高い大学教育推進ブρログ

ラム審査委員、大学設置分科会専門委員会委員

明和政子独立行政法人科学槻切鵡樹需戦略自句創造研究推進事業 (ERATO型)浅田共鰍口能シス

テムプロジェクト研究推進委員独立行政法人科学闘す振興機構戦略自句創造研究推進事業

(E貼 TO型)岡ノ谷j情動情報発達グループρリーダー

永田素彦日本質的心理学会常任理事科学紛附会論学会理事

西岡加名恵(2009).文部科学省中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会児童生徒の学習言輔の

在り方に関するワーキンググループ委員

大倉得史日本質的心理学会研究交流委員会委員

苧阪直行日本判桧議20・21期会員(心理学・教育学委員会「脳と意識」分科会委員長、科学者委員会

委員、地区会議代表幹事、近畿地区代表幹事、学術体制分科会委員)、文部科学省(科学闘す・学

付藩議会・脳科学委員会委員、脳科学研究推進懇談会委員、脳科学研究戦略推進ブρログラム委員)、

Frontiers in Human Neuroscience (Review Ediω，rial Boぽd)、日本心理学会専門別代議員、日本

学術振興会・科研費第2段審査委員、日本ワーキングメモリ学会会長、国際高等研野斤・研究プ

ロジェクト(科学闘す文化)研究員、関西心理学会顧問、 Member，European Resear.ch Council 

(ERC) SH4 Funding Review Panel (ヨーロッパ研究機構 SH4(呉験心理学)矧面委員)、日

本理論心理学会第55回大会委員長

ブ場雄作日本教育心理学会(理事・常任編集委員)、大学教育学会理事、大学割面・学倒受与機構(大学

機関別認謡咽委員・短期大学機関rJ認謡輔委員・学位授与教育学専門委員)、 ISO庁C232(人

材育成と非合法激育サービス)国内審議委員会委員、最高裁判所家庭裁判所調査前験委員会臨

時委員、財団法人短期大学基準協会評議員、財団法人電通育英会奨学信望考委員、財団法人大学

コンソーシアム京都mフォーラム企画検討委員、特定非営利活動法人実務能力認定機構理事
大山泰宏日本臨床心理士会総合企画委員会委員、「きょうと絵画・絵日記・ポスター」分析監修

査担白日本心理学会編集委員、日本基礎心理学会編集委員、日本認矢口科学会常任運営委員、日本認知心理

学会国際交流委員、 Psychologia編集委員

楼井芳雄 (200ω.産業技術総合研競庁評価委員会委員およひミ委員長、高度通信・放送研究開発議毛研究評

価委員会委員、バイオニック医療機岩野淳子ネ申経刺激装置開発ワーキンググループ委員、日本学術

振興針ヰ学研究費審査委員、高等学校での脳研究の紹介など

佐藤卓己日本マス・コミュニケーション学会理事 (2009年6月まで)、 国際日本文化研究交流財団・留

学生事業審査会委員、朝日新聞社大阪本社関西スクエア幹事、日本放送協会アーカイブス研究実

行委員会委員

杉本均日本国際協力事業団講義、アジア教育研究会主宰

鈴木晶子第20・21期・日本判守会議第一部会員、日本学術会議・心理学・教育学委員会「心と身体か

ら教育を考える分科会」委員長、日本学術会議・科学と社会委員会「科学力増進分科会j副委員

長、日本物好会議「環境とリスクj委員会委員、日本学術会議「医学教育委員会J委員、教育哲

学会理事、教育思想史学会理事、 ドイツ文化研究所評議員、京都市相会教育委員、日本学術振興

会科学研究費審査委員

高橋靖恵平成16年4月~現在 日本家族心理学会理事平成16年 10月~現在 日本青年心理学会学会
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誌編集委員平成21年4月~日本家族心理学会常任編集委員

亘塁塁(200ω.関西教育行政学会会長、日本教新子政学会理事、日本教育経営学会紀要編集委員、京都府
まなひ教育推進プラン検討会議委員、(有)関西教育考学校術顧問

田中正之 (200ω.日本霊長類学会学会誌「霊長類研究J編集委員， r動物園大好き市民会議j実行委員会
委員

田中毎実 (200ω.関西地区FD連絡協議会代表幹事被・代表、日本学術会議連携会員、日本学千振興会・

科研費第二段審査委員、教育哲学会常任理事・機関誌編集委員長、大学教育学会常任理事

辻本雅史(200ω-日本思想史学会会長、教育史学会事務局長、関西教育学会会長、日本学材手会議連携会員(心

理学教育学宰陰)、(初心学明誠会理事

渡漫洋子 (2009).医学教育専門家育成検言サ委員会委員(日本医学教育学会)，京都府生涯学習審議会委員，

滋賀県人権施策推進審議会委員

ゃまだようこ 日本学総議連携会員(心理・教育分科会)、日本蜘心理学会常任理事、日本発達心理学

会理事、日本心理学会学会誌編集委員、日本心理学会専門代議員、日本質的心理学会学会誌編集

委員、京都大学学術出版会理事

山名淳 (2009).教育哲学会編集委員、教育哲学会会計監査、教育思想史学会理事、教育思想史学会編集委

員、教育史学会編集委員

吉川戯己子 (2009)日本学術会議21斯連携会員心心理学・教育学委員会)日本認知心理学会理事日本基礎

心理学会理事国際高等研究所企画委員 Psycho1ogia:InternationalJournal of Psycho1ogical 

Sciences Ediωr 

18.その他
赤沢真世 (2009).京都市立高倉小学校との授業改善にむけた共同研究に参加

カール・ベッカー (2009).心は元気か教賓車だより(京都府市町利教育委員会連合会)147，1・19.

カール・ベッカー・村上和雄 (2009).死を超えるには死んでもし、いと思うものに出会うこと(生命のメッ

セージ) 到知1月， 102・108.

畑野快 (2010).プロセス・パフォーマンスとアイデンティティとの関連第16回大学教育研究フォーラム

隼瀬悠旦 (2009).フィンランドの教員養成の理論的背景へのアブρローチ第29回アジア教育研究会

広瀬広三 (200ω.カントの地理教育-自然地理学と教育学の避遁-京都大学自然地理研究会第59回懇話
b、
ヱミ

入江尚子・唐沢孝一・島田将喜・渡辺創太 (2009).遊ひ噺究を遊ぶ-r動物韓併斗学」への道標日本動物
心理学会第69回大会ワークショッブρ発表者4は企画・司会を担当

井創言彦(印刷中).図書紹介:村!博久・岩田遵子著『子どもの「居場所Jを求めて子ども集団の連帯性

と規範形成』 教育哲学研究，101

井藤美由紀 (2009).死をめぐる知恵をもとめて人環フォーラム，25，46・47.

角野善宏浜本論文へのコメント神戸女学F封て学
角野善宏 (2009).rr発達障害」と心理臨床j京大心理臨床シリーズ7伊藤良子・角野善宏・大山泰宏(編J
角野善宏 (2009). r身体の病と心理臨床ー遺伝子の次元から考える」京大心理臨床シリーズ8伊藤良子・

大山泰宏・角野善宏〈編)

角野善宏 (2009). r心理臨床関係における身体」京大心理臨床シリーズ9伊藤良子・大山泰宏・角野善
宏 (訴訟

近藤(有田)恵・大石高典・内田由紀子・主歪昼 (2009).研究者のウェルビーイング一対人関係、がパフオ

ーマンスと帰申健康に与える影響京都大学文学研究科グローバノレCOEプログラム「親密圏と公

共圏の再編成をめざすアジア拠点2008年度研究成果報告会

Kovasu‘M. (2009).官官eecomponents ofhappiness: Syn出esisinga sense of competence， a vital sense 

oflife， and a sense of acωmplishment.百le仕rirdInternational Symposium between the 

Institute of Education， U泊刊rsityof London， and the Graduate Sch∞，1 of Education， Kyoto 
University. Happiness and Personal Growth: Symposium between Free University ofBerlin 

and Kyoto University. Happiness， Emotion， and Language: Toward an lnternational 

Comparative Study. 

ECovasu，M! (2010). Deve10pment ofunderstanding another's cognition and emotion in young children 
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Symposium between Free UniVIぽsityof Berlin and KyoωUniversit罫Happiness，Emotion， 

and Language: Toward an In句rnationalComparative Study. 
子安増生 (2010).ラウンドテーブル企画市昨u的思考力を育てる-学士力、ジェネリックスキルの認知的
基盤-J:司会者第16回大学研究フォーラム(京都大学高等教育研究開発推進センター主催). 

松下佳代 (2009).大学教育のネットワーク一日本と世界一素粒子論研究(電子版人31・36.

松下イ封L'C;(201ω.どうなる?指導要録の改定数学教室，56，86・87.

溝ーと|真一 (2009).小論文問題現代大学生論学研・アンカー

Mぽ由10ω，Y.， Watabe， M.， & Kusur瓜 T~(2009). When people depend punishment over rewarding: 

Distrustful people 白ndωdependpunishment under ceratinty， while trust白1people under 
uncertainty. Hokkaido University International Symposium S∞10・EcologicalApproaches句
Cultural and S∞ial Psychological Processes. 

Morimoto， Y.， Watabe， M.， & 1Cusumi. T~ (2009). Effe∞ts of trust on sanctioning behavior and 
evaluating self-fairness: Warning and Revenge. Waseda University International Young 

Scholars' Conference Political Economy of Institutions and Expectations 1 

長岡千賀 (2009).2者対話における向調性:対話の「間jや身体動作を指標とした検討日本心理学会第

73回大会ワークショッブロ「比較認知発溺申経科学ワークショッブρー協力と同調行動:協力を促

す非言語コミュニケーションの進化的基盤ー」

長岡千賀 (2009).心理臨床面接におけるカウンセラーの瞬白日本心理学会第73回大会ワークショッブロ

「カウンセリング対話を科学する(3)ーカウンセリングにおける専門性とは:-J

西嶋雅樹 (2009).2008年度刻用者統計報告甲南大学学生相談事紀要， 17，63・71.

及川恵 (2009).卒業時学生調査の結果勺心理的適応に焦点を当てた検討京都大学高等教育研究開発推進セ

ンター第80回公開研究会

丞担墓 (2009).調査報告工学部4回生学生実態調査の概要第5回工学部教育シンポジウム

亙出墓(印刷中).公開研究会京都大学高等教育叢書，28

樋糊R子 (200ω.神宮皇判官と朝鮮アジア教育史学会秋季例会

Okumura， Y， Siegal， M， & 1takura司S(2009). Bilingual advantage of conversational unde附 anding:A
comparison between English口Japaneseb出ngualchildren and Japanese monolingual 

children. 5th International Inuyama Comparative Social Cognition Symposium 

小野加奈子 (201ω.戦前期女子ミッション・スクールにおけるマナーの教育に関する一考察-神戸女学

院を中心として-教育史フォーラム・京都 (口頭発表)

大塚雄作・星山墓(印刷中).研究ワーキンググループp 京都大学高等教育叢書，28

Sむ臥N.(201ω. Becoming cosmopolitan， achieving happiness: philosophy as translationグローノ〈ノレ

COE国際会議

Sm臥 N.(200ω. St叫 eyCavell and the education of grownups: American transcendentalism and 

ordinary language philosophy生柄ヰ学研野畑究会

査産笠 (2009).解説湯津田昌・湯津美紀〈訳)ワーキングメモリと学習指導北大路書房 (Gathercole，S. 

E.， &Alloway， T. P. (2008). Working memory and learning. London: Sage Publications)， 
109・116.

査産宣高齢者における長期記憶検索とワーキングメモリー苧阪論文へのコメントー心理学評論，52，

287・290.

鮫島輝美・竹内みちる・西山直子 (201ω.介護における「負担」観から新たな価値観の創造に向けて京
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ロゴ、マークについて

本拠点のテーマである、有能感・達成感・生命感が合わさって幸福感(心が活きる状態)が生ま

れる様子を、 3つの色が重なり合い中心に白い空間が生まれることで表現しています。

このデザインは、京都大学学術情報メディアセンター客員教授奥村昭夫先生によるものです。奥

村昭夫先生は、ロート製薬・ディアモール大阪シンボ、ルマーク、グリコのCI、グリコ・月桂冠・

田辺製薬・牛乳石鹸・近鉄百貨庖のパッケージデザインなどを手がけた著名グラブイツクデザイ

ナーです。

http://www.okumura-akio.com/ 

About Our Logo 

The white part of our COE project logo indicates how a sense of happiness or revitalizing 

conditions for hearts and minds is formed when three themes of our project， a sense of 

competence (capability)， a sense of accomplishment， and a vital sense of life overlap. 

This design was created by a visiting professor， Akio Okumura， Academic Center for 

Computing and Media Studies， Kyoto University. Prof. Okumura is a well-known graphic 

designer who created a number of designs such as symbol marks for Rohto Pharmaceutical 

Co.， Ltd.， and Diamor Osaka， CI Mark of Glico， and various package designs for Glico， 

Gekkeikan， Tanabe Seiyaku Co.， Ltd. ， Gyunyu Sekken， and Kintestu Department Store. 

For further information on Prof. Okumura， please refer to 

http://www.okumura-akio.com/ 

h
h
u
 
つ臼
1
E
A
 



ト
グ
ロ
ー
バ
)~
CO
Eニ
ュ
ー
ズ
|
 

グ
ロ
ー
ノ
ミ
j
レ
ニ
ュ
ー
ズ
|
 

外
国
語
論
文
核
開
費
補
助
制
慮
が
Ict
:じ
歩
'1
参
し
定

講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ゐ
が
慨
深
開
催
さ
れ
号
ま
す

2
1
年
慮
研
究
開
発
コ
ロ
キ
ア
白
老
開
講
し
参
竜
彦

今
年
時
lG
>G
C
O
Eメ
ン
バ
ー
霊
録
奄
行
い
参
す

。
外
国
語
論
文
校
閲
費
補
助
費

拠
点
の
メ
ン
バ
ー
に
登
録
さ
れ
た
大
学
院
学
生
(
修
士
課
程
ま
た
は
博
士
課
程
、
日
本
学
術

振
興
会
特
別
研
究
員
D
C
を
含
む
)
を
対
象
に
公
募
。
1
0
人
程
度
。
1
件
5
万
円
以
内
(実
費
)。

詳
細
は
ht
tゆ
p:
川/
/
w
w
w
.
e凶
du
ωj児c
.k
y卯
ot
o-
叫
.aお
c.
j加
p/
勾g
c∞o
e
/パ
(
学
肉
専
用
ペ
一
ジ
)
参
照

-
人
材
育
成
経
費
の
公
募
採
択
結
果
公
表

海
外
留
学
資
金
(4
人
)

大
学
院
生
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
研
究
費
(2
2
人
)

研
究
開
発
コ
ロ
キ
ア
ム
(1
0
人
)
:次
項
参
照

詳
細
は
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
e
d
u
c
.
k
y
o
t
o
心
.a
c.
jp
/g
co
el
(
学
内
専
用
ペ
ー
ジ
)
参
照

.
第
4
回
グ
ロ
ー
ノ
ミ
j
レ
C
O
E
共
催
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ロ
ン
ド
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ー

医
療
と
心
理
支
援
の
多
文
化
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
方
法
の
探
求
J
(
ユ
ニ
ッ
ト
C)

日
程
:2
00
9
年
6
月
2
9
日
(月
)-
7
月
3
日
(金
)

場
所
:
英
国
ロ
ン
ド
ン
(ユ
ニ
ヴ
、
ア
ー
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
ほ
か
)

講
演
者
:
日
英
の
講
演
者
多
数

越
境
す
る
文
化
政
策

"
ア
ジ
ア
・
南
米
・
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
教
育
の
機
会
均
等
に
関
す
る
研
究

ー
比
較
教
育
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
理
論
と
実
践
の
考
察

11

情
動
脳
と
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
の
実
行
制
御
系
と
の
関
連

実
践
を
支
え
る
教
育
行
財
政
制
度
の
可
能
性
と
限
界
(2
)

ピ
、
デ
オ
観
察
と
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
分
析
の
方
法
論

"
人
間
形
成
に
お
け
る
超
越
性
の
問
題
に
つ
い
て
の
臨
床
教
育
学
的
研
究

一
自
己
変
容
・
ケ
ア
・
関
係
性
一
"

介
護
に
お
け
る
「
負
担
」
観
か
ら
新
た
な
価
値
観
の
創
造
に
向
け
て

"
相
互
性
と
し
て
の
ケ
ア
ー
か
か
わ
り
が
育
む
家
族
、
教
育
、
医
療
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ

11

"
感
情
表
出
が
受
け
手
の
行
動
プ
ロ
セ
ス
に
及
ぼ
す
影
響
ー
感
情
の
社
会
的
機
能
に

着
目
し
て

"
関
係
発
達
研
究
に
か
か
る
「
問
主
観
性
J概
念
の
現
状
と
可
能
性
一
子
ど
も
の
自
己

形
成
過
程
に
お
け
る
意
味
に
着
目
し
て
ー
“

※
シ
ラ
パ
ス
な
ど
、
詳
絡
は
教
務
掛
窓
口
へ

・21年
度
メ
ン
バ
ー
受
録
開
始

ま
も
な
く
今
年
度
の
グ
お
口
ー
バ
ル
C
O
E
の
メ
ン
バ
ー
登
録
を
開
始
し
ま
す
0

・
拠
点
ぬ
指
導
教
員
が
院
生
、
P
D
ほ
か
の
人
を
登
録
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

・
メ
ン
バ
ー
に
登
録
さ
れ
る
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
C
O
E
の
資
金
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
人
材
育
成
経
費
応
募
、
拠
点
が
購
入
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
利
用
、

同
じ
く
S
P
S
S
な
ど
の
統
計
J
や
y
ケ
ー
ジ
の
利
用
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

・
登
録
さ
れ
た
院
生
、
P
D
メ
ン
バ
ー
に
は
、
年
度
末
の
成
果
報
告
義
務
が
あ
り
ま
す
。

・
20
年
度
の
登
録
メ
ン
バ
ー
に
、
間
も
な
く
20
年
度
全
体
の
成
果
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

.
研
究
開
発
コ
ロ
キ
ア
ム
:
G
C
O
E
か
ら
は
1
0
の
授
業
を
開
講

赤
上
裕
幸

黄
儒
努

• 
K
y
o
t
o
田
L
a
n
c
a
s
t
e
r
Jo
in
t 
In
te
rn
at
io
na
l 
S
y
m
p
o
s
i
u
m
 o
n
 P
sy
ch
ol
og
ic
al
 

Sc
ie
nc
e:
 N
e
w
 Di
re
ct
io
ns
 o
f 
M
e
m
o
r
y
 R
e
s
e
a
r
c
h
 (
Un
it
 A
)
 

日
時
:2
00
9
年
7
月
2
4
日
(金
)
10
時
2
0
分
-
1
7
時
10
分

場
所
:
京
都
大
学
百
周
年
時
計
台
記
念
館
2
F
国
際
交
流
ホ
ー
ル
E
参
お
翁
お

講
演
者
:
Ra
nd
al
l 
E
n
g
l
e
，
 Al
ex
 S
a
n
d
h
a
m
，
 Co
ra
l 
D
a
n
d
o
，
 T
o
m
 O
r
m
e
r
o
d
，
 M
a
r
k
 H
o
w
e
 ，
 

N
a
o
y
u
k
i
 O
s
a
k
a
 ，
 K
a
z
u
o
 F
uj
it
a
，
 J
u
n
 S
ai
ki
，
 &
 S
at
or
u 
Sa
it
o.
 

勝
原
摩
耶

桐
村
豪
文

黒
田
真
由
美

坂
井
祐
円 美 美 子

輝 一 素

島 家 口

鮫 竹 野

トー
A

ト
3
-.
.:
) 

-
第
3
回
京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
・
ロ
ン
ド
ン
大
学
教
育
研
究
所
合
同

国
際
会
議
(
ユ
ニ
ッ
ト
C)

日
程
:2
0
0
9
年
9
月
21
日
(月
)-
2
2
日
(火
)
[
予
定
]

場
所
:英
国
ロ
ン
ド
ン
大
学
教
育
研
究
所
Cl
ns
ti
tu
te
of
 E
d
u
c
a
t
i
o
n
，U
ni
ve
rs
it
y 
of
 L
o
n
d
o
n
)
 

参
加
者
:
拠
点
の
博
士
課
程
大
学
院
学
生
3
名
ほ
か
、
日
英
の
講
演
者
多
数
。

藤
井
真
樹

-
教
育
学
部
本
館
耐
震
工
事

2
0
0
9
年
8
月
-
2
0
1
0
年
3
月
の
問
、
教
育
学
部
本
館
は
耐
震
工
事
に
入
り
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
C
O
E
の
活
動
に
特
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
こ
の
間
内
が

こ
の
場
所
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
は
お
休
み
し
ま
す
。
必
要
な
お
知
ら
せ
は
;

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
e
d
u
c
.
k
y
o
t
o
-
u
.
a
c
j
p
/
 g
c
o
e
 
fこ
て
。







平成21年度活動報告書「心が活きる教育のための国際的拠点J

発行者:子安増生(グローバル COE拠点リーダー)

刊行年月:平成 22年 5月

印刷会社:株式会社北斗プリント社

連絡先:干606・8501京都市左京区吉田本町

京都大学大学院教育学研究科・子安増生

電話・ファックス 075-753田3063

電子メイル HGB03675@nifty.com




